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「……それでは、これにてお暇いとま致します。大おお叔お父じ上うえ」

　黒こく衣いの男は片かた膝ひざをついた姿勢で、一度深く頭を下げると、機き敏びんな動きで立ち上がった。

　高く結い上げた長い髪も、意志の強そうなキリリとつり上がる一ひと重えの双そう眸ぼうも、くっきりとした黒だ。真まっ直すぐに見つめる眼まな差ざしに、だが微かすかな迷いが浮かんでいる。ディーン・ワイズの反応を待っているのだろう。

「身体からだに気をつけて、元気に一日一日を過ごしなさい」

　だがワイズはそうとだけ言うと、やわらかな微び笑しようのみを相手に与えた。

　ふっ、と眉み間けんにしわが寄せられた。

「やはり、わたしの言葉は貴方あなたには届きませんか」

「……」

「このままソラヒメをブラックフォード家に預け続ける、と？」

「レジン」

「我々にはソラヒメが必要です。それは貴方とてわかっているはず……」

「レジン」

　ワイズは男──レジンの名を二度呼んだ。一度目は少し困ったように、そして二度目は叱しつ責せきを孕はらんだ声こわ音ねだった。

　レジンは口を噤つぐむ。

「レジン、ワイズ王国はもう亡ない。国が失われてすでに二百年近く経たとうとしているのだ。まだ若いおまえが亡ぼう国こくに囚とらわれてはいけない」

　諭さとしても、レジンの表情が和やわらぐことはなかった。

　無言のまま、レジンは踵きびすを返した。その彼に、数人の男がついていく。ワイズはそれを止めなかった。

　扉を開け、そして去っていく。レジンは未み練れんも悔いもないかのように、ワイズを一いち瞥べつもしなかった。

　残されたワイズは、静かにひとつ、ため息をついた。
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　十八歳の生誕祝いで、最初に踊おどるパートナーを決めておきなさい、と母に言われた時、キース・クラウザーは迷いなく己おのれの幼なじみを選んだ。

　キースより四つ年下ではあるが、年ねん齢れいより大人おとなびた少女だ。

　真ま面じ目めでおとなしく淑しとやかで慎つつましく、それでいて、空くう遊ゆう船せんをわずか三歳の頃から操そう縦じゆうし、趣味と特技はと問われれば、「空遊船の操縦と自分で空遊船をつくることです」と即答するであろう、闊かつ達たつな面も持つ。

　普段のおとなしやかなところと、空遊船を乗りこなす彼女のギャップは、キースを楽しませてくれる。

　おとなしいとはいっても、彼女は無口というわけではない。会話が苦手というのではなく、聞き上手なだけだ。だから、必要ならばきちんと己の意見を口にできる。

　子どもの頃かなりやんちゃだったキースは、だが三番目の子ということもあって、父母──クラウザー王と王妃──にもわりと放ほう任にんかつ甘やかされてきたし、愛くるしい顔立ちのため、誰からも好かれていた。

「キース王子は仕方がありませんね」

　そう言われて諸もろ々もろ許されることが多かった。

　ところがそんなキースに対し、彼女は「いけないことはいけないのです。反はん省せいしてください」とはっきり説せつ教きようをしたものだ。

　彼女が怒る事こと柄がらは世間の常識から外れること、逆もまた然しかり──と、叱しかられたことがほとんどなかったキースにとっての指し針しんになっていたといっていい。

　年下だがしっかり者の彼女──シエラ・ブラックフォード。

　十八歳の誕生日に、最初に踊るとしたら、彼女しかいないとキースは決めていた。

　大貴族ブラックフォード家は、クラウザー王国の経済基盤を支える空遊船産業のオーナーだ。

　王子が成人の祝宴で最初に踊るパートナーは、その王子の花嫁候補でもあるといわれている。この時点でキースはまだそこまで考えてはいなかったが、王家とつり合う家柄であるブラックフォード家の娘──シエラ・ブラックフォードであれば、反対する者はいないだろう。

　だがキースがシエラをダンスの相手に選んだのは、それだけが理由ではなかった。

　──最近、シエラの様子が変だ。

　シエラは、空遊船──ソラフネに関わること以外では、とてもこまやかで感情の起き伏ふくが穏おだやかだ。

　それなのにここしばらくの間、ぼんやりしているというか、キースと話していても、心ここに在あらずといった風ふ情ぜいを見せる。それが気がかりだった。

　キースにとってシエラは、数年前まではただの可か愛わいい幼なじみだった。だがここに来て、どんな存在か、折に触れ考えるようになった。シエラの変化が、キースにとっては喜ばしい方向ではなかったためだ。

　ずっとこのまま、子どもの頃のようにはいられない。それはよくわかっている。キースはもうすぐ成人となるし、それに、

　──これからは今までのように会えなくなる。

　誕生日を迎えたら、キースは旅に出る。趣味ではなく、仕事でだ。

　周辺の国の様子を自身の目で見たい。王族としての外がい遊ゆうではなく、自国にとって潜在的な脅きよう威いはないか、あらゆる情報を自ら集めたい。

　それは、キース自らが望んで父王に申し出たことだった。

　クラウザー王国においての成人は十八歳だ。キースの願いを聞いて、最初は「おまえがしなくてもいいことでは？」と渋しぶい顔をしていた父王だが、あっという間に相手の懐ふところに飛び込む人ひと懐なつこさ、臨りん機き応おう変へんに振る舞える頭の回転の速さを持つ息子に、とりあえず一度行ってみろ、と許しを与えた。

　自分で決めたことを早々に投げ出すつもりはない。王家の者として、父やふたりの兄たちの手足となり、クラウザー王国を支えていきたい。

　そんな思いと並へい行こうして、自身の幸せも摑つかみたい。周囲の人々も幸せでいてほしい。もちろん国民たちも、だ。何より自分の行動が、シエラにとってプラスになると、そう信じているから、辞やめる気はまったくなかった。

　シエラの本来の出しゆつ自じを知る者はごくわずかだろう。キースだって、本当に偶ぐう然ぜん耳にしたのだ。

　──シエラのためにも、今から動いておかなければならない。

　それは、親しい幼なじみだからだと、つい最近まで思っていた。だが、シエラの態度の変化が、キースに微かすかな不安をもたらした。

　自分たちの関係が、これからも一生変わらずに続いていくとは限らないし、シエラ自身の変化を厭いとうているわけではない。いい方向に変わっていくのであれば、もちろん歓かん迎げいする。だが、

　──もし、シエラがこの地を離れることを選せん択たくしたら。

　手の届かない場所へ、行ってしまったら。

　それは嫌だと思う自分がいる。

　シエラに限っていえば、彼女の決断ひとつで、一生会えないかもしれない、遠い場所へ行ってしまう可能性がないわけではない。彼女の生まれを考えれば、その未来もあり得えるのだ。

　可愛い令嬢はたくさんいる。キースのわがままをなんでも許し、惜おしみなく与え、心から尽つくしてくれる女性も、いくらでもいるだろう。

　だがキースがそばにいてほしいと願う相手は、そういう者たちではない。

　愛し、許し、時に叱り、共に笑い合い、同じ時をずっとずっと過ごしたいと思える女性は、キースにとっては、ひとりしかいなかった。

　そう考えて、キースはようやく、シエラがただの親しい幼なじみではなく、それ以上の存在だと気づいたのだった。

　十八歳の誕生日で最初に踊るのは、そういう特別な人がいい。

　彼女にダンスを申もうし込こもう。その時、最近浮かない理由を尋たずねてみよう。

　キースはそんな思いで、ブラックフォード家へと赴おもむいた──。







　ところが、自分にしては緊きん張ちようしながら、ダンスのパートナーになってほしいと申し込んだキースに、シエラ・ブラックフォードの返事は実につれないものだった。

『そのような大役、わたしには務つとまりません』

　──と。

　断ことわられるはずはない、と自信満々だったわけではない。むしろ最近のシエラの様子から、どういう答えが来るか不安があったと言っていい。そうして現実に拒否されたことで、キースの胸のうちに、じわりと焦あせりが広がってゆく。

　だいたい、クラウザー王家に次つぐ家いえ柄がらの、大貴族ブラックフォード家の令嬢に大役と断られたら、残るは他国の王女くらいしかいないではないか。

　そうキースが粘ねばると、

「では、姉はいかがでしょう」

「姉？　姉って、ファニスタか」

　はい、と返される。

「ファニスタは僕より六歳年上だよ？　もちろん年ねん齢れいなんて僕は気にしないけど、ファニスタにはファニスタにお似合いの相手がいるんじゃないかな」

「姉はとても美しく、キース様に相応ふさわしいものかと」

「そりゃファニスタは綺き麗れいだけど」

　シエラはそこで、にっこり笑った。

「ですので、ぜひ、姉をパートナーに。それでは、これから学校へ参まいりますので失礼いたします」

　丁てい寧ねいに頭を下げられ、張りついたような笑顔を向けられ、彼女が、この会話はここでもうおしまいです、と言っていることに気づく。

　だが、ここで諦あきらめるキースではなかった。

「シエラ」

　玄げん関かんホールの扉とびらを背に立つ自分とすれ違うシエラの腕を取った。

「……」

　摑む力は、シエラが振りほどけるほどだったが、彼女はそうはしなかった。だが驚くくらい、肩をびくりと震ふるわせるシエラに、思わずキースから腕を離した。

「ごめん、痛かった？」

「……いえ、大丈夫です」

　大丈夫と言いながらも、シエラは微かに俯うつむいた。前髪が邪じや魔まして、表情が見えない。それがなお不安で──もうすぐ十八になる、現在十七歳のキース・クラウザー第三王子は、その不安を自らの胸に収めていることができなかった。

　離した手を再び伸のばし、俯くシエラの顎あごに触れて持ち上げた。

　そうしたことでシエラの顔を見ることができたけれど、同時にその行こう為いは彼女を相当驚かせてしまったようだ。大きな瞳が、さらに見開かれる。

「キ、……あの、お離しください」

　ひっそりと──もしかしたら震えていたかもしれない──した声でそう言われたのに、キースはシエラから距離を取ることができなかった。

　澄すんだ空色──シエラの瞳の色は、本当に美しい。もっと見ていたい。ずっと、そして近くで見つめ続けて、彼女の瞳に映るのは自分だけだと確かめたい。

　このままシエラを引き寄せたい気持ちに囚とらわれる。

　自制できない。

　だが衝しよう動どうというより、ただただ彼女が何を考え、どうしたいのか、それが知りたかったのだ。

　シエラはといえば、戸惑いを通り越して、恐おそれを感じていたのかもしれない。

　いつも穏やかで、感情を波立てたりしないシエラの瞳が揺ゆれている。

　そのことに気づいても、それでも手を離せない。

「キース、様……」

　囁ささやくような震える声で名を呼ばれた時、キースは手を離すどころかもっと追いつめたい衝しよう動どうに駆かられ──だが、

「何をなさっているのです？」

　冷れい静せい極まりない声が、キースの背中にぶつかった。

　冷静というより、冷ややかな、と言った方がいいかもしれない。

　女性にしては低音で、だが男性のものには聞こえない、艶つやのある声だ。

　その声を聞いてようやくキースはシエラから手を離した。明らかにホッとするシエラに、少しだけムッとしたが、もちろん顔には出さない。

「姉ねえ様さま」

　キースはひとつ息をつくと、振り返った。

「やあ、ファニスタ」

「ごきげんよう、殿でん下か。こんな朝っぱらからいかがなさいました」

　絹きぬ糸いとのように細く艶やかな金髪は、トップはふわりとボリュームがあるが、襟えり足あしが半分ほど見えるくらい短い。鳥の羽のような美しい翠みどり色いろの瞳はくっきりとした二ふた重えで、綺麗な形をしている。けぶるように長い睫まつ毛げが、その双そう眸ぼうを縁取っている。ほっそりとした鼻筋に、少し薄めの唇。

　容姿を見れば、非の打ちどころのない、絶ぜつ世せいの美女と言っていい。だが彼女──ファニスタ・ブラックフォードは、良家の子女にあるまじき格かつ好こうをしていた。

　クラシカルな形の、少し長めの上着にシャツ、襟えりにはネクタイを締しめている。すらりとした脚を包むスラックスを穿はいた彼女の着衣は、どこからどう見ても男性用だったのだ。

　スリムな体形で背筋を伸ばしたファニスタの姿は、格好だけではなくその気性も男前だからして、下へ手たな男性より女性にもてるだろう。

　近づいてきたファニスタは、キースの前に立つと、丁てい寧ねいに礼をした。姿勢を正すと、ふたりに身長差はほとんどない。

　視線が間近で交まじわる。瞳には、はっきりと不ふ審しん感かんが浮かんでいた。

「殿下？　わたくしの問いにお答えいただけないのでしょうか」

「いや、実は」

「ああその前にシエラ、もう出ないと、学校に遅ち刻こくする」

「え、あ、そ、そうですね」

「殿下、シエラはここで失礼させます。もし何か問題があるようでしたら、わたくしになんなりとお申しつけください。シエラ」

　行きなさい、と言われ、一いつ瞬しゆんキースと目が合う。姉の指示だが、キースの許しをもらう前に出ていくことはできないと思っているのだろう。

　キースは小さく息をつくと、にこりと笑った。

「気をつけて行っておいで。引き留とめて悪かった」

「あ、は、はい」

　では、と頭を下げたシエラはそそくさと踵きびすを返す。

「さっきのこと、あとでまた訊きに来る」

「え」

　振り返ったシエラの顔には、はっきりと『困る』と書いてあった。

「……」

　曖あい昧まいにうなずくだけにして行ってしまったシエラをちょっとだけ不満に思うが、仕方がない。もう用件は済んだと、キースもひと言だけ挨あい拶さつし、ファニスタに背を向けた。

「殿下、さっきのこと、とは？」

　キースは振り返ると、にっこり笑う。

「ファニスタ、君意外とシスコンだね」

「──」

　思いも寄らぬことを言われた、とばかりに目を丸くし、だが次の瞬間、ファニスタは微かに眉間にしわを寄せた。

「そういう言葉は感心いたしませんよ、殿下。わたくしはただ、妹を案あんじているだけです」

「なぜ案じる必要が？」

「貴方あなたが、わたくしの妹に食いつきそうに見えたからですよ」

　クラウザー王家第三王子に対するこの発言。

　不ふ敬けいだと糾きゆう弾だんされてもおかしくない言葉を堂々と言い放つ、なんとも度ど胸きようのある女だ。

　キースはこういうファニスタが嫌いではない。だから目を細めて、ふふ、と笑った。

「ファニスタは気き概がいがあっていいな。ああ、外にティムを待たせていたんだ」

「──」

　キースの乳ち兄きよう弟だいで護ご衛えいの名を告つげた途と端たんに、ファニスタは、今度はくっきりと眉根を寄せる。

「わたくしもそろそろ出ませんと仕事に間に合いません故ゆえ、失礼いたします」

「じゃあ僕も一いつ緒しよに外まで出よう」

「……」

　控えていた従僕が外へと通じる玄関の大扉を開けた途と端たん、

「おはようございます、ファニスタ氏！」

　女性にしては低く男性にしては高音の声の主が、ふたりの前にぴょんと進み出た。

　ティム・マドックだ。

「……おはよう、マドック」

「やだなあ、マドックなんて他人行ぎよう儀ぎな呼び名やめてくださいよ。ぜひティム、と！」

「実じつ際さい他人だろう。それから」

「はいはい、なんです？」

「むやみに手足をばたばたさせていると、挙きよ動どう不ふ審しん者に見える。仮にも第三王子の護衛なのだから、もっと落ち着いて任に就つくのがよろしいかと」

「動きがチャーミングなのは僕の長所ですよっ」

「……」

　──いつ見ても面白い。

　ファニスタは、口が達たつ者しやなティムを苦手としているようなのだ。

　普段から冷静沈着で、キースにも物もの怖おじしないファニスタの、こんな一面を見られるのはティムと相そう対たいしている時だけだった。不ふ機き嫌げんというより、強烈に苦にがいものを口に含ふくんだ時のような顔をするファニスタを見るのが楽しい。

　童どう顔がんのティムの笑顔を見ていたファニスタは、次いで、にやにやしているキースに、ちらりと視線を向けた。途端にスッと表情を消す。

「それでは、わたくしは失礼いたします」

　流れるような仕し草ぐさで礼をしたファニスタは、大きな歩ほ幅はばでふたりの前から去っていった。

「あれあれ、ファニスタ氏どうかしたんですか？　機き嫌げん悪そう」

「おまえと朝から会ったからじゃないか？」

「えええ、殿下、それ悲しいですよ～。僕ファニスタ氏結けつ構こう好きなんだけどな。まあ一番の憧あこがれは、フローレンス氏ですけど。ああいうお方が妻になってくれたら毎日楽しそうですよね」

「……おまえはほんとに趣味が広こう範はん囲いにわたっているな」

　クラウザー王国民から『救きゆう国こくの怪かい女じよ』と呼ばれ、尊敬されつつも恐れられているブラックフォード家の高齢の女当主が憧れで妻だったらいい、だなんて、酔すい狂きようにも程がある。

「そうだ、いかがでしたか？」

「何が」

「何がって、シエラ嬢にダンスの申し込みにいらしたんでしょう？　色いろ好よいお返事をいただけましたか？」

「……」

　そうだった、ファニスタとティムを見ていて楽しんでいる場合ではなかった。──というか、自分でも思っていた以上に、シエラに断られたことがショックだったらしく、無意識に逃とう避ひしていた。

　ティムは、あれ？　と首を傾かしげた。

「もしかして断られたんですか？」

「……」

　無言で肯こう定ていをするキースに、ティムはただでさえ大きな目を、より一いつ層そう見開いた。

「ええええ……！　シエラ嬢っておとなしやかな印象のお嬢さんなのに、意外とすごいですね！　カッコいい！」

「ティム、おまえね」

「やーさすがは殿下が選んだお嬢さんです！　さ、では参りましょう」

「どこに」

「シエラ嬢が通われる学校ですよ！」

「何しに行くんだ」

「もちろんシエラ嬢に本気を見せるのです。授業が終わったらすぐに駆けつけられるように学校の前で待っているんです」

　ティムは自信たっぷりにそう言うと、大げさに両手を広げる。

　キースはぽかんと自らの護衛を見つめ、そして大きなため息をついた。

「……放課後までずっと待機していろ、と？」

「誠意ですよ、誠意！　『朝からずっと待ち続けてくださるなんて、キース様、そんなにもわたしのことを……!?』って絶対絆ほだされま、……殿下？」

「行くわけないだろう」

　ティムが喋しやべっている間に、キースはさっさと歩き始めた。

「えっ、行かないんですか？　ここは誠意をアピールする場面かと！」

「それは誠意じゃないし、おまえはシエラの性格を全然わかっていない」

「どういう性格ですっけ？」

「シエラは、そういうことをされたら逆に嫌がるタイプなんだよ」

「そうなんですか？」

　シエラは、よきにつけ悪あしきにつけ『個性の塊かたまり』と評ひようされるブラックフォードの中では、目立たない存在だ。だが無個性というわけではない。強烈に個性的な者たちの中にあって、彼女はブラックフォード一族とそのほかの者たちの間にある天てん秤びんのようなものだと、キースは思っている。世間とブラックフォード家を繫ぐことができる、極きわめて公平な存在である、と。

　そんな彼女は、必要以上に目立つのを嫌う。もしキースが校門の前に馬車を乗りつけて、ずっとそこで待つなどしたら、嬉しいと感じるより、申し訳ないと、そして他者がどう思うかを、考えるだろう。それは、自分が困るというより、キースやキースの立場、そしてキースの周りの人たちに迷めい惑わくをかけることこそを嫌がっているからだ。

　そしてそういう彼女の心しん痛つうの種になるのは本意ではない。

　今日のところはおとなしく帰ろう。

　キースはひとつ息をついて、ブラックフォード家をあとにした。







　それから暇を見つけてはシエラを訪たずねてダンスのパートナーの申し込みをしたが、彼女が首を縦たてに振ることはとうとうなかった。

　結局前日までパートナーは決まらず、シエラの母であり、前王の娘──現王の実じつ妹まい──の「今回はファニスタにしておきなさい」との鶴つるのひと声で、キースもファニスタも互いに不本意な結果となったのだった。

　当日キースはもちろん、ファニスタも男性用の盛装でやってきたものだから、遠目には男性同士で踊っているように見えたことだろう。

　盛せい大だいに誕生日を祝われるのはありがたく感謝しているが、十八歳男子としてはさほど嬉しくはないことに加え、ダンスの相手が望んだ相手ではなかったこと、さらにシエラの様子が目に見えて嫌な方に変化していることに、キースの気持ちも揺ゆれる。

　王子に対してきちんと礼を尽くしてはいるけれど、子どもの頃のような気安さは、今のシエラにはもう望めない。

　このまま自分のそばから離れていってしまうのではないか。

　疎そ遠えんになって、やがては姿も見せなくなって、キースが追いかければ追いかけるほど、遠くに行ってしまうのではないか──？

　近いうちに極秘公務を遂すい行こうすべくこの国を発つ。もう今までのようにはいられない。物理的な距離だけではなく、シエラの心も離れてしまったらと、そう思うと、居ても立ってもいられない気持ちになる。

　人との付き合いはそれなりに上う手まいと思っていたのが、勘かん違ちがいだったのかもしれない。否いな、シエラが特別だからこそ、外には出さないが、みっともないくらい心のうちでうろたえている。

「殿下、足、踏まないでください」

　低音でぶっきらぼうに囁ささやかれ、キースはハッと我に返る。

「ああ、すまない」

「……」

　ほぼ同じ高さの視線で、相手はキースをじっと見み据すえる。

　美しい翠の瞳は不ふ審しんげに細められていて、けれどキースは愛あい想そ笑いをする余よ裕ゆうもなかった。

「いかがされました。殿下らしくない」

「そういう君はいつものファニスタだね。その装よそおい、とてもよく似合っているよ」

　男装がここまで似合う女性もそうはいまい。

「ありがとうございます。シエラが選んでくれました」

「……」

　む、と微かに眉間が寄せられ、その顔を見てファニスタは唇くちびるを微かに綻ほころばせた。

「殿下はシエラのことになるとすぐムキになられる。あまり感心しませんよ」

「君だって、ティムを相手にする時にはわりと沸ふつ点てんが低いように思うよ」

　今度はファニスタが、む、と唇を引き結むすぶ。

「苦手なのですよ。あのあけっぴろげであっけらかんとしたところが」

「それはティムの長所だよ」

「わたくしが苦手というだけです。否ひ定ていしているわけではありません」

　というか、ダンスをしながらどうしてこの場にいない人物のことを語らねばならないのか、と同時に気づいたらしい。

「そろそろ終わりにしてもいいかな」

「わたくしは構かまいませんが、壁かべの花たちが手ぐすね引いてお待ちですよ」

　ファニスタに言われなくても、もちろん嫌でも視界に入ってくるから、キースはため息をつく。

　大広間の壁際には、次は自分がダンスの相手をするのだと、貴族令嬢たちがずらりと立ち並んでいたのだ。

「だったら君と踊っていた方がマシだな」

　つい本ほん音ねが出てしまったキースに、ふいにファニスタがぴたりと足を止めた。

「ファニスタ？」

「曲が終わりました。では、わたくしはこれにて失礼いたします」

「ファーニースーター」

　お役御ご免めん、とばかりに、ファニスタは颯さつ爽そうとその場から離れていってしまう。

　すると壁際の花たちが、一いつ斉せいにこちらに押し寄せてこようとするものだから、キースは機き先せんを制し、彼女らとは逆の方に顔を向ける。

　まずは家族のところへ足を運び、今回の催もよおしに対する礼を告げてから、さらにブラックフォード家の人々が集う輪へと歩を進めた。

　──シエラがいない。

　どこに行ったのだろう、と首を巡めぐらせると、

「キース殿下、このたびはおめでとうございます！」

　シエラの父方の叔お父じが両手を広げて迎えてくれた。

　フローレンスの三番目の養子で、ブラックフォード家の中でもムードメーカーの陽気な彼は、今日も上じよう機き嫌げんだ。

「ありがとう」

「喉が渇かわいておられるのでは？　どうぞどうぞ！」

　渡された縁の薄うすいグラスは、細かな気泡を立てる黄こ金がね色いろの飲み物で満たされていた。

　酒だ。

　これまで食前酒はよく口にしていたが、それは甘口で度数の弱いものだったため、こうした酒は初めて飲む。

　暖かな室内で、確かに喉が渇いている。キースは礼を言うと、くい、と一気に飲み干ほした。

　甘みは控えめで、炭酸が意外と強い。が美う味まかった。

「おお、いい飲みっぷりですな！　こちらもいけますぞ！」

　次に渡されたのは、美しいオレンジ色の酒だった。こちらはとろりとした舌触りで、菓か子しのように甘い。そして度数も高いらしく、飲んだ途端に、カッと全身が熱くなった。

　ペースが早いのかもしれない、少し控えようと思いつつも、勧め上手な男にどんどん飲まされてしまう。

　この場を離れればよかったのだが、ブラックフォード家の周りには、壁の花やその両親たちもなかなか近づいてこられない。

　彼らの相手も面めん倒どうで、キースはその場に留とどまり続けた。──これが、のちに大失敗へと繫がることを、その時のキースは思ってもみなかった。

　五杯目あたりで、頭の中も身体もふわふわしてきた。気持ちがいい。同時に、王子として常につけている『面』が外れかけていることに、キース自身はまったく気づいていなかった。

　ふと、大広間の外に広がる庭園に目を向けると、ほの明るい灯あかりの下に、シエラを見つけた。

　庭は広い。シエラはさらにバルコニーから離れていき、消えてしまった。

　シエラに自分の手が届かなくなってしまうのではないか──。そんな思いに駆かられたキースは、外に向けて歩ほを踏み出した。

「キース殿下？」

　ブラックフォード家の誰かに声をかけられたキースは、

「少し酔ったようだから、外で頭を冷やしてくる。──悪いが誰もついてこないようにしてくれ」

　ブラックフォード家の人々は、その頼みを受けて、はい、とうなずくと、にこやかに庭へと送り出してくれた。

　外に出て、ちらりと振り返ると、追いかけてこようとした他家の人々を、ブラックフォード家の面々がのらりくらりと足止めしている。

　庭園には衛えい兵へいたちが立っていたが、奥へ行くに連れ、彼らの姿も見えなくなった。

　シエラは噴ふん水すいのすぐ近くで、ぼんやりと佇たたずんでいた。

　華きや奢しやな体たい軀くを包むのは、彼女が大好きな空色のドレスだ。張りのある布ぬの地じを使った、透とう明めい感かんのあるドレスは華美に過ぎずに、アクセントの細いリボンや繊せん細さいなレースが愛らしい。

　控えめで、シエラによく似合っていた。

　シエラの視線は、こちらには向かない。庭のさらに奥──暗がりへと注そそがれている。

　──顔を向けてくれ。

　キースが無理強いするのではなく、シエラ自らの意思で、こちらを見てほしい。

　酔よいは、キースに危険な行動力をもたらした。いつもならば抑おさえられる感情が、今夜はどうしても堪こらえきれない。

「キース様……！」

　刈り込んだ芝しば生ふを踏みしめる音に気づいたシエラが、ようやくキースを見み咎とがめた。ドレスとお揃いの、澄んだ空色の瞳が大きく見開かれる。

「い、いかがされましたか？　ダンスは……」

「とりあえずファニスタと一曲終わらせてきた」

「そう、ですか……」

　最初の驚きが去ったあとは、また目を伏せられる。

　なぜ、こちらを向かない。

　そんな思いが、キースの胸のうちを席せつ巻けんする。一気にシエラとの距離を縮めると、いきなり腕を取った。そしてその場で音楽もなしに、踊り始めた。

「キ、キース様……!?」

「誰も見ていないところだったら構かまわないだろう？」
















　そう言って、くるくると回る。芝生のため、つんのめりそうになったシエラは、ぐっと堪えてキースを仰あおぎ見た。

「キース様、主役が会場を空あけるのは感心しませ……あ、もしかして、お酒を飲まれていますか？」

「うん、飲んでる。というか、飲まされた」

「ええ!?」

　驚くシエラの顔が可愛い。とても、可愛い。

　もっとそばに来てほしい。自ら来てほしい。だが、シエラは決して、身を寄せてはこないのだ。

　ならば、と腰を抱く手に、握る手に、力が入る。互いの体温がわかるほど近くに引き寄せると、シエラの身体が微かに強こわ張ばった。

　突き離してはいけない。相手は王子だ。──そう思っているのだろう。だからなおキースからは離せない。

　だが、シエラが堪えながらも、微かに顔を背そむけていることに気づいて、自分でもどうしようもない衝しよう動どうが、キースを突き動かした。

　それは、酔っていたからかもしれないが、ずっと以前からキースの中にあった欲よく望ぼうだったのだ。

　このまま奪うばってしまいたい。

　一層近づく。

　息と息が触れ合うほど近く、顔を傾け……。

　次の瞬間、キースはそばの噴水に突き落とされたのだった──。
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「ところでねえ、シエラ」

「はい？」

　少人数用の空くう遊ゆう船せんに乗り、短時間ながらも空の旅を楽しんでいたシエラ・ブラックフォードは、気けだるげな母の声に、外の風景から目を離した。

「もうちょっとね、華はなやかなドレスはなかったのかしら？」

「……似合いませんか？」

「ううん、とっても似合うわ。シエラはわたしに似てセンスは悪くないし。けどねえ、ちょっと地味なのと、寒かん色しよく系のドレスばかり選ぶのが、わたし的に引っかかるわけ。ピンクとかオレンジとかも似合うと思うのよ」

「今日は、青ではありませんよ」

「そうだな。シエラが青以外のドレスを着るの、久しぶりに見たな」

　隣となりに座る姉に、からかうような口調でそう言われ、シエラは小さく首を竦すくめた。

「母かあ様さまのリクエストです」

「わたしはピンクとかオレンジとかって言ったのよ。それなのに青と変わらないじゃない」

「青ではありません。紫むらさきです」

　紫といっても、ほとんど青に近い色だが、シエラとしては母の希望と自分が着たい色のギリギリ妥だ協きよう点てんを見つけて選んだドレスだ。

「青あお紫むらさきじゃないの。わたしは赤とかピンクとか……」

「まあシエラにも好みがあるからね」

　割わって入ってくれたのは父で、シエラはありがとうございます、とこっそり目くばせした。

「ふたりも娘がいるのに、ひとりはドレスなんて一生着ないって言うし、もうひとりは青しか着ないし」

「兄にい様さまは赤やピンクといった暖だん色しよく系がお好きですから、きっと着てくださると思います」

「あのね、シエラ。ウォーレンがドレス着たってしょうがないでしょうが！　わたしは、娘に、赤やピンクのドレスを着てほしいの！」

「そんなに赤やピンクが好きなら、母上が着ればいいじゃない」

「ファニスタ、わたしは娘に、って言ったでしょうが！」

　美しく結い上げた金髪をかきむしろうとするから、慌あわてて三方から手が伸びる。

　シエラの母──エレオノーラは、娘ふたりを交互に見やると、小さくため息をついた。そして隣に座る夫に視線を据えると、ねえ貴方、と眉まゆ尻じりを下げた。

「わたしたちの娘たちったら、こんなにわたしの言うこと聞いてくれないのに、どうしてこんなに可か愛わいいんでしょう」

「……」

「……」

　突然そんなことをしみじみと呟つぶやかれ、娘ふたりは互いに顔を向けながら目を白黒させる。

「そりゃあ僕たちの娘たちだからじゃないかな」

　父までものんびりそう返すものだから、シエラにも姉──ファニスタにも、じわじわとなんとも言いようのない気持ちが湧わきあがってくる。特にファニスタは照れ屋なものだから、シエラと顔を合わせながら目が泳いでいる。それがなんだかおかしくて、シエラはぷっと噴き出してしまった。

「姉ねえ、様さま」

「シエラ、笑うな！」

「笑うつもりはないのですが、今のお顔、……！」

　止めようとしても止まらず、しまいにはお腹なかを抱えてしまう。

「シエラは笑い上じよう戸ごだから別荘に着くまでこのままかねぇ」

　やれやれと肩を竦すくめる父の声が聞こえたが、それでも止められない。結局父の言うとおり、別荘に着くまで笑いどおしだった。

「……お腹苦しい」

「知るか」

　笑われっ放しだった姉のファニスタはぷいとそっぽを向いて、ソラフネから下りる。

「姉様、ごめんなさい」

　慌ててあとに続こうとして、ドレスの裾すそを踏んでしまった。

「あっ」

　ソラフネの乗じよう降こう口ぐちから転がり落ちそうになったところを、先に下りたファニスタにしっかり支えてもらう。

「何をしているんだ、危あぶないな」

「ごめんなさい」

「こういう時は謝あやまるんじゃなくて」

「あ、ありがとうございます……！」

「ん」

　つんと澄すましてそっぽを向くが、その横顔に怒ど気きはすでにない。もともとそんなに怒っていなかったのだろう、すぐに口こう角かくを上げて笑った。

　外に出て、周囲を見渡す。

　王都エントリアにほど近い郊こう外がいに建てられたブラックフォード家の別荘は、本家と比べてこぢんまりとした可愛らしい邸宅だ。とはいえ、敷地内には空遊船──ソラフネの離り着ちやく陸りくができるスペースもあるし、季節ごとに可か憐れんな花を咲かせる庭園もあった。

　付近には森と小川、そして透明度を誇る湖みずうみがあり、空気も澄んでいる。

　建国二百年を祝う祝しゆく国こく祭さいのイベント、ヴァネッサ号での十二日間のシークレット旅行に参加したシエラは、帰宅後祖母であるフローレンス・ブラックフォードが胸の病やまいに罹かかっていることを父に告げた。シエラの独断ではない。当人の許可をきちんと得てからの報告だった。フローレンスに家か督とくを譲られたシエラの父グラハムは、他言無用、と釘を刺され、そのとおり誰にも話していないようだ。

　フローレンスは、引退したのだからあとは好きにやりな、あたしは別荘でしばらくのんびりするよ、と言って、初恋の君──ディーン・ワイズと、あっさり本宅を出た。恐らくは療りよう養ようという理由のほかに、実に六十年ぶりに再会したディーンと、静かな時間を持ちたかったのだろう。ディーンの屈くつ強きような護衛たちも連れて別荘に向かったのは、旅行から帰宅して十日後のことだった。それからさらに二は十つ日かほどが過ぎた今日、エレオノーラの、「お義か母あ様にお会いしたいわ」というひと言の下もと、父と姉、そしてシエラの四人は、フローレンスが滞在する別荘にやってきたのだった。

「お義母様にお目にかかる時にはドレスアップをするのよ」

　という、母のよくわからない信念から、シエラもパーティでしか着ないような盛せい装そうをしている。シエラだけではない。母も父も姉も、これからどこの舞ぶ踏とう会かいに出で掛かけるのですかと訊かれそうな装いをしていた。

　別荘まではシエラがソラフネを飛ばしたかったが、ドレスがしわになるからじっとしていなさいとエレオノーラに止められ、おとなしく座席に収まっている。定期船の操縦士であるファニスタも、「休日の時くらいは操そう縦じゆう桿かんを離したいな」ということで、機上の人となったのだった。

　さほど時間はかからず、昼前には到着した。

　別荘の裏うらにある空遊船の停船場に降りたのと入れ替わりに、飛び立つソラフネがあった。

「……あれは」

　市し場じようにはまださほど出回っていない、少人数乗船用のソラフネだった。

　鈍にび色いろのボディに、黒とグレーで流線が描かれている。一切の無む駄だを省はぶいたシンプルなソラフネだ。

　ちらりと操縦席が見えた。

　細い顎あごに尖とがった鼻筋の横顔が、こちらを向いた。

　三十代半ばだろうか、怜れい悧りな顔立ちの男だ。

　どこかで見たことがあるが、名前が思い出せず、シエラは首を傾かしげた。

「あれはプロバート家の次期当主じゃないか？」

「まあ、本当。マイルズ・プロバートじゃない」

「あ」

　ファニスタとエレオノーラの言葉に、シエラもようやく思い出す。

　何度か顔を合わせてはいるが、会話を交わしたことはない人物だった。

「商人がばあ様になんの用だろう」

「またしつこく業務提てい携けいを持ちかけてきたとか？　嫌ねえしつこい」

　エレオノーラが眉をしかめて、すでに小指の先ほどまで小さくなったプロバート家のソラフネを見上げた。

　プロバート家といえば、国内でも有数の実業家である。ただし、空遊船業界はブラックフォード家が市場のほとんどを独どく占せんしているため、プロバート家はなんとかそこに食い込みたいと考えている──そうシエラは聞いている。

「強引さがウリのプロバート家にあって、彼は頭を使うタイプだったはずだが」

　グラハムは軽く首を傾げた。

「それよりねえ、見て」

　母が呆れたように、それでいてなんだか楽しそうに、声をかけてくる。

　指差す方を見るなり、シエラは、まあ、と目を見開いた。

　別荘の裏の停船場には、シエラたちが乗ってきたソラフネのほかに、やはり少人数乗船用の空遊船が三機停まっていたのだ。

　一機は祖母のものだが、あとの二機は誰だろうかとシエラが首を傾げていると、こちらに歩いてくる人物がいた。

　ひとりは父の六番目の弟、もうひとりも親族で、この近くにある空遊船工場の責任者だった。

　ふたりは、シエラたちに気づいて、にこやかに近づいてきた。

「どうしたんだ、ふたりして」

「いやね、母上にちょっと伺うかがいたいことがあったんだよ」

「わたしもです」

「……」

　シエラの父グラハムは、ふたりの返事に軽く目を見開き、そうしてため息をついた。

「おまえたち、仕事のことはわたしに言いなさい」

　たしなめるグラハムに、

「いや、兄上は今日休暇を取っていたじゃありませんか」

「母上は引退したのだよ。──ああ、なるほど」

「……なるほど、とは？」

「おまえたち、ワイズ氏にお会いしたかったのだろう」

「……」

　どうやら図ず星ぼしだったようだ。叔父たちは悪戯いたずらが露ろ見けんした子どものように、笑いながら、いやあ、と頭をかいた。

「だって母上、僕たちには紹介してくれなかったじゃない。一度お目にかかりたかったんだよ」

「おまえたちはまったく」

「そう言うけど、ここに来たのは僕らだけじゃないようだよ」

「なんだって？」

「一昨日おとといには四番目の兄さんが」

「その前にはわたしの兄が」

「さらにその前には二番目の兄さんが」

「さらにさらにその前には嫁とつがれた三番目の娘の家族一行が」

「さらに……」

「ああもうわかった。つまり毎日のように入れ替わり立ち替わり誰かがここにやってきているんだな」

「……」

　シエラは呆あきれて、ふたりをポカンと見る。ファニスタも同様だったようだ。

「叔お父じ上うえたち、ちゃんとお仕事されているんですか？」

「まあでもわかるわ。隠されると見たくなっちゃうもの」

　ファニスタとほとんど同時に口を開いた母の言葉に、シエラは思わず、ええ？　と声をあげてしまった。

「もしかして母様、今日こちらに来たいと仰おつしやったのって、おばあ様に会いたいのではなくって……」

　エレオノーラは、うふ、と笑った。

「だって気になるじゃない。六十年ぶりに初恋の君と再会されたお義母様から、たっぷりお話を伺いたいもの。もちろんお相手の方にもお会いしたいし」

「……」

　シエラとファニスタ、そしてグラハムが、交互に顔を見合わせる。

「さ、参りましょう！」

　エレオノーラは呆れる三人の視線などまったく気にせず、張り切って先頭を歩く。

「まったく母上は……」

　ため息をつきながらファニスタがあとに続き、シエラもまた、姉に並んで歩き始めた。

　グラハムは、弟や工場責任者とひと言、ふた言、会話を交わしている。少しして合流した父は、困惑顔でため息をついた。

「どうも今は行かない方がいい気がするんだが」

「……わたしもそう思います」

「右に同じ」

　毎日のように一族の者たちが足を運んだという叔父たちの話が本当なら、フローレンスは相当ご機き嫌げん斜ななめであろう。

　案の定、二は十つ日かぶりに顔を合わせたフローレンス・ブラックフォードは、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、お義母様！」

　空気が読めない……というより、敢あえて読まないシエラの母が、持じ参さんした王家御ご用よう達たしの菓か子しと、美しくアレンジした花はな籠かごを差し出した。

「……おまえたちまで」

　うんざりだ、という顔をして、フローレンスはじろりと四人を睨にらみ据すえるが、エレオノーラの笑顔はまったく揺るがない。

「こちら、お義母様が大好きな菓子ですわ！」

　フローレンスは、一いつ旦たんは受け取ったが、すぐにエレオノーラに押し返す。

「お義母様？」

「おまえたちが持ってくるのはどうして同じものばかりなんだい。この菓子箱が部屋でタワーをつくってるよ」

「あら……。わたくしとしたことが、ほかの方とお土産みやげがかぶってしまうなんて気の利かないことを」

　エレオノーラは頰ほおに手を当て、だがすぐににっこり微笑ほほえんだ。

「では、お義母様、こちらをお収めください。それで、すでに受け取られたお菓子をわたくしどもに頂ちよう戴だいできたら嬉しいですわ！」

「……」

　シエラは、母のあつかましさ……もとい、積極的な態度に、呆れると同時に感心もしていた。

　──母様、すごいわ……。

　フローレンスはまじまじとエレオノーラを見つめ、そして父をじろりと睨んだ。

　そろりと父をうかがえば、申し訳ない、とペコペコ頭を下げんばかりに恐きよう縮しゆくしている。

「菓子はもらっておこう。ありがとう。で、帰んな」

　素そっ気けなく手を振って、さっさと踵きびすを返そうとする。

「ええ……!?」

「おまえたちの考えはお見通しなんだよ。まったく毎日毎日、やれ『ご機嫌はいかがですか』、やれ『ちょっと顔が見たくなって』、『仕事上で相談に乗っていただきたくて』、『別に用事はないんですが近くに来たものだから』……！　そんなにディーンが気になるのかい！」

「気になります～！」

　フローレンスの一いつ喝かつにも怯ひるまず、エレオノーラは何度も頭を縦たてに振る。

「母様……」

「……鋼はがねの心臓だな」

　シエラもファニスタも、母のあまりの旺おう盛せいなバイタリティーに、開いた口が塞ふさがらない。

「これ、おまえ。母上にも都合というものがあるのだから」

　フローレンスに食いつかんばかりに顔を寄せるエレオノーラの肩を、とうとうグラハムが引き寄せた。と同時に、屋敷の奥から、朗ほがらかな笑い声が聞こえてきた。

　ハッとそちらに目をやると、柔にゆう和わな面おもてに笑みを浮かべた男──件くだんのディーン・ワイズがゆっくりと歩み寄ってきた。

「フローレンス、君の親族は本当に愉ゆ快かいだな」

「ディーン」

　フローレンスが、どうして出てきたの、とばかりにディーンを睨みつけた。

「いや、隠れていようかと思ったんだが、あまりにも君たちのやりとりが面白くて楽しくて、もっとそばで聞きたくなったんだよ。ついでにわたしもその会話に参加したくなった」

　そう言って、改めてディーンは、シエラたち親子へと目を細めて笑顔を向ける。

「挨あい拶さつが遅れました。ディーン・ワイズです。よろしく」

　フローレンスより二歳年下のディーンは、すでに七十代半ばだが、姿勢がよく、若々しく見える。

　ディーンはまずグラハムの、それからエレオノーラの、そしてファニスタの手を順に握って挨拶をする。

　シエラには、久しぶり、と優しい声をかけてくれた。

　穏おだやかな眼差しは、先日見た時と変わらない。その瞳ひとみを見ていると、ヴァネッサ号で旅をした十二日間のことを思い出す。

　二百年前、この地を治おさめていたワイズ王家、その民である空の稀まれ人ひと、〝神しん眼がん下かの庭園〟、そしてその地に眠るエアリア……。

　三十日ほど前のことだ。もっと昔のような、それでいてつい数日前のような、不ふ思し議ぎな気持ちになる。

　そしてディーン・ワイズは、シエラにとって大おお叔お父じだ。

　シエラの実の祖母の弟であるディーンとは、旅行から帰ってきてからは、ふたりきりで話をしたことがない。

　自身の両親のこと、それから血の繫つながった家族がいるのであれば、その話を聞いてみたい気持ちはもちろんある。

　同時に、あの神眼下の庭園で、シエラの両親だと名乗る人物が現れなかったということは、もう決して会えないのであろう、ともうっすら感じ、確かめることが怖くもあった。

　シエラは、ブラックフォード家の人間として生きていくと心に決めている。血の繫がりは大事だし、シエラをこの世に誕たん生じようさせてくれた両親をはじめ、祖先には感謝している。

　同時に、ここまで育て、見守ってくれた義理の家族やブラックフォード家の人々にも、同様の気持ちを抱いている。

　だから、

　──いつか、訊くことができたら。

　そしてディーンが話したいと思ってくれたら、その時には、血の繫がった両親について知りたい、と思う。

「まったく、どうして自ら話のタネになりに来るんだろうねぇ」

　ディーンが出てきたことで諦あきらめたのか、フローレンスはため息をつきながらも、シエラたち家族を渋しぶ々しぶ招き入れてくれたのである。







　それからわずか、三日後のこと。

「おまえたちいい加か減げんにするんだよ！」

　あまりにも毎日毎晩引きも切らずにやってくる親族たちに、フローレンスは怒り心しん頭とうでおいそれと誰も追いかけて来られない場所へ、ディーンとその護ご衛えいたちと共に旅立ってしまったのだった──。
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「……そういうわけで、祖母は不在です」

　シエラがそう言い終えると、クラウザー王家の第三王子は、おかしそうに頰を緩ゆるめた。

「なるほどね。さすがの救国の怪かい女じよ、フローレンスも、ブラックフォード家の人たちのあまりのしつこさに参ったか」

「わたしもまさか、皆さんが毎日押しかけていたとは思ってもみませんでした」

　ふう、とため息をついて、シエラは右腕の手首に嵌はめたバングルに逆の手を乗せた。

　七色に光る石──に見える砂を嵌め込んだバングルは、十五歳の誕生日にもらった祖母からのプレゼントだ。このバングルが、己の出自にも関わるものだと知って以来、シエラはそれまで以上に大事に身につけている。

「で、フローレンスはどこに行ったの？」

「ティスティア島です」

　ブラックフォード家が所有する島である。一族の者たちが避ひ暑しよ地ちとして使っており、普段は管理人家族のみが常じよう駐ちゆうしている。海岸線からさほど離れてはいないが、孤立しているうえ島内には遊ぶところもなく、ただただのんびりするしかない。アクティブな人間ならば、一日で飽あきてしまうだろう。

「ティスティア島か。人一倍行動力旺おう盛せいなフローレンスがあの島を選んだのなら、よほど腹に据すえかねたようだね」

「まったくです」

　深く首しゆ肯こうしたシエラは、次いでちらりと第三王子──キース・クラウザーを仰あおぎ見た。

「キース様、おばあ様に、何か？」

　ここは自宅ではない。シエラが足しげく通う空遊船の工房である。シエラが通う女学校から一番近い工房で、現在二機目となる、ふたり乗り用のソラフネを作製中だった。

「うん、──まあ、いいか」

　キースは微かすかに目を伏ふせたあとで、にこりとシエラへ笑みを向けた。

「フローレンスが帰ってきてから話をしよう。で、もうひとつの用件なんだが。シエラ」

　穏やかな笑みを浮かべたまま、キースがゆっくりと手を伸ばしてきた。シエラの二の腕に、優しく触れる。だが、十分に余裕を持って──触れるよと、きちんとシエラに伝えるように──くれたのに、指先がほんの少し触れた途端、ぴくりと震ふるえてしまう。その震えは、確かにキースにも伝わっただろう。だがキースが摑んだ腕を離すことはなかった。

　こくり、と小さく喉のどが鳴る。

　微笑したまま近づいてくるキースに、顔を背そむけないようがんばるのだが、どんどん距離がなくなっていく。やがて鼻先が触れ合うほどまで接近されたシエラは、とうとう睫まつ毛げを震わせて、目を伏せてしまった。

「シエラ」

　声は優しい。二の腕を握る手の力も。けれど声も手も、いつもよりほんの少しだけ熱を感じる。声は耳にとろりと甘く、力はシエラの心までも拘こう束そくする。

　逃げたい。けれど逃げられない。摑んだ手を離してほしい。でもそばにいてほしい。

　──わたし、おかしなことを考えている。

　胸がドキドキと早はや鐘がねを打ち、いつもの自分ではいられない。鼓こ動どうがシエラを急せかし、何か言いたいわけではないのに、唇くちびるを開いていた。

「あの、キース様」

「ん？」

「わたし、今、ソラフネをつくっているんです」

「うん」

　うなずいたキースが、顔だけではなくその身も寄せてきた。

　吸い込んだ息が、ひゅっと音を立てた。

「あのっ、今回のソラフネは、ふたり乗りなんです」

「君が初めてつくったソラフネ──ペップより少し大きいね。これも折おり畳たたみができるの？」

「え、ええ。できます。ただ、できるだけ軽量化を図はかっているんですが、やはりペップちゃんより重いので、わたしの力では持ち上げられないんです」

「ふーん。じゃあ、同乗者に持ってもらうんだね」

「あ、いえ、誰かにお願いするのではなくて……」

「それとも一緒に運ぶ？」

　ふっと息で笑う気配を感じ、シエラは思わず顔を上げた。すると、灰色がかった青い瞳が予想以上に近くにあって、思わずのけ反ぞる。

「おっ」

　すかさずキースの腕が、シエラの後頭部に回って、後ろにひっくり返る前に、逆に引き寄せられた。

「あ」

　キースの胸に頰が当たって、なお心臓が騒さわがしい。

「す、すみません……！」

　慌てて身を離そうとしたのに、キースの指が、それを許さない。先せん刻こく腕を取られた時には、シエラが少し力を込めればたやすく外れるほどだったのに……。

「ドキドキしてる」

　カッと頰が熱くなった。全身を硬くして、なんとか距離を取ろうとしたが、やはり拘束は緩まない。

「キース様、からかわないで……」

　動揺していることをはっきりと口にされると、いたたまれないのと恥はずかしいのとで、一生俯うつむいていたくなるではないか。

「君じゃなくて、僕が」

「え」

　ほら、とシエラの頰に優しく触れて、自らの胸に、耳を押し当てるようにさせた。

　衣服越しながら、ぴったりと耳を押しつけたことで、キースの動どう悸きが微かすかに聞こえてくる。本人が言うように、確かに速い。

「……」

　自分だけではなく、キースもドキドキしているのかと思うと、なんだか不ふ思し議ぎな気持ちになる。

　心臓の音が心地よくて、シエラはそっと身を寄せかけ──だが次の瞬間我に返ると、キースの胸元に両方の掌てのひらを当てて距離を取ろうとした。

「キース、様、あの……」

「シエラはこの前僕が言ったことを覚えていないのかな」

「え」

「僕は君が欲しい。今までのように……今まで以上に、そばにいてほしい」

「──」

　刹せつ那な、シエラの全身はカッと発火したかのように熱くなった。

「返事は保ほ留りゆうにされているけれど、いつまで僕を待たせるつもり？」

「あの、キース様……！」

「そろそろ我が慢まん限界」

「え、ま、待ってくださ……」

　途中で言葉が途切れた。かつてないほどキースに顔を寄せられる。近すぎて視界がぼやけて、はっきりとキースの顔を見ることができなかった。

　──……ッ！

　熱っぽい吐息が唇に触れる。もう、どれほど互いが近づいているのかわからない。シエラはついに、目を閉じた。

　触れそうで、触れない、ギリギリの距離に、胸のうちが焦こげる。

　ドキドキしすぎて、このまま死んでしまいそう──そんなことを思いながら、『その時』を知らぬ間に待っていた。

　だが、いつまで経っても、『その時』が来ない。

　無意識に息を止めていたシエラは、次第に苦しくなって、ついにはひそやかな呼吸をしてしまった。その時わずかながら、身体から力が抜けたようだ。

「無む理り強じいはしないよ、シエラ。僕は同じ過あやまちを二度と繰り返さない」

「……」

　シエラはその言葉を聞いて、ハッと目を開けた。

　近いが視線が合うほどまで間を空けたキースが、端たん整せいな面おもてに微苦笑を浮かべている。

「本当に限界が近いけど、君が嫌いやがることはしないと決めているんだ」

「……キース、様」

　ゆっくりと双そう眸ぼうを見開く。

「でも少しだけ、触れさせて」

　キースは甘く、それでいて底にほのかな苦みを沈ませながら、再び近づき、頰と頰を触れ合わせた。

　やわらかな感触は、思った以上にすぐに離れた。

「明日から旅に出る」

「えっ」

　旅と言っても、私的な旅行ではない。キースは十八歳の頃から頻ひん繁ぱんに諸外国に足を運んでいるのだが、それは極ごく秘ひ公こう務むであった。クラウザー王国の安全保障のため、周辺国を中心に諜ちよう報ほう活動をしているのだという。

「だから、しばらく会えない」

「……」

　キースはにこりと笑った。もう、いつもの笑顔で、つい最前まで彼が纏まとっていたなんともいえない色気は見事に霧む散さんしている。

「行ってらっしゃい、って言って？」

「……、キース様」

「君がそう言ってくれたら、ちゃんと帰ってくるから」

　ここに、とはっきりした声で告げられる。

　──ただの旅行ではない。もしかしたら、わたしが思っている以上に、危険なこともしているのかもしれない……。

　この国には伝わらない情報を探り出して持ち帰ってくるのだ。簡単ではないと想像できても、シエラにはどうやってその情報を得るのか、見当もつかなかった。

　しかもキースの旅の供は、剣の達人だが少々おっちょこちょいなティム・マドックただひとりだ。

「行ってらっしゃい」

　望まれたからではない。自分の意思で、自分が言いたいから、その言葉を口にする。

「必ず、お戻りください。──お待ちしていますから」

「……シエラ」

　ここで、キースに告白の返事ができない自分が情けない。

　何が、自分をためらわせるのだろう。

　キースがこの国の為い政せい者しやの息子であること。

　それは確かに理由のひとつだ。

　王子と共に生きるということは、この国と添そうことにも繫つながる。自分の……自分たちの気持ちだけでは立ち行かない問題も出てくるかもしれない。

　だから、よくよく考えなければならない。簡単に返事はできない──そう思っている。

　──本当に？

　本当にそれが返事をためらう大きな理由だろうか？

　キースが王子であることなんて、物心ついた時からわかっていたではないか。シエラが両親と血の繫がりがないと知った十四歳の時には、そのことも含ふくめて深く悩んだ。

　キースの身分を今さら思い悩むなんて、自分は三年前からちっとも成長していないのではないか……。

　自分の心なのに、このもやもやした得体の知れない悩みの出所がはっきりしなくて、気持ちが騒ぐ。

　キースに、焦じらしている、と思われても仕方がないくらい、返事を待たせている。

　そんなシエラだけれど、それでもキースとこれからも共にいたい気持ちは本物だ。

　だからこそ、生なま半はん可かでふわふわ浮わついた気持ちで返事はできない。

　──……ごめんなさい。

　こんな自分を待っていてくれる優しいキース。甘えている自覚はある。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんとも取れる態度の自分が情けなく、キースに申し訳なく思う。

　──一緒にいたいと、そう思っているからこそ、とことん考えて、お返事がしたい。

　キースは、シエラの贈る言葉を聞いて、嬉しそうにうなずいた。

「ありがとう。うん、待ってて。あ、それと、これ」

「……なんですか？」

　掌にコロンと置かれたのは指輪だった。

「え」

　シエラの瞳の色によく似た空色の石がついた、華きや奢しやな金の指輪だ。

「これ、持っていて」

「え、え、あの……！」

　まさか指輪を渡されるなんて思ってもみなかったシエラは、慌てて首を振りかけた。

「別に結婚の約束を強要しているわけじゃな……」

「けっこん……!?」

「結婚の約束を強要しているわけじゃなくて。ちゃんと聞きなさい」

「あ、は、はい、すみません……！」

「母から譲り受けたとか王家に嫁とつぐ姫に贈るものだとか、そういう由ゆい緒しよある指輪じゃなくて、たまたま立ち寄った店で手に入れたものだから」

「な、なるほど。え、ですが……」

「シエラの目の色に似ているなと思ったら、どうしても欲しくなったんだ」

「……」

　確かに晴れ渡る空のような、綺麗な色の石だ。そして華奢なリングは、キースの美しい髪の色によく似ていた。

「もらって？」

「あの……」

　嬉しいけれど、どうしよう、と迷う。

　だが迷いながらも、やはり喜びの方が勝まさった。

「ありがとう、ございます。……大事にします」

「しまい込まずに、ちゃんとつけてね？　このバングルのように」

　ちょん、と腕にしたバングルに触れられて、シエラは小さくうなずいた。

「ちょっと貸して」

「あ、はい」

　キースは指輪を受け取ると、実にスマートにシエラの手を取る。そして右の薬指に指輪を嵌めた。

「……」

　サイズがわかっていたかのように、シエラの指にぴったりだった。

　ちょっと驚いてキースを見上げると、悪戯いたずらが成功した少年のように屈くつ託たくのない笑顔がシエラを見つめている。

「指を握ればサイズはわかる」

「まあ」

　さすがは稀き代たいのモテ王子様だ。女性の指を握っただけでサイズを当てるなんて、と感心するより少々のヤキモチの方が先に立つ。

　──ほかの方にもこんなふうに仰って指輪を贈ったことがあるのかしら……。

　自分でも気がつかないうちに、微かに眉間に皺を寄せていると、ふっとキースが目を細め、そして種明かしをするかのように肩を竦めた。

「……なんて、叔お母ば上の馴な染じみの宝ほう飾しよく店てんに訊きいておいた。十七歳の誕生日に、君、母上から指輪を贈られたんだろう？」

　高価かつ豪ごう奢しやすぎて、普段使いにはできない母からのプレゼントは、宝石箱にそっとしまわれている。

「え、ええ。なるほど、そうだったんですね」

「ちょっと唇を尖らせた顔が可愛かったよ。何を想像していたのかな」

　ちょん、と頰をつつかれて、シエラは慌てて首を振った。

「本当に？」

「ほ、本当です」

　そう言いながらも、勘違いをしたうえにヤキモチを焼いた自分が恥ずかしくて、どんどん頰が熱くなってくる。シエラはその熱さをごまかしたくて、話題をまるで違うものに変えた。

「と、ところで、キース様は明日、旅に出られるのですよね」

「うん」

「何時頃にご出しゆつ立たつですか？」

「昼前かな。朝が苦手だし」

「見送りに参じてもよろしいでしょうか？」

「明日は学校があるんじゃない？」

　──そうだった。

　けれど、

「学校は、遅ち刻こくしていきます」

「真ま面じ目めなシエラが珍しい。でも、嬉しいな」

　言葉だけではなく、本当に嬉しそうに微笑んだキースに、シエラもまた笑みを返した。







　翌日、シエラはかねてから用意していた、旅の安全を願うお守りを、キースに手渡した。

　キースがただの旅行好きではなく、公務であることを知ってから、いつか贈ろうと思っていたそれは、金に光る丸い石だ。本当はネックレスかブレスレットのように身につけられる仕様にしたかったのだが、そこまでの時間がなかった。

　この金の石は、旅人が持つと怪け我がや事故なく帰ってこられると言われている守り石だった。掘り出される時には尖とがった鉱物だが、丹たん念ねんに磨みがくことで丸くなっていき、そして丸くなればなるほど、安全な旅を続けられるのだという。

　シエラは空遊船づくりをしながら、目の細かいやすりを使って工房で石を磨き続けた。綺麗な珠たまを贈ることができて、ホッと胸を撫なで下ろす。

「ありがとう、シエラ。とても嬉しい」

　定期船の離着陸場は、ソラフネに乗る客とそれを見送る人々でごった返していた。そんな中、キースはあからさまなほど、シエラだけを見つめている。それは、わかる人には、気持ちが駄だ々だ漏もれだと呆れるほどの視線だった。

　だがシエラにも、そのことを気にするほど余裕がなかった。

　今日、キースが旅立ったら、次はいつ会えるだろうか。

　短くとも五十日、長い時には百日ほども帰ってこないことがある。

「どうぞ、無理はなさらずに。旅の安全をお祈りしています」

「うん」

「殿でん下かぁ！　そろそろ刻こく限げんです～！」

　荷物を空遊船に運び込んだティムが、大きな声で呼びかけてくる。

「お気をつけて、行ってらっしゃいませ」

「行ってくる。シエラ」

「はい？」

　ふっ、と近づいてきたキースが、シエラの頰に、一瞬だけ触れた。──唇で。

　それを目撃したソラフネの乗客たちが大きくどよめく。妙みよう齢れいの女性たちなど、悲鳴をあげる始末だ。

　電でん光こう石せつ火かの早はや業わざを仕掛けられたシエラはといえば、構えることも拒否することも間に合わず、ポカンとキースを見上げるばかりだった。

　キースはしてやったり、とばかりに、悪戯っ子のような顔をして笑うと、シエラの肩をポン、と叩たたいた。

「シエラ、また！」

　そう言って颯さつ爽そうと踵きびすを返し、定期船へと乗り込んでいったのだった。

「キ、キ……キース様──ッ!!」

　シエラが事の次し第だいを吞み込んだ時には、悪戯っ子第三王子はすでに空遊船の中へと姿を消していた。

　──どうして、ここで……!!

　昨日、シエラが嫌なことはしないと言ったはずだ。

　……いや、嫌ではない。嫌ではないのだが、なぜここでされなければならないのか、さっぱりわからない。

　キースが、自分がいない間の虫むし除よけのために、敢あえて人々の目があるところであんなことをしたのだと、シエラが気づけるはずもなかった。

　頰がカッカッと熱を持って痛みすら覚える。

　そろりと辺りを見回す。

　恨うらみがましい令嬢たちの視線が突き刺さる。物理的な痛みを覚えそうなくらいだった。

　背筋が震ふるえ、身の危険すら感じたシエラは、そそくさとこの場から立ち去ることにする。

　踵を返した途端に、視界に入った人物がいた。

　黒髪の男だ。男はシエラが振り返る前から、こちらをじっと見ていたようだ。まともに男と視線が合う。

　背の半なかばほどまである髪を結い上げるという独特な髪形の男は、切れ長の黒い瞳をしている。滑なめらかな肌は白い。髪、瞳、そして着衣とすべて無彩色で、色味を纏まとわない姿は、光に満ちたキースと真逆なのに、ふいに、ふっと彼の顔が頭に浮かんだ。

　それが自分でも不思議で、なぜ自分がそう思ったのか思し案あんする間、黒衣の男から視線をそらすことも忘れていた。
















　さほど長身ではなく、シエラより頭半分ほど背が高いくらいだ。

　目鼻立ちは整っているのだが、いかんせん眉まゆを寄せるのが癖くせらしく、険けわしく、そして怒っているようなその顔に、シエラは、ハッと我に返る。

　慌てて小さく会え釈しやくをすると、空遊船に背を向け、足早に歩きだした。

　すれ違った時に肩口が目に入る。

　彼の出いで立ちは漆しつ黒こくのみだが、肩の飾りや襟元、折り返した袖口には黒革が使われ、胸元に並ぶ黒いボタンは艶つやのある布ボタンだ。そして肩から背中にかけて、黒糸で精せい緻ちに刺し繡しゆうが施ほどこされている。図案は翼つばさだった。

　ぱっと見ただけではただの黒衣だが、これは、熟じゆく練れんの職人が時間をかけて仕立て上げた、とても高価な衣服だと、シエラは気づいた。

　──他国の貴族かしら？

　クラウザー王国では、ソラフネに乗って旅行をする観光客を積極的に誘ゆう致ちしている。そのため外国人もよく見かけるのだ。

　だが、こういう格好をしている者は珍しい。

　どこの国の衣装なのかしらと興味を抱くが、シエラはすぐにそのことを忘れ、キースの旅の無事を祈るのだった。







　キースが旅立った日は、彼のことが頭から離れなかった。何をする時にも離着陸場での笑顔が浮かんできて、知らず吐息が零れ落ちた。

「どうしたんだい、今日のシエラは、ため息ばかりついているね」

　夕食の間にも、無意識のうちに嘆たん息そくを漏らしていたらしい。やわらかな声音でそう言った父へ、シエラは慌てて、すみません、と頭を下げた。

　定期船の操縦士をしているファニスタを除のぞく三人での食事はいつものことで、常ならば弾む会話も、シエラはため息で止めてしまっていたようだ。

　父だけでなく、母も、どうしたの？　という目を向けてくる。

「あ、なんでもありません」

「とか言って、キースが旅に出てしまったから寂さびしくてたまらないんでしょう」

　エレオノーラにズバリ言われてしまって、シエラは絶句する。

「おまえ」

「そんなに寂しいんだったら、早く結婚してしまえばいいのよ。そうしたらいつでも一緒に旅行できるでしょ？」

「け──」

　大きく目を見開いたシエラに、母は唇の端はしを上げて、こちらに流し目を向けてくる。

「だってキースを見てるとほんとあからさまなんだもの。あの子昔はもっと女の子に対して余裕あったと思うのよ。モテモテだったし、今だってモテているし。それがねえ、あなたに対してはまったく不器用というかねえ。もっと策さくを巡めぐらせてサクッと結婚まで持ち込んじゃえばいいのに」

「……ッ、……!!」

　まさか母親にそんなことを言われるとは思ってもみなかったシエラは、目を白黒させ、顔も青ざめたり赤くなったり、大たい層そう忙しい。

「おまえ、仮にも甥おいに対してそれはないんじゃないか」

　現王の妹である母にとって、キースは甥なのだ。

　父の諫いさめに、母は肩を竦める。

「だってねえ、わたしがシエラの年の頃は、貴方あなたに猛もうアタックしてたじゃない」

「……」

「まあ、そうだね」

「わたし絶対貴方と結婚するんだって、ずっと思っていたもの。若いんだから、それくらい猪ちよ突とつ猛もう進しんでもいいのにね」

「……」

　まさか母の方が積極的だったとは……と、驚いていると、グラハムはちょっと照れたように首を傾げる。

　──ま、まあおふたりの性格を考えてみれば、なんとなくわかる……気がするけれど。

　やんごとなき姫君からのアタックには、穏やかな気性の父もさぞ困こん惑わくしたことだろう。

「だからね、シエラ」

「は、はい？」

「もしキースがもたもたしているんだったら、あなたから迫せまってもいいと思うのよ」

「はっ!?」

「今のうちにゲットしちゃいなさい。悪くないから」

「あのっ、母様……!?」

　なんてことを言うの、と頰を赤らめる。

「あら、だってあなたもキースのこと……」

「母様──ッ！」

　赤せき裸ら々らに自分の気持ちを代だい弁べんしないで、と頰に両掌を押し当てる。

　そんな、わいわい騒がしい食卓となってしまった今日の夕ゆう餉げに、突とつ如じよとして大きな音が響き渡った。

　三人ともハッとその音の方──食堂の出入り口を見ると、両扉を自ら開け放ち、そこに息を切らして立つファニスタの姿があった。

「ファニスタ？」

「どうした」

　尋じん常じようではないことをすぐに悟さとったグラハムが席を立ち、ファニスタに近づく。

「父上、これを」

　ファニスタは手に紙を持っていた。強く握りしめてしまったためか、しわが寄っている。

　紙を受け取ったグラハムは目を通し、そして眉をひそめた。

「ファニスタ、帰って早々悪いが、全員に招集をかけてくれ」

「わかりました」

　ファニスタはうなずいて、すぐに食堂を出ていく。

「貴方？」

「父様？」

　シエラとエレオノーラは顔を見合わせ、同時に立ち上がった。そしてグラハムへと歩み寄った。

「どうなさったの」

　グラハムは引き結んだ唇をゆっくりと開く。

　そして口にした言葉は、信じられないものだった。

「母上が誘ゆう拐かいされた」

　と。
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　シエラの姉、ファニスタが持ってきたものは、ブラックフォード家が所しよ有ゆうしているティスティア島の管理人から渡された紙だった。

　管理人家族が買い物から帰ってきたら、屋や敷しきはもぬけの殻からで、そこにはこの手紙だけが残されていたのだという。

　文面はこうだ。

『フローレンス・ブラックフォードを預あずかかった。返してほしくば、こちらが望むものを用意しろ。決して警けい備び隊たいへは通報するな』

　脅きよう迫はく状じようである。

　本日の定期船運転の業務を終え、家に戻ってきたファニスタが、ブラックフォード家の敷地内にある離り着ちやく陸りく場じように到とう着ちやくしたばかりの管理人とばったり会い、事の次し第だいを聞いたのだ。

　急きょ招集されたブラックフォード一門の反応は様々だった。

　もちろん心配する者たちがほとんどだったが、

「母上のことだから、放っておいてもご自身で誘ゆう拐かい犯はんを叩きのめして戻ってくるんじゃないか」

　などと言う者もいて、だがこれは、そう発言した人物が薄はく情じようかつ危き機き感かんに欠けるというわけではない。

　何しろ、フローレンス・ブラックフォードといえば、クラウザー王国において、『救きゆう国こくの怪かい女じよ』と呼ばれる烈れつ女じよだ。空くう遊ゆう船せんを開発した彼女の功績がなければ、クラウザー王国はここまで発展していなかったことだろう。

　そんなブラックフォード家の総資産は、王家をもしのぐと言われているのだ。故ゆえに暴漢の急きゆう襲しゆう、あるいは拉ら致ちなど日常茶さ飯はん事じ、これまで何度も襲われ、実際に攫さらわれたこともあった。だが慌てふためく一族の心配をよそに、フローレンスは己おのれの力で賊ぞくを叩きのめして帰ってきたのである。そんなことがわりとひんぱんにあるものだから、もちろん心配はしているのだが、心のどこかで、『母上ならばご自身の力で戻ってくるだろう』と楽観しているのだ。

　だがそれは、フローレンスが健康な頃のことだ。病やまいを得えた今の彼女が暴漢に立ち向かえるとは限らない。

「いえ、捜さがしに参りましょう」

　そうきっぱり言ったのは、この中では最年少のシエラだった。

　大人たちは顔を見合わせる。

　大おお袈げ裟さにしない方がいいんじゃないか、いやいや警備隊に知らせるべきだが、それはやはりやめておいて、わたしたちの手で母上を捜し出そう、と様々な意見が出る。

「相手の『望むもの』とはなんだろう？」

　グラハムのすぐ下の弟が、脅迫状を手に首を傾かしげる。

「後日再度連絡が入るのだろうかね」

「ワイズ氏も共に拉致されたのだろうね」

　あの屈くつ強きような護ご衛えいたちも一緒に捕とらわれたのだとしたら、相手はよほどの大人数で襲しゆう撃げきしたのかもしれない。

「……」

「兄上はどうお考えで？」

　弟たちの視線が、グラハムに向かう。

「僕は自分たちで捜そう索さくを開始した方がいいと思う」

「父様」

　グラハムはフローレンスの病気のことを知っている。シエラが思うように、元気だった頃とは事情が違うと、そう思っているのだろう。

「兄上がそうおっしゃるのであれば、早急に事に当たりましょう」

　グラハムの弟のひとりがキビキビとそう言ったところで、あの……、と控ひかえめな声が聞こえてきた。

　その場にいた全員が声の方──扉とびらの前に目をやると、初老の男が立っている。ティスティア島の管理人だった。

「どうしたんだい」

「じ、実は、脅迫状はもう一枚ありまして……」

「え、そうなのか……!?」

　受け取ったファニスタが驚いていると、管理人はコクコクとうなずいた。

「一枚だけお読みになった途と端たんに走っていってしまわれたので、お渡しする機会を逸いつしてしまいました。すみません」

「いや、わたしが悪かった」

「見せてくれるかい」

　グラハムの声に、管理人はすぐにくしゃくしゃになった紙を差し出した。

「──」

　だがグラハムは文面に目を通すなり、険けわしい表情をつくる。

「何が書いてあるんですか、兄上」

「いや、──」

　なぜか、グラハムはシエラへと視線を向けてくる。だがそれは一いつ瞬しゆんで、すぐに再び手元に目を落とした。

「父様、お見せください」

　嫌な予感に突き動かされ、シエラはグラハムに近づく。父はどうしようか迷うように手を泳がせたが、すぐに無む駄だだと悟さとったようだ。静かに脅迫状を手渡した。




『我々の欲するものは、空遊船百機分のエアリアである。そのエアリアを、フローレンス・ブラックフォードの孫娘、シエラ・ブラックフォードに運ばせろ』




「……」

　そこに己の名が書かれていることに、シエラは大きく目を見開く。だがすぐに、唇くちびるをきゅっと引きしめて、父に向かって強くうなずいた。

「わたし、行きます。そしておばあ様を卑ひ怯きような誘拐犯から取り戻して参ります！」

　──おばあ様、待っていて！

　シエラはそうはっきりと言いきったのだった。







　準備は速すみやかに行われた。

　相手が指定した場所に少しでも早く向かうため、ブラックフォード家で所有するソラフネの中でも、一番の速度を誇ほこるシャーリーン号が用意される。機体はヴァネッサ号の三分の一ほどで、最大乗員数は二十人、もっと小型でもよかったのだが、とにかくスピードが重視された。

　エアリアと、さらにシエラが製作途と中ちゆうのソラフネ──ペップちゃん２号──も積つみ込こむ。ペップ１号をつくったことで技術も上がり、工こう程ていを大おお幅はばに短たん縮しゆくすることができた。塗と装そう以外、ほとんど完成している。

　操そう縦じゆう士しには当然のようにファニスタが挙きよ手しゆした。

　驚くシエラに、

「まさかひとりで行くつもりだったのか？」

　と逆に驚かれた。

「え、ですが脅迫状には、わたしに運べ、と……」

「それでバカ正直に従う者がどこにいるというんだ。だいたい指定された場所まで交代要員も乗せず、ひとりで操縦するつもりだったのか。食事や睡すい眠みんはどうする」

「……た、確かに」

　フローレンスのことで頭がいっぱいで、そこまで頭が回らなかったシエラは、恐きよう縮しゆくして小さく首を竦すくめた。

　ファニスタはため息をつき、だがすぐに、ポン、と肩を叩いた。

「おまえひとりが背せ負おうことじゃない。ブラックフォード皆で協力して、ばあ様を救出しよう」

「はい」

　だが、ファニスタはほかの乗員は必要ないと言いきった。

　そうして脅迫状を手にした翌朝には、シャーリーン号は王都から離り陸りくしたのだった。







　ゆっくり旅をすることを主眼とした超豪ごう華か巨大空遊船ヴァネッサ号と異ことなり、シャーリーン号は少しでも早く目的地に到とう着ちやくすることを第一に考えられたソラフネだ。下方を流れる景け色しきは速く、すぐに王都上空を越える。このまま進めば、さほど経たないうちに海上へと至るだろう。

　定期船の操縦士をしているファニスタの運転は素す晴ばらしく、ほとんど揺れない。シエラは離陸後ずっとファニスタの隣の席に収まっていたのだが、「別にいなくていい、少しのんびりしていなさい」と言われ、機内を見て回ることにした。

　ヴァネッサ号の三分の一という規模とはいえ、シャーリーン号も豪華客船として名高い空遊船だ。

　旅行者がゆっくり寛くつろげるよう、個室も設もうけられている。ほかにもこぢんまりとしたものながら遊具室や食堂、それに伴ともない調理場もあった。

　シエラはその調理場に向かうと、落ち着くためにお茶を淹いれた。

　シエラが好きな、ファーメント茶だ。

　調理場に設せつ置ちされた椅い子すに座り、独特の澄すんだ水色のお茶を飲む。

「……おばあ様」

　今、どこにいるのか。どんな状態なのか。ワイズや護衛たちもそばにいるのか、無事なのか……。

　心配は尽つきない。

　そしてエアリアを運ぶ場所というのが問題だった。

　シエラは、海域のことはよくわからないのだが、クラウザー王国とサハリア王国の領海の間に位置する無人島なのだという。

　そこに来いというのだが、やはりサハリア人による仕し業わざなのだろうか。

　以前シークレットトラベルの際さいにヴァネッサ号をジャックしたのが、サハリア王国の者たちだった。

　彼らはキースの計らいでお咎とがめなしとなったのだが、あれからどこに行ったのだろう。

『なんならブラックフォード家に雇やとってもらったら』

　などとキースは冗じよう談だんを言っていたが、シエラが知る限り、やってきた恥はじ知らずはひとりもいなかったはずだ。

「……彼ら、ではないわよね」

　抜かりないフローレンスのことだ、彼らの動向をちゃんと把は握あくしているだろうし、もちろんキース──王家の人々──も同様だろう。

　ならば彼らではなく、別のサハリア人たちが、またエアリア欲しさに、こんな暴ぼう挙きよに出たというのだろうか……。

　一息ついたシエラは、ファニスタに差し入れるために、姉の好きな茶を新しく淹れ、操縦席へと向かった。

「姉様、お茶をどうぞ」

　その間操縦を代わりますと申し出たシエラだったが、ふと違い和わ感かんを覚えて首を傾げる。

　シャーリーン号の速度と針しん路ろからすれば、もうそろそろ海に出てもいいはずなのに、未いまだに陸の上を飛んでいる。

「姉様、方向はこちらでよろしいのですか？」

「島に行く前に寄り道をする」

「よ、寄り道、ですか？　え、どこへ？」

「もうすぐ着くから」

　お茶ちょうだい、と片方の手を差し出され、シエラはカップを渡す。

　早さつ速そくひと口飲んだファニスタは、微かに唇を綻ほころばせた。

「美お味いしい。シエラはわたしの好みをよく知っているね」

「ありがとうございます。それで、あの、どこに行くのかだけ教えていただけませんか？」

　少しでも早く指定された無人島に向かうべきでは、とそわそわするシエラに、ファニスタはふっと笑った。

「援えん軍ぐんをピックアップするだけ。まあ待っていなさい」

「……はい」

　どうやら行き先は教えてはもらえないらしい。

　──援軍？

「数人でいい。腕の立つ者たちを連れて行きなさい」

　ブラックフォード家の人々にそう勧すすめられたのを断ことわったのは、あてがあったからだろう。だが『援軍』がどこの誰なのかさっぱりわからず、シエラは首を傾げた。

　それからほどなくして、シャーリーン号は高度を下げた。

　切り立った山を越え、隣国との国境に近い場所に、離着陸場が見える。

　──ほかに空遊船が停まっていない……。

　ということは、ブラックフォード家がクラウザー王国全域に建設した空遊船の離着陸場ではないのだ。つまり私有地につくられた施設である。

　個人で離着陸場を持つ家など限られている。

「えっと……、もしかして」

　空遊船の格納庫の屋根の上をぐるりと旋回し、やがてシャーリーン号は実にスムーズに着陸した。

「さて、もう来ているはずだが」

　ファニスタが先に立ち上がると、きびきびとした足取りで操縦室をあとにする。シエラも慌あわてて姉についていった。

「あの、姉様……！」

　乗じよう船せん口を開け外に出た先にいた人物が、直前に予想したとおりであったことに、シエラは声をあげそうになった。

「キ、キース様……！　それに、ティムさん！」

　ソラフネを個人で所有している家はそうはない。空遊船を製造しているブラックフォード家、同じくミルズ家、大企業のプロバード家、そしてクラウザー王家くらいだ。

　数日前に旅行という名の極ごく秘ひ公こう務むに出かけたはずのキースが、端たん整せいな面おもてに、微かに笑みを浮かべて軽く手を振る。一歩後ろに控える護衛のティム・マドックも同様に、だがこちらは目いっぱい大きく腕を回していた。
















「こんにちは、ファニスタ氏、シエラ嬢！」

「こんにちは、ティムさん。あの、キース様、どうして……」

　シエラの問いに、だがキースはすぐに真顔になって軽く首を横に振る。

「とりあえず話は乗ってからにしよう」

「ええ、そのとおり。かなり時間をロスしましたから」

　早く乗ってください、とファニスタに言われ、全員すぐに乗船した。

　先せん刻こくに続き、ファニスタの操縦の下もと、シャーリーン号は再び空を駆かける。

　操縦室に全員が揃そろい、そこでシエラが知らなかったことが明らかになる。

「旅に出たものの、やっぱりフローレンスに会ってから行こうと思い直して、ティスティア島に向かったんだよ」

「ところが島に行くまでのソラフネの手配で、ちょっと手間取ってしまいましてね」

「一歩違いでフローレンスは誘拐犯に拉致されたあとだったんだ。その時島に戻った管理人とばったり会ったわけ」

「管理人氏、フローレンス氏とワイズ氏に水入らずで過ごしてほしいとの思いから、家族全員で島を出てしまっていたんですよ」

　交互に話すふたりにうなずきながら、フローレンスに用があったのだと言って、キースが工房までシエラを訪ねてきたことを思い出す。

「そうだったんですか」

「それで、管理人氏に事の次第をブラックフォード家に知らせるように言って、ついでにファニスタ氏にも伝でん言ごんを頼んだんです」

「指定された島に行く前に、ここに寄ってくれ、と」

「絶対ファニスタ氏が操縦を買って出ると思いましたしね！」

　──なるほどそういうわけだったのね……。

「管理人に行ってもらっている間、僕らは拉致されたフローレンスとワイズの行方ゆくえを追ったんだが……」

「途中で行方を見み失うしなってしまったんですよ！」

　キースとティムの説明を聞き終えたファニスタが、すぐさま口を開く。

「途中で見失ったと仰いますが、殿下、犯人の目め処どはついているのですか？」

「容疑者は複数。だが確定ではないから、ここで名を挙あげるのは控ひかえよう」

「……」

　被ひ疑ぎ者しやが何人もいる現実に、シエラは重いため息をつく。

「なるほど。では予定どおり、指定された無人島へ行きましょう」

　ファニスタが操縦桿をぐっと握りしめた。

「シエラ」

「あ、姉様操縦を代わりましょう」

「いや、いい。おまえは殿下のお相手を。そんなに経たずに無人島に到着するから」

「じゃあ僕は助手席に！」

「君もシエラに茶でも出してもらってくれ」

「乗り込む前にたらふく飲んだので全然喉のど渇かわいてないんです～。なので、ここにいます」

「……」

　ファニスタの、『邪じや魔まなんだが』というあからさまな視線を受けても、ティムはまったく動じることはない。それどころか、ここから動きません、とニコニコ笑うばかりだ。

　ティムの心臓の強さに、呆あきれつつ感心していたシエラは、ふいに、ハッととんでもないことを思い出した。

「キース様、あの、ここは見み晴はらしが良すぎますね。食堂に参まいりませんか？」

「うん、……そろそろ気持ちが悪くなってきた」

「殿下、大丈夫ですか？」

「まだ大丈夫、……だが、悪いが君の妹を借りる」

「シエラ嬢、殿下をよろしくお願いいたします～！」

「あ、はい……！　キース様」

　先に立ち上がって、キースに手を伸のばす。少しおいて同様に腰を上げたキースが、シエラの手に触れてきた。

　その手がいつもと比くらべ、ひんやりと冷たくなっていた。シエラは引っ張るようにして、歩みを進める。

　操縦室を出て、周りは壁のみとなった瞬間、キースは安あん堵どの息を零こぼした。

「大丈夫ですか？　すみません、すぐに気づかなくて」

　操縦室は前面が見通しのいい強化ガラス張りだ。高所恐きよう怖ふ症しようのキースには、とてもではないがいられない場所であろう。

「いや、それどころじゃないからね。こっちこそごめん」

　シエラは小さな食堂までキースを誘いざない、すぐに茶の用意をする。先せん刻こく自身にも淹れたファーメント茶だ。手て際ぎわよく、だが丁てい寧ねいに淹れたお茶を、キースは礼を言って受け取る。早速ひと口飲むと、美味しいよ、と笑みを見せた。

　高所恐怖症のキースが、しょっちゅうソラフネを利用して旅をするのは辛いのではないか。

　キース自身は、気楽な第三王子だから好きにさせてもらっているんだ、と笑うが、そんなに簡かん単たんなことではないだろう。

　ヴァネッサ号での一件で、シエラはキースの持つ情報量に驚いたものだ。恐らく、フローレンスの独どく自じのネットワークにも勝るとも劣おとらないのではないか。

　クラウザー王国のため、国民のために。

「何か、お腹に入れますか？　大したものは作れませんが」

　食料は、たくさんは積つんでいない。出来るものといったら軽食くらいだろう。

「いや、いい。シエラ」

　おいで、と手招きをされ、素す直なおに隣の椅子に腰を下ろす。

「ちょっとごめん」

　前触れもなくキースが上体を倒し、シエラの肩に、こつんと額ひたいを乗せる。

　触れた瞬間は小さく震えたが、シエラはそのまま動かなかった。

「目を閉じていた方が楽ですか？」

　そっと手を伸ばし、キースの背を、優しく撫なでる。

「ありがとう」

　キースは顔を上げると、にこりと笑った。普段より少しばかり顔色が悪く、それが心配であると同時に、いつも以上に、なんだか色気というか、艶つやというかが、表情から滲にじみ出ているような気がする。

　──キース様は具合が悪いのよ。何を考えているの……！

　だがキースを間近に見ていると、ますます心臓がドキドキしてくる。

　そんな場合ではないと、シエラは小さく唇くちびるを引き結んだ。できることなら、自分よ目を覚さましなさい、と力任せに頭を叩きたいくらいだった。

「シエラ？」

「あ、は、はい……！」

　返事がいつもよりやけに大きくなってしまって、そんな自分にひどく焦あせる。キースは、どうしたんだ、というふうに首を傾げたが、すぐにごめん、と謝った。

「え、なんですか？」

　なぜ謝られなければならないのだろう。

「フローレンスを狙うという輩やからの情報は、以前から摑んでいたんだ。だがそれを伝える前に事件が起きてしまった。もっと早く知らせることができていたら、今回のことは未み然ぜんに防げたかもしれない」

　シエラは大きく目を見開き、すぐに首を横に振った。

「そんな、それは、キース様が気になさることではありません……！　おばあ様の誘拐を目もく論ろんだ犯人が一番悪いのですから」

　はっきりとそう言いきる。

「捕らわれたおばあ様を追ってくださったのでしょう？　……あまり無茶はなさらないでください」

　キースまでも相手に囚われてしまったら、と思うと、心がシンと冷たくなる。

　キースは剣術が得え手てだし、以前空の稀まれ人ひとたちに囲まれ乱闘になった際も、とても強かったけれど、いつも無事だとは限らない。

「ワイズさんの護衛の方たちも敵かなわなかったということですよね」

「いや、それはどうかな？」

「え？」

「わからないけどね。もしかしたら、ふたりもフローレンスたちを追っているのかもしれないし」

　なるほど、そういうこともあるかもしれない。

「心配だと思うけど、フローレンスは必ず取り返す」

　信じておいで、とやわらかな声音ではっきりとそう告げられる。

　不ふ思し議ぎだ。

　まだ何もわかっていない状態なのに、キースの言葉は、シエラを落ち着かせてくれる。

　だが、キースの言うとおりだ。

　弱気になってはいけない。信じて、そして自分ができることを精いっぱいやるのだ。

　はっきりとうなずいたシエラを見て、キースもまた、うん、と首しゆ肯こうする。

　互いに目と目を合わせ、決意を込めていま一度うなずき合った。その時だ。

　今まで揺れらしい揺れを感じることなく、非常に安定していたシャーリーン号が、グラリ、と斜ななめに傾いた。

「……ッ！」

　椅子から転がり落ちるほどではなかったが、ただ事ではない。

「わたし、操縦室に行ってきます。キース様はこちらで休んでいてください」

「いやいや、僕も行くから」

「え、ですが……」

「ひとりは嫌だな」

　そう言って笑えるほど余よ裕ゆうがあるのなら、と共に操縦室に向かう。

　途と中ちゆうで、キースが瘦やせ我が慢まんをしていることに気づいたが、先刻の言葉のとおり、ひとりきりでいるのも不安なのだろう。

　シエラはキースの手を握った。

　これで、少しでもキースの気持ちが落ち着くのならば……、と恥はずかしいのを我慢しながら、指先に力を込めた。

「ま、参りましょう」

「……うん。ありがとう、シエラ」

　ちらりとキースの顔を覗くと、やわらかな笑みを浮かべている。キースの不調をわずかでも癒いやすことができたなら、シエラも嬉しい。

　急ぎ操縦室まで行き、ノックの返事も待たずに扉を開ける。と、途と端たんにティムの歓かん声せいが聞こえてきた。

「すごいすごい！　ファニスタ氏、やっちゃってください！」

「言われずとも」

「な、何、どうしたんですか……！」

「あ、殿下、シエラ嬢！　やぁ、シエラ嬢の操縦も素す晴ばらしいですが、ファニスタ氏もすごいですね……！」

「ですから、どうしたのか、と」

「妙みように絡からんでくるヤツがいるんだよ」

「ええ!?」

　シエラは、操縦席に座るファニスタのもとへ走り寄った。

　すると、前面の窓に、スッ、と黒い影が見えたかと思うと、あっという間にシャーリーン号を追い抜き、まるでからかうように急きゆう上じよう昇しようした。

「なんですか、あの無む謀ぼうな動きは……！」

　ソラフネの操縦には慎しん重ちように慎重を期さなければならない。ほかのソラフネと競きそい合うなんて言ごん語ご道どう断だんだ。

　憤ふん慨がいするシエラだったが、ハッとすぐに我に返り、恐る恐る姉のファニスタを見下ろした。

　美しい翠の瞳が、爛らん々らんと輝いている。それは、楽しい勝負事を前に、ワクワク胸をときめかせている姿にしか見えなかった。

「ね……、姉様？」

「向こうが煽あおってきたんだ。乗らないわけにはいかないだろう」

「ちょっと待って、わたしたちの目的を忘れてはいけません……！」

「忘れていないさ。針路は変へん更こうしていないしね」

　ファニスタの好戦的な眼まな差ざしを見て、シエラは頭を抱えたくなる。

　そうなのだ。ファニスタは、ブラックフォード家の中では極めて常識的なのだが、こういう勝負事が大好きなのである。

「あんなのは無む視ししましょう、無視！」

「無視？　するはずがないじゃないか」

「そうですよぉ、シエラ嬢。もちろんファニスタ氏は、最初はあんなの相手にしていなかったんですよ。それなのにあの黒いの、すごくしつこかったんですよ！　バカにされて黙だまっていられるわけないじゃないですかー！」

　──ティムさんも好戦的……！

　なんてことなの、とシエラはため息をつく。と、いきなり視界に、黒いソラフネが入ってきたかと思うと、恐ろしいほど急速に迫せまってくる。

「殿下、シエラ、座るかしっかり摑まっていなさい！」

　ファニスタが操縦桿を思いきり右に倒す。その動きと共に、シャーリーン号もまた右に倒れ──ひっくり返りそうになった。

「ああ……！」

「シエラ！」

　後ろで動けなかったキースが、素す早ばやく腕を伸ばしてきたかと思うと、シエラをしっかりと抱き留める。

「す、すみません……」

「いや、大丈夫……、だけど、ごめん、僕がダメだ」

　そのままキースは、シエラもろともその場に座り込んでしまった。

「キース様！　姉様、競うのはやめてくだ……、ああ！」

　今度は左に傾き、支えていたはずのキースにぶつかってしまう。

　それからはもう、右に左に、かと思えば前につんのめり、挙あげ句くの果はてにはキースもろともごろごろと転がって壁にぶつかるという、とんでもない目に遭あった。

「キース様、キース様……！」

　高所恐怖症のキースなど、半なかば意識が飛んでいるのではないかと心配になるほど反応が鈍にぶい。

　青ざめるというより、白い顔色のキースを見たシエラは、キッとファニスタを、そして外の黒いソラフネを睨にらみつけた。

「いい加減にしなさ───い！」

　叫ぶや、足を踏ん張って立ち上がると、つかつかとファニスタのもとへ向かった。そして腕を摑んで力いっぱい引き上げる。

「シエラ!?」

　操縦に夢中になっていたファニスタは、驚きの顔をしながらも立ち上がらされた。

「わたしが操縦します！」

　宣せん言げんし、強引に操縦席に身を滑すべり込こませて操縦桿をしっかり握った。

「シエラ、この勝負はわたしが受けて立った……」

「姉様は黙っていてください!!」

　一いつ喝かつし、真っ直ぐ前を見る。と、何度目か、黒いソラフネが接近してきた。

　下降する。ついてくる。上昇する。離れない。それどころか、己の操縦技術を誇こ示じするかのように、合わせてくる。

　──自じ慢まんの腕なのね。

　シエラはきゅっと唇を引き結んだ。

　確かに操縦は上手い。こんなふうに煽って、もし事故になったら。自分の勝手で、自分の命を終えるのはそれこそ勝手だが、そのためにソラフネが犠ぎ牲せいになるなんて許ゆるせない。

　度がつくソラフネバカのシエラは、あくまでも空遊船目線で考える。

　──ソラフネを大事に思う気持ちは誰にも負けない。

　黒いソラフネはさらに近づいてくる。避さけない。

　シエラはギリギリまで速度を保たもった。

「シエラ……！」

　ぶつかる──！

　ファニスタが叫ぶ、その直前に、力いっぱい操縦桿を前に倒した。

　ぶつかる寸前に、地面に対しほとんど直角になるほど急降下する。

「シエラ!!」

　だが相手も負けてはいなかった。一いつ拍ぱく遅れて、シャーリーン号を追いかけてくる。

　──なんて相手なの……！

　速度は増している。これ以上機体を揺らすと、どこかを傷いためてしまう。ここまでしつこく追いかけてくる相手を振り切るには──。

　シエラは素早く頭を巡めぐらせた。すぐに思いつく。

　──見えた！

　雲を抜け、一気に地上に近づいたシャーリーン号は、海上を飛んでいた。そこに、いくつかの島が点在しているのを視界にとらえたシエラは、そのうちのひとつの島に向けて降りていく。黒いソラフネもついてくる。

　どんどん地面は近づく。

　隈くまなく目を配り、そして見つけた平地めがけて、シャーリーン号を着陸させる。

　スピードが通常考えられないほど出ていたため、着陸の衝しよう撃げきはかなりのものだった。だがそれでも、身体が少しバウンドするくらいで、無事にシャーリーン号を地に降ろすことができたのだった──。

「……、よか、った……」

　全身から力が抜けて、操縦席の背せ凭もたれに、どっとよりかかる。

「シエラ、意外と怖いね……」

　ファニスタの声に、シエラは力なく姉を睨にらみつけた。

「姉様こそ、勝負事は時と場所を選んでなさってください」

「まあ無事着陸できたよかったですねッ！　ね、殿下」

　間を取り持つようにティムがそう口をはさむ。

　途端にシエラは操縦席から立ち上がると、キースに駆け寄る。

「キース様、大丈夫ですか……!?」

　壁際に座り込んだままのキースだが、どうやら無事のようだ。

　まだ笑う余裕はないようだが、辛うじて手を挙げて、大丈夫、という仕し草ぐさをする。

「あいつも着陸したな」

　黒いソラフネは、シャーリーン号の前方に停まっていた。

　空を飛んでいる時にはそれなりに大きく見えたのに、実際は少人数用の、ずいぶん小さなソラフネだった。

　その、黒いソラフネから飛び降りる、ひとりの男が窓から見えた。

「……あ」

　思わず声をあげる。

　黒髪を結ゆい、黒い衣服を着た人物──。

　それは、先日キースを見送った際に、離着陸場にいた男であった。
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　黒衣の男は、シャーリーン号に──その中にいるシエラたちへと視線を注そそいでいる。そしてゆっくり左手を上げると、実に不ふ遜そんな態度で、降りてこい、と手まねきをした。

「……」

　四人して顔を見合わせる。

　無視してこのまま再度飛び立つか、だがこんな無茶をしたのは、もしかしたら何か重大なことを伝えるためにやってきたからではないか──。

　シエラ同様に、全員が同じことを想像したようだ。

「僕が行ってこよう」

　着陸したことで幾いく分ぶん気分が快かい復ふくしたのだろう、キースがそう言うと、そのまま操そう縦じゆう室しつを出ていこうとする。当然のようにティムもあとに続いたのだが、それに待ったをかけたのはファニスタだった。

「相手の思おも惑わくがわからないのに、身の安全も確かく保ほせず殿でん下かが出ていってどうするというのです」

「だがこのままというわけにはいかないだろう。言っておくがティムをひとりで行かせるつもりはないし、シエラとファニスタ、君たちふたりも同様だ」

「ではわたくしとマドックが参まいりましょう。行くぞ」

「姉様……!?」

「シエラ、おまえは機関室のエアリアを見てきてくれ。先せん刻こくの着陸は見事だったが、なにぶんスピードが出すぎていたからね。異い常じようがあったら困る」

「そ……、姉様……！」

「殿下はシエラといてください」

「しょーがないですね、ファニスタ氏、参りましょう！」

　ティムはにこりと笑うと、シエラとキースに向けて親指を立て、ウインクする。

「ファニスタ氏は僕が守りますから大丈夫！」

「別に守ってもらわなくて結けつ構こう」

「あ、もしかして僕の実力を信用していないと？　やだな～、仮にも殿下の護衛ですよ僕。結構強いんですから」

「君が強かろうが弱かろうがわたしには関係ない」

「またまたそんな言い方をなさって」

　そんな会話をしながら、ふたりはあっさりと出ていってしまった。

「……キース様、わたしたちも参りましょう。四人いれば、もし相手が不ふ穏おんな考えでいたとしても怯ひるむのではないでしょうか」

「──」

　キースはじっと、黒衣の男に視線を注そそいでいる。するとふいに、ふっと目を見開くと、ひとつ息をついた。

「キース様？」

「ああ、いや。……とりあえずふたりに任せよう。シエラ、ファニスタが言ったように、機体の点検をしよう」

「え、ですが……！」

「大丈夫。あの男はふたりに危き害がいを加えはしない」

「え……？」

　なぜそんなふうに断だん言げんができるのか？

　不思議に思って首を傾かしげると、キースはにっこり笑った。

「なんて、僕の勘かんだけどね。──大丈夫」

　勘だなんて、そんな不確かなものを信用することはできない。

　だがキースは、何年もの間、極ごく秘ひ公こう務むの任に就ついていた。見ず知らずの土地、初めて会う人々、そういうところで、たくさんの情報を集めてきたのだ。もしかしたら、あの黒衣の男に対しても、何かピンと来るものがあったのだろうか。

　そんなふうに考えてはみたものの、ファニスタやティムが心配で、吞のん気きに機内にいる気持ちにはなれない。

　キースは、「行こう」とシエラの背を押して操縦室を出ていこうとする。

「キ、キース様？」

　え、ちょっと、と慌あわてながらも、キースの背に触れる手の力は意外なほど強い。痛みはもちろん感じないけれど、強引なキースに戸と惑まどう。だがこうして行く、行かないと言い合っていても、埒らちは明かないだろう。

　──だったら……。

　シエラは機関室にダッシュした。

「シエラ!?」

「はい？」

「なんで走る？」

「姉様に言われたとおり、エアリアの確認をするためです！」

　自分がすべきことをしてから、もう一度下に行きたいと頼んでみよう。

「別に走らなくてもいいだろう！」

　そう言っている間に、地階にある機関室に到とう着ちやくしたシエラは、扉を引き開けた。

　室へやの中央には、天てん井じようと床を繫ぐ金属の柱がある。その中にエアリアは設置されているのだ。エアリアの寝ね床どこと言われている透とう明めいなポットの中を覗くと、七色の砂は底に静かに沈しずんでいた。

　ソラフネが飛ぶと、このエアリアはポットの中でふわふわと浮かぶのだ。

　慎しん重ちように、細部に至るまで、シエラはエアリアを熟じゆく視しした。

　異常は見当たらない。

　シエラはホッと息をつくと、すぐにキースへと顔を向けた。

「大丈夫です。エアリアにおかしなところはありません」

「あ、そう」

「ですので、参りましょう！」

「こら、シエラ！」

　シエラの意い図とに気づいたのだろう、キースが呼ぶが、もちろん足は止めない。

「シエラ。君は意外とお転てん婆ばなところがあるね」

「そ、そうでしょうか」

　隣となりに並んだキースは、呆あきれたように肩を竦すくめつつ、だがすぐに笑みを浮かべた。

「まあ、そういうところも魅み力りよく的てきだと思うよ。先刻ファニスタから操縦桿を奪うばって、見事シャーリーン号を着陸させた腕は素晴らしかった」

「そ、……ありがとうございます。あ、キース様、お加減は……」

　高所恐怖症のキースは、少し前までフラフラだったはずだ。

「地上にいる僕は、君に心配してもらわなくても大丈夫」

「よかった、です」

「高所に慣れるべく、ソラフネの操縦をしたこともある」

「えっ、キース様が、ですか!?」

　驚きのあまり、早歩きをしていた足が止まってしまった。

「浮かびはしたものの、飛び立てなかったけど」

「……」

　がくり、と肩を落としそうになるところを堪こらえる。苦手を克こく服ふくしようとする人を追いつめたりからかったり、やる気を殺そぐような真ま似ねは決してしたくない。

「あの、では」

「ん？」

「キース様がよろしければ、今度わたしと、ソラフネに乗りませんか？」

　キースはパッと笑顔になる。そしてうん、とうなずいた。

「シエラ先生に教きよう授じゆしてもらえたら、僕もソラフネを飛ばせるかもしれない」

　よろしく、と魅力的な笑顔を向けられて、ドキリと心臓が跳はねた。

「えっと、がんばります。……というか、先生はやめてください」

「僕に教えてくれるんだから先生じゃない」

　悪戯いたずらっぽく目を見開いてみせるキースに、もう、と唇くちびるを尖とがらせる。

　そんな他た愛あいないやりとりをしながらも、気持ちは外へと向けられる。

　シャーリーン号の左さ翼よく下にある乗降口の取っ手に手をかけようとした瞬間、外側から勢いよく扉が開いた。

「あ……ッ！」

　そこにいたのは、不ふ機き嫌げん顔のファニスタである。

「姉様？　どうしたのです、先ほどの男は？」

　だが問うても、ファニスタはひどく嫌そうに顔をしかめるばかりだ。

「えっと、連れていくことになりました～」

　次にシャーリーン号に乗り込んだティムが、ちょっと困ったように苦笑しながら、シエラの問いに答えてくれる。

「ええっ!?」

「連れていく？　ファニスタ、君が乗船を許きよ可かしたのか」

　ファニスタは渋しぶ々しぶというふうに、うなずく。

「ちょっと待ってください、どうしてそういうことに？」

「わたしはフローレンス・ブラックフォードと共に誘ゆう拐かいされたディーン・ワイズゆかりの者だ。よってわたしも取引の現場に行く権けん利りがあるはずだ」

　その時、初めて聞く声が、シエラの耳を打った。

　ひょい、と身軽に乗り込んできたのは、漆しつ黒こくの髪と瞳を持つ男だ。

「……」

　以前見た時同様、独どく特とくに結い上げた黒髪がさらりと肩を流れ、背中へと落ちる。

　男は神しん秘ぴ的てきな黒い瞳でシエラをじっと見み据すえた。

　──ディーンさんとゆかりのある人……？

　それを聞いた途と端たんに、シエラはドキドキと動どう悸きが速まるのを感じる。

　それはつまり……、

「名は？」

　用心深くキースが問う。男は一いつ拍ぱく口を噤つぐんだが、ひとつ息をつくと、薄うすい唇を開いた。

「レジン・ワイズ。ディーン・ワイズはわたしの祖母の弟だ」

「……！」

　シエラは大きく目を見開いた。

　ディーンと血縁……しかも祖母の弟ということは、シエラとも血の繫がりがあるということだ。それどころか──。

　──兄、かもしれない、ということ……？

　以前ディーンに聞いたことがある。彼にとってシエラは、自身の姉の孫、つまりシエラの母は、ディーンにとって姪めいなのだ、と。

「あの……」

　それを訊きたくて、けれどどういうふうに問えばいいのかまとまらない。

「シエラ」

　声と共にシエラの手首にキースの指が触れ、しっかりと握られる。

「……」

　ハッとキースに顔を向け、そこにいつもと変わらない穏おだやかな眼まな差ざしを向けられていると気づいた途と端たんに、胸の波立ちが静かに凪ないでいく。

「そういうわけだ。ふたりが消しよう息そく不明であることを知る者は少ない。それを知っているというのであれば、今回の事件に近い存在ということだ」

「つまり犯はん人にん側ってこともあり得ますよねぇ」

　歯に衣きぬを着せたことのないティムが、男──レジン・ワイズが目の前にいるというのに、そんな爆ばく弾だんを投下する。

　レジンはふっと口元を歪めると、

「勝手に怪しんでいればいい。わたしが乗っていたソラフネは故こ障しようしてしまった。ここで置いていくような真ま似ねはしないだろう？　クラウザー王家第三王子サマ？」

　たっぷり皮肉が滲にじんだ声でキースにそう問うと、王子はこれ見よがしにため息をついて返した。

「もし君が犯人側だとしても、ひとりで乗り込んでくるその勇気に免めんじて、同行を許可しよう。ティム」

「はい！」

　キースに呼ばれた瞬間、ティムが素す早ばやくレジンに駆け寄ると、いきなりガシッと両肩を摑んだ。

「……ッ!?」

　これにはレジンも驚いたのか、ほとんど変わらなかった表情が、ぴくりと動く。

「何をしている」

「もちろん身体検けん査さですよ」

「必要ない。おい、触るな」

「同行を許可するのですからこれくらいは我が慢まんしてください～」

　なんだか楽しそうに掌てのひらを動かすティムとは逆に、レジンはこめかみをひくつかせている。

「ん、武器の類たぐいは持っていませんね」

　おしまい、と胸をポンと叩かれた時には、レジンの顔は非常に恐ろしいものへと変化していた。

「乗船は許可するが機内をうろつくのはやめていただく。部屋を用意するから、そこで寛くつろいでいてくれ」

　ファニスタはキビキビと歩き、複数ある客室の中から、操縦室に一番遠い部屋を指した。

　抗あらがうかと思ったが、意外にもレジンはすんなり従したがい、自ら扉を閉めた。

　四人はそれぞれ顔を見合わせる。いずれも言いたいことがあるだろうが、ひとりが口火を切る前に、ファニスタが操縦室へと足早に向かった。

「時間のロスだ。すぐに出発しよう」

「姉様、わたしが操縦します」

「いや、シエラ、おまえは小型のソラフネの点検をしておいてくれ。ティム、君はこの部屋──あの男の見張りを頼む」

「了解です」

「殿下はどこかで休んでいてください」

「いや、僕は」

「これから飛ばします。またご気分が悪くなられたら困りますので」

　さらりとファニスタに言われ、キースはちょっとだけ怯ひるんだようだ。

「キース様、姉様の言うとおりです。少し、休んでいてください」

「ソラフネの点検が終わったら来てくれるかい？」

「え、ええ」

「じゃあ、おとなしく待っている」

　幼い少年のようなことを言うキースが微笑ほほえましくて、シエラは、はい待っていてください、とうなずいた。

　ファニスタの操縦により、シャーリーン号はすぐに浮上する。

　無茶な着陸であったが、異い音おんはなく、機体の損そん傷しようはなかったようでホッとした。機関室と操縦桿にあるエアリアに異常がなければ、機体が多少傷ついてもソラフネは飛ぶ。だがその乗り心地は最悪で、揺れるし耳障りな音も響ひびくが。

　シエラは地階の機関室隣にある格かく納のう庫こに向かうと、積つみ込んだ折り畳たたみ式小型ソラフネに手をかけた。

　シエラがつくったペップちゃん２号は、ほぼ仕上がっている。

　──あと一日あれば試乗ができたのだけど……。

　１号機は単たん身しん用ようで、今回はふたり乗り用だ。

　ペップちゃん１号は汎はん用よう性せいがあるとフローレンスの勧すすめもあり、新作として商品化が決まった。しばらくすれば、小さなソラフネが、クラウザー王国の空を鳥のように飛ぶことだろう。

「……今度のペップちゃんは、七色にしようかしら」

　１号機は、最初は空色に塗ぬったが、キースの手により極ごく彩さい色しきにされてしまった。

　空に映はえる色がいい、とキースは言っていた。

　シエラは相変わらず空色が一番好きなので、まず全体を空色に塗り、機体を流れるように七色で彩いろどったらどうだろう、と夢を膨ふくらませる。

　ふたり乗りのソラフネで、キースと空を飛びたい。

　そんな、ささやかだが大切なひと時を過ごすためには、この事件を必ず解決し、祖母とディーンを取り戻さなければ。

　シエラはうん、とひとつうなずくと、ペップちゃん２号機に手をかけた。







　しばらく作業をしていたシエラは、ふと、顔を上げた。

「……どれくらい経ったのかしら」

　集中していたために、時間の感覚がない。その時、シエラのお腹が小さく鳴った。

「……お腹空すいている、わね」

　早朝シャーリーン号に乗り込み、今までお茶しか飲んでいない。朝食も、祖母たちが心配でほとんど手をつけられなかった。

　これから取引をする無人島に乗り込むのだから、しっかりしなきゃ。

　それに、キースたちだって空腹を感じているだろう。

　そんなことまで気が回らなかった自分に慌あわて、シエラは足早に格納庫を歩く。と、出入り口に人が立っていたことに今さらながら気づいて、シエラは目を瞬しばたたかせた。

　キースでもティムでもない。そこにいたのはレジン・ワイズだったのだ。

　──ティムさんはどうしたの……？

　見張りをしていたのではないか、と俄にわかに身を強こわ張ばらせたシエラを、レジンは鋭い眼まな差ざしで見み据すえてきた。

　眉み間けんにしわを寄せているのはデフォルトなのだろうか。あるいはこんな状況だから、あんなふうに恐ろしい顔をしているのだろうか。

　先せん刻こくのレジンの言葉を信じるのだとしたら、彼はシエラの血縁だ。もしかしたら兄──なのかもしれない。

　自分の本当の両親のことを気にしていないと言ったら噓うそになる。けれど今は、まずフローレンスの救出を第一に考えたい。

　いずれにしても、用心しなければ、と気も顔も引きしめて、シエラは出入り口へと向かった。

「部屋で寛くつろいでいてくださいと姉が申したはずです。出歩かないでください」

　参りましょう、と言うが、レジンはその場から動こうとしない。その代わり、ゆっくりと唇を開くと、低く声を発した。

「なぜ〝神しん眼がん下かの庭園〟に残らなかった」

「──」

　あの日のシエラの選択を憤いきどおっているかのような声こわ音ねだった。

　クラウザー王家以前にこの地を治めていたワイズ王国の王族と一部の民は、空そらの稀まれ人ひととして高山に移り〝神眼下の庭園〟と呼ばれる聖域をよりどころに生きてきた。ソラフネの動力となるエアリアは、〝神眼下の庭園〟でしか採とれない。

　上空に青い霧もやが湧く大きな穴の底に眠るエアリアを採りに行けるのは、ワイズ王家の血を引く姫──ソラヒメのみ。

　シエラは幼い頃、どういう経けい緯いか詳しくは聞いていないが、ディーン・ワイズの指示により、ブラックフォード家に預けられた。まだほんの赤ん坊の頃だ。シエラに、〝神眼下の庭園〟の記き憶おくはまったくないし、空の稀人やエアリアについても同様だった。

　いきなり旧国ワイズ王家の姫、ソラヒメだと言われても、正直現実感がない。

　フローレンスやキースと行った〝神眼下の庭園〟で、このことは解決したはずだ。

　ソラヒメ──シエラ──の手を借りるのではなく、空の稀人たちにより、エアリアを採さい掘くつするように。取引はクラウザー王国及およびブラックフォード家が仲ちゆう介かいする、と。

　代表であるディーンもそう納得していたはずだ。

　──そういえば、あの時、この人は見かけなかったわ。

　ディーンが解散を命じたために、空の稀人たちは皆散り散りになったのだろう。

「赤子の頃のことをとやかく言うつもりはない。だがおまえがいれば、ワイズ人はあの地に再び集つどうことができる。クラウザー王家に隷れい属ぞくすることなく、己の国として立ち上がることができる」

「クラウザー王国は、旧国ワイズを支配するつもりはありません」

「似たようなものだ。いいように使ってエアリアを採掘させようとしているだけだろう」

「対等な取引です。どちらが上とか下とかではありません……！」

　そう言った刹せつ那な、シエラはいきなり肩を摑まれ、壁に押しつけられた。

「……ッ！」

「きちんと考えたことはあるか」

「……ぇ？」

「国がなくなり、それまで生きてきた場所から去らなければならず、どことも知れぬ土地に散っていったわたしたちの気持ちを」

「……」

「おまえの母も祖母も曾そう祖そ母ぼも、皆ソラヒメとして生きてきた。ワイズの皆の、心の支えとして、立派に生を全まつとうした。──知らないから、学んでいないのだから仕方がない。だがおまえにソラヒメであってほしいという、皆の心から願う声を、おまえはきちんと考えたことがあるか」

　レジンが一気に放ったその言葉は、シエラの胸に強い衝しよう撃げきをもたらした。

　──わたしは……。

　ブラックフォードの家で物心つく前から暮らしてきた。シエラにとって、ブラックフォードこそが自分の家なのだ。突然、己の出しゆつ自じを突きつけられて、〝神眼下の庭園〟に戻れと言われても、簡かん単たんに納なつ得とくなんてできない。

　けれど。

　シエラは確かに自分のことを、自分の考えを第一にしてきた。空の稀人たちのことを考えたかと訊かれれば……、否いな、としか言えない。

『人間なら自分の生き方くらい自分で決めな！』

　あの時のフローレンスの強烈な啖たん呵かを思い出す。

　──わたしは、これからもブラックフォード家の者として生きていくと決めた。

　その決断を覆くつがすことはない。それでも、あの地で暮らすことを切せつ望ぼうしていた空の稀人たちに対し、何かできることはなかったのか……。

　唇を引き結び、目を伏せたシエラの肩を、レジンはようやく離し、そして距離を取った。

「大おお叔お父じはおまえの人生はおまえのものだと言われた。わたしもその言葉にはうなずこう。だが、おまえがワイズを、空の稀人たちを蔑ないがしろにするのは許しがたい」

「……」

「おまえには他者の人生もかかっているのだということを忘れるな」

　レジンの言葉は、一方から考えればあまりにも理り不ふ尽じんに聞こえる。空の稀人とまったく関わらず生きてきたシエラに、彼らの想い、願いや期待を、すべて背負えと言っているのだから。

　他方、もし、空の稀人としてずっと〝神眼下の庭園〟で暮らしていたとしたら、シエラはソラヒメとしての自分を認めていただろう。エアリアを採掘できる唯ゆい一いつの人物だと望まれれば、彼らのために尽じん力りよくしたに違いない。

　生きてきた場所が違えば、思いも変わる。シエラはクラウザー王国で十七年間暮らしてきた。その過程で得た感情や経験が今のシエラを形成している。

　簡かん単たんに、ソラヒメになるなんて言えない。〝神眼下の庭園〟で暮らします、とも。

　だが、

『おまえにソラヒメであってほしいという、皆の心から願う声を、おまえはきちんと考えたことがあるか』

　考えただろうか。

　あの時、たくさんのことが一時に起きた。追いつめられ、危険な目にも遭あった。だから自分の思いが一番だった。

　ほかのことを、少しでも慮おもんぱかっただろうか──？

　あの日にはその余裕はなかった。けれどこれからシエラは、もっと彼らのことを考えてみなければならないのではないか……。

　レジンの眼差しは、強く、真まっ直すぐだった。無茶なことを言っていると思う一方で、彼が共に生きた空の稀人を、彼らの人生のことを心配し、思いやっていると伝わってくるから、強く反発できない。

「もし、ソラヒメである自分を捨て、シエラ・ブラックフォードとして生きていくのであれば、その腕輪を捨てろ」

「え、……ちょ、やめてください……！」

　エアリアが嵌はめ込こまれているこの腕輪は、ソラヒメの証あかしなのだと稀人たちは言った。だが同時に、フローレンスがシエラにと贈ってくれた、大切なものだ。捨てることなどできない。

　手首を握られ引き寄せられる。シエラはレジンの胸を押して距離を取ろうとしたが、力では敵かなわない。

　──奪われる……！

　次の瞬間、さらに強い力が割って入り、シエラの腕は自由になる。シエラとレジンの間に入った人物、それは──。

「キース様……！」

「何をしている」

　普ふ段だんは聞けない、鋭い声だった。だがレジンは、キースの問いに答えず、険けわしい視線で睨みつけてくるばかりだ。
















　一いつ触しよく即そく発はつ、このまま殴なぐり合いになったら……、とシエラは思わずキースの袖そでをきつく握にぎりしめた。

「おやめください」

　シエラの声に、ふたりの間にあった緊きん張ちよう感かんは、ふっと霧む散さんする。

「用件は終わった」

　レジンの声もまた低い。そのまま階段を身軽な足取りで上っていった。

「……」

　レジンの背を見送るキースの横顔は、声同様やはり厳きびしかった。

「……キース様」

「大丈夫だったかい？」

　心配そうに顔を覗かれて、シエラは小さくうなずく。

「わたしは大丈夫です。それより、ティムさんは？」

　レジンを見張っていたティムはどうしたのか。

　キースは一度瞬まばたきをし、ふっと笑みを零した。

「大丈夫。レジン・ワイズが、ティムに、ふたりぶんの茶を淹れさせて、どうも一服盛もったらしい。すごく健すこやかに寝息を立てて眠っているよ」

「よかった」

「まったく、眠り薬なんてどこに隠し持っていたのか」

「ティムさんは武器の有う無むを念入りに確認したのでしょうね」

　シエラは小さく笑うと、階上へと歩みを進めた。だが階段を一歩上った次の瞬間、キースに腕を取られた。

「え？」

　そのまま勢いよく引かれたために、ぶつかるようにキースに抱き留められた。

「キ、キース様？」

「あの男は何を言っていた？」

「……え」

「君の手を握っていた」

「あ、あの……」

　もちろん、望んで手を握られていたわけではないし、相手だって握りたくて握ったのではないだろう。

　──わたしの、出生の事じ情じよう。ソラヒメのこと、空の稀人のこと……。

　自分でも混こん乱らんしている。「わたしはシエラ・ブラックフォードだ」と胸を張ってはっきり言えるのに、それでもレジンの言葉が、シエラの心を鋭するどく刺さす。

　そんな複雑な気持ちを、筋道を立てて話して聞かせることは、今のシエラにはできなかった。

「シエラ、僕にも言えないこと？」

「あの、……ごめんなさい」

「それは、何に対して謝っているの」

「ちゃんと話せなくて……。でも、自分で思っていることを、きちんと言葉にできるようになったら、必ずキース様にお伝えします」

　キースの胸元から顔を上げて、本当です、と言葉を重ねる。

　待っていてほしい、と。

　けれどその時のキースの表情に、シエラはハッと息を吞んだ。

　それは、今までシエラには決して向けられたことのない、険しいものだったのだ。怒おこって……否、真剣な面に、小さく喉が鳴る。

「キース様……」

「僕では、頼りにならない？」

「まさかそんな、そんなことありません。ただこれは、わたしの問題で……」

「君が抱える問題ごと僕のものにしたいと言っているんだ」

　その言葉を聞いた瞬間、喜びを凌りよう駕がする強い意思が、シエラの胸むな底そこから湧わき出てくる。

「わたしは、キース様の重おも荷ににはなりたくありません」

　どうしよう、会話が嚙み合わない。

　キースが言っていることは理解できる。きっとキースも、シエラの気持ちをわかってくれるだろう。どちらも相手を思っているからこその言葉だ。それなのに、相手に対して譲じよう歩ほができない。

　凭もたれかかるだけでは嫌だ。助けてもらうばかりの自分では、キースにとって、ただの荷物にしかならない。

　それは嫌なのだ。

　弱い部分、迷っている姿を見せてもいいのでは？　そんなふうに思う者もいるだろう。我がを張りたいわけではない。ただ、

　──引け目なく、対等に、頼りきりになるのではなく、互いに自分の足で、共に歩いていきたい。

　キースと、そうやって生きていきたい。

　そうなって初めて、キースの気持ちに応えられるのではないか──。

　相手がクラウザー王国の第三王子だからではない。

　キース・クラウザーという人間に相応ふさわしい自分で在ありたいのだ。

　そう思った刹せつ那な、シエラは自らの心に抱く想いに、ハッと瞠どう目もくした。

　──自分でも気づかなかった……。

　それまでもやもやと己の心を覆おおっていた霧きりが、一瞬で晴れたような思いがする。

「シエラ」

　もどかしげに名を呼ばれたその時、

『そろそろ目的地に到着する』

　何ど処こからか聞こえてきたのは、操縦士のファニスタの声だった。

　途端にふたりはハッと口を噤つぐみ、そうしてほとんど同時に、操縦室へと走ったのだった。
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　指定された島は、幾いく分ぶん隆りゆう起きしているが、ほとんどが平ひら地ちで、そこに一部森が広がっている。

　もし誘拐犯たちがすでに上陸していたら、恐らくあの森の中だろう。

　目視するが、人の姿も、空遊船も見当たらなかった。

「一旦着陸し、そのあとで少人数用のソラフネを低く飛ばして見て回ろう」

　シャーリーン号は、速度は出せるが、低空でしかもゆっくり飛行するには向いていない。

　ファニスタの言葉に、全員がうなずいた。

　深い森の脇わきに、無事シャーリーン号は到着する。

「わたしがペップちゃんを操縦して上空から確認をします」

　姉のファニスタは長時間シャーリーン号を操縦している。キースは高所恐怖症だし、ティムに薬を盛もるレジンにソラフネを任せるはずもない。

「ペップちゃん？」

「ペップちゃんはふたり乗りだったな？」

　訝いぶかしげな声のレジンは無視して、シエラはファニスタの問いにうなずいた。

「耐たい荷か重じゆうには少し余裕がありますが、二席しかありません」

「だったら……」

　ファニスタがキースに視線を向けたが、唇を開く前に王子の方が機き先せんを制した。

「ファニスタ、シエラと行ってくれ。何も見当たらなければ、合流して外を見て回ろう」

「殿下がシエラと行ってください」

　レジンとふたりで残すなんて、と渋じゆう面めんをつくるファニスタに、キースはすぐに首を横に振った。

「ここまで来たんだからどこにいたって危険だろう。現状ティムが使い物にならないのは痛いた手でだが、ここで黙だまって動かずにいるわけにはいかないし、動かなければ始まらない」

　はっきり言いきるキースに、誰も反論できない。

　シエラがちらりとキースに視線を向けると、彼は大丈夫だと言うように、静かにうなずいた。

「姉様」

「……わかった。殿下、くれぐれも無理はなさらないでくださいね」

「もちろん」

　どうだか、という表情をファニスタはするが、シエラはキースの冷静な面をよく知っていた。

　彼はシエラが知らないことをたくさん知識として蓄たくわえているし、常に先を読んで行動しているように思える。どう動けばいいのか、計算しているのではないか。

　それは、シエラがキースを信頼しているからこその贔屓ひいき目めかもしれない。もしかしたらキースだって、熱い想いを抱いて、無む鉄てつ砲ぽうなことをするかもしれない。

　──そういうキース様を見たことは一度もないけれど……。

　ヴァネッサ号での旅で、シエラがサハリア人に拘こう束そくされ、〝神眼下の庭園〟に突き落とされそうになった時、キースは大の苦手であるソラフネに乗って助けに来てくれた。

　内心は焦り、怖かったのだろうが、少なくとも表向きは余裕を感じた。

　王族という身分だからこそ、喜き怒ど哀あい楽らくをそう簡単には表に出さないのかもしれない。

　四人はペップちゃん２号が置かれている格納庫に向かった。

　折り畳まれたソラフネを四人で広げる。シエラが操縦席に、後ろにファニスタが乗り込むと、キースが格納庫の外へと繫がる扉を開けた。

「行こう、シエラ」

「はい」

　シエラはうなずくと、操縦桿を握り、ゆっくりと前方に倒す。

　操縦桿に埋うめ込こまれたエアリアが、その動きに反応して、小さなポットの中で、ふわりと浮かんだ。と同時にソラフネもまたわずかに浮かび、前進する。

　ぐい、と倒すと、ペップちゃん２号は勢いよく外に飛び出した──。







「あれをつくったのは誰だ」

　レジンがぶっきらぼうな口く調ちようでぼそりと呟つぶやく。

　だがキースは答えず、シエラとファニスタが乗るペップちゃん２号の軌き跡せきを目で追った。

「……」

　背はい後ごでムッとする気配がして、キースは振り返った。視線は厳きびしい。

「あれはソラヒメがつくったんだな」

「ソラヒメじゃない。シエラ・ブラックフォードだ」

「おまえにとってはそうだろうが、あれは紛まぎれもなく〝神眼下の庭園〟で生まれた、ワイズの血を引く娘だ」

「……、レジン・ワイズと言ったか」

「それがなんだ。わたしの名などなんでもいいだろう」

「ディーン氏の血縁だと言っていたな。おまえはシエラの兄か」

　だが今度はレジンが答えることを拒否した。

　──シエラを連れ去るかもしれない、『ワイズ』。

　シエラが、ワイズ王国、その王族の子孫であることを、キースは以前から知っていた。知っていたからこそ、シエラが同胞のもとへ帰ってしまうのではないかと憂うれいていた。

　だからキースは様々なことを調べたのだ。

　亡ぼう国こくワイズのこと、彼ら国民はどうなったのか、どこに行ったのか。

　クラウザー王国では意い図と的てきに彼らの存在が隠されていて、文ぶん献けんもほとんど残っていなかった。恐らくは当時の為い政せい者しやが、ワイズ王国に関わるものをあらかた処しよ分ぶんしたのだろう。

　だからキースは、近きん隣りんの国を旅する時、併あわせてワイズのことも調べてきた。そうやってコツコツと情報を集めていくうちに、彼らが守っている『エアリア』に辿たどり着いたのだ。

　シエラがブラックフォードに預けられたのは、それが理由かと察したキースは、彼らの文化をも知る。

『エアリア』を採りに行けるのはソラヒメだけ。代々彼らはそうやって、『エアリア』を宝とし、大切に守ってきたのだ。

　ワイズ王朝の頃、彼らは自由に空を飛んでいたのだろう。だがクラウザーにその技術は継けい承しようされなかった。フローレンス・ブラックフォードのみが焚ふん書しよを免まぬかれた古い文献を読み解き、『エアリア』の存在を見い出し、ディーンと出会い、彼らの宝を手に入れた。そして改めてソラフネを開発し、空遊船業界を牽けん引いんしてくれなければ、クラウザー王国は未いまだ貧しい国だったことだろう。

　ブラックフォード家には感謝している。王家の者として、そしてひとりの男としても。

　キースが大切に想うシエラを、ここまで育ててくれた。もし、自分の人生にシエラ・ブラックフォードがいなかったとしたら？

　第三王子として不自由なく、責任や公こう務むを適てき当とうにこなしながら、それなりに美しい姫や令嬢に囲まれ、バカみたいにふわふわ怠たい惰だに生きただろう。

　それもまた、無む駄だだが楽しい人生だったかもしれないが、きっと今のように、心躍ることもなかったに違いない。

　シエラはひとりの人間として自分に臆おくせず接してくれた。

　いけないことはいけないと言ってくれた。

　思いどおりにはなってくれなくて、困らせてくれた。

　手強いけれど、そこがいい。

　漫まん然ぜんとした人生ではなく、心の底から欲しいと思える人──シエラがいてくれたから、キースは面めん倒どうなことだってしてきたし、己を嫌いにもならず、失望もしなかった。

　──シエラは特別なんだ。

　他人からは、普通の少女にどうしてそこまで、と首を傾げられるかもしれない。それでいい。自分が特別だと思えることが大事で、他人の評ひよう価かは必要ない。

　だからこそ、こと、シエラに関しては、歯止めが利かない。

　十八歳の頃の失敗はもう絶対にしないと心に深く刻きざんだのに、それでもたまに、シエラを追いつめてしまう。手強いところも好ましいと思っているのに、たまに、もう待てないよ、いい加減に僕のものになってと、力の限り抱きしめてしまいたくなる。

　多分、あともう少しというところまで来ている。

　だが今ここで、この男の出現に、心が騒さわがないはずがない。

　兄でなかったとしたら、従兄いとこだ。いずれにしても、シエラと血縁で、しかも近い。

　ワイズ人に多い、黒髪。だが瞳まで黒い者はあまり見たことがない。

　キースは、まじまじとレジンを見み据すえた。

「……なんだ」

　気き味み悪げにくっきり眉間にしわを寄せるレジンを無視して、なおも視線を注そそぐ。そしてふっと息をつく。

「おまえ、親子でシエラをブラックフォード家に連れてきただろう」

「──」

　途端にレジンの表情が、きつく歪んだ。

　キースは十七年前のことを思い出す。

　まだ四歳の頃のことだが、はっきりと覚えていた。

　シエラがやって来た日、キースもまた、ブラックフォード家に居合わせたのだ。

　キースが生まれる前から、クラウザー王家とブラックフォード家は懇こん意いだった。国を盛もり立てるために二人三脚といった状態で、極めて良好な関係だ。

　シエラの母は、キースの父の妹……つまり叔母である。そのためわりと頻ひん繁ぱんにブラックフォード家の本宅を訪れていたキースは、ほとんど白に近い空色のおくるみに包まれた赤ん坊が、不ふ思し議ぎなものに見えて仕方がなかった。それまで赤子を間近にすることがなかったからかもしれない。

　すやすやと眠る赤ん坊の目が開かないかなあ、どんな色をしているんだろう、と吞気に思ったことを覚えている。

　赤ん坊を連れてきたのは、二十代後半の黒髪の男と子どもだった。いずれも黒衣を纏まとっており、親子としか見えない、そっくりな顔をしていたが、父親の瞳は澄んだ青空のような青、子どものそれは夜空の色をしていた。

『我が叔父から、貴女あなたに育てていただきたい、と伝言を頼まれました』

　部屋から出されたが、こっそり聞き耳を立てていたキースは、切れ切れながら、男の言葉を拾った。

『この子がわたしたちと貴女がたを結ぶ架かけ橋となってくれたなら、わたしも嬉しく思います』

『この子の親はどうしたんだい』

　フローレンスのぶっきらぼうな声も聞こえてくる。

『……』

　返事は小さく、キースまで届かない。

　フローレンスは少しの間黙だまり込んだが、やがてため息をつくと、わかったよ、と言った。

『ただし、この子の気持ちを第一に育てていくし、あんたたちのことは、時が来るまで言わないでおくよ。その時が来ても、この子が嫌だと言ったら、あたしはあんたたちにこの子は渡さないから』

『もちろん、我が叔父もこの子が健すこやかに成長してくれることが何より大事だと申していました』

『あんたはどうなんだい？』

『わたしは叔父の意見に賛さん成せいです。国が滅ほろんですでに百八十年以上過ぎている。ソラヒメは、この子の母で終しまいとしたい』

　男のはっきりした声が、キースの脳のう裏りに、鮮あざやかに甦よみがえる。

「おまえの父は、ソラヒメはシエラの母で終わりにする、と言っていた」

「それは父の意見でありわたしの考えは違ちがう」

「……つまりおまえは、ワイズ氏とも見解が違うということだな」

「──」

「それならどうしてここまで来た。何を企たくらんでいる」

「何も企んでなどいない。見解が違っても、大叔父は大切だ。攫さらわれたというのなら、血縁としてなんとしても助け出したいと思っているだけだ」

　噓かまことか。

　キースはじっとレジンを見据えた。

　夜空色の瞳は真っ直ぐで、同時に悔くやしそうでもあった。

　噓を言っているようには見えなかったが、すべてを話してもいないのだろう。

　シエラに対しても、たっぷり含みがあるように思えてならない。

　そもそも先刻、この男はシエラの手首を摑んで何事か言っていた。

　シエラに関わることにはあまさず心が狭せまくなると、キースは自覚している。

　だがこの男に質ただしても、絶対に答えはしないだろう。

　互いにいい印象を持たないふたりが、より険けん悪あくになる前に、事態は動いた。

　ペップちゃん２号が飛び立って扉を開いたままの格納庫を目指して、森から男たちが突進してきたのだ。

　ほとんど同時に男たちに気づいたキースとレジンは、無意識のうちに顔を見合わせる。だがそんなことをした自身に腹を立て、同時にぷい、とそっぽを向くという、子供じみた真似をしてしまった。

　キースは格納庫から外へと飛び出す。そして腰に佩はいた剣を抜くと、向かってくる一いち群ぐんの男たちに相あい対たいした。

　臨りん戦せん態たい勢せいを取ったキースの隣に、レジンもまた降りてくる。

「武器を持たないおまえがいても足手まといだ。隠かくれていろ」

「武器など必要ない」

　まるで互いこそが敵であるかのように、硬い声こわ音ねで言い合う間に、男たちはさらに近づいてきた。

　いずれも黒衣の上にすっぽりフードを被り、おまけに口元を隠しているため、どの国の者か確定できない。

　素早く視線を動かし、相手が十二人いることを確認する。

　皆物騒な刃物を手にしている。キースは刃やいばや柄えの形状を見るなり、微かすかに眉間にしわを寄せた。

　半円のやたらと大きい刃の剣が、サハリア王国独自のものだったためだ。

　だが相手がサハリア人とは限らない。わざと誇こ示じしてサハリア人と誤ご認にんさせる手なのかもしれない。

　──もしそうでなければ、ただのバカだ。

　内心で悪態をついて、キースは襲いくる男を強く見据えた。







　犯人が指定した島は狭い。シエラがつくったソラフネは小型のために小回りがよく利き、低空飛行もゆっくり飛ぶことも可能だ。だが日が刻こく一いつ刻こくと傾いてきていて、視界は良好とはいえなかった。

　森の上をギリギリまで低く飛ぶ。後ろに乗るファニスタが上半身を出して下を覗いていた。

「姉様、あまり身を乗り出さないでください。危険です……！」

「平気だよ」

「ですが！」

「シエラの操縦技術を信しん頼らいしているからね」

「その評ひよう価かはありがたいのですが、やっぱり危ないです！」

　操縦士であるファニスタにそう言われれば嬉しくもなるが、それでもハラハラしながら安全を心掛けた。

　シエラも操縦をしながら、可能な限り視線を配る。

「シエラ！」

　ファニスタが警告めいた声でシエラを呼ぶ。ハッと前方に顔を向けたシエラは、大きく目を見開いた。

「キース様……！」

　黒衣の一団がシャーリーン号に押し寄せ、キースとレジンに向けて剣を振り上げている。あっという間に乱らん闘とうになるが、キースの剣けん術じゆつは確かで、向かってくる暴ぼう漢かんたちを次々と叩きのめしていった。レジンはといえば、丸腰だというのに剣を持つ相手をバタバタと体術で倒していく。

　たったふたりを相手に、暴漢たちは苦戦していた。形勢はこちらの方が有ゆう利りに見える。だが安心などできなかった。

「シエラ、何をする!?」

「参ります！」

　シエラは一気に下降すると、暴漢らに向かって突っ込んだ。もちろんぶつかるような操縦はしない。だが黒衣の男たちはソラフネが勢いよく迫ってくるのを見て仰ぎよう天てんしたのであろう、散り散りになって逃げていく。

　地面すれすれまで下降したソラフネを再度上昇させる。その時、逃げずにいた暴漢のひとりが、あろうことかペップちゃん２号の尾び翼よくに縄なわをかけたのだ。

　もちろんソラフネの推すい力りよくは強く、墜つい落らくなどしない。だが縄を離さない暴漢を引き摺ずっていることに気づいてゾッとしたシエラは、即そく座ざにソラフネの速度を落とした。するとひとりばかりか、ふたり、三人と連つらなっていく。

　減速、低空飛行、そして軽い機体が仇あだとなり、力任せに引っ張られたソラフネは、ついに腹を地面にこすりつけそうになる。

　──なんて人たちなの……！

「おまえたち離れろ！」

　後ろに座っていたファニスタが、暴漢らに向かって大きく身を乗り出した。

「姉様、おやめください！」

　次の瞬間、ファニスタはソラフネから転がり落ちてしまった。

「姉様──！　く……っ」

　操縦桿を力の限り引き寄せ、ソラフネを停てい止しさせる。我を忘れてソラフネから飛び降り、姉のもとへと走った。

　と、シエラの目に映うつったのは、ファニスタへと凶きよう刃じんを振るう黒衣の巨きよ漢かんの姿だった。

「姉様──ッ!!」

　悲ひ鳴めいが辺りに響き渡る。

「女性に剣を向けるのは感心しない、なぁ──ッ！」

　女性にしては低い、男性にしては高い声音の人物──ティムが、ファニスタを庇かばって前に立ち塞ふさがった。巨漢の刃やいばを自らの剣で受け止め、ギリギリと押し返す。

「ティムさん……！」

「すみませーん、もう眠気すっきり！」

　にこりと笑ったティムは、その笑顔のまま、巨漢をドンと突き飛ばした。

　背後に倒れかかる巨漢が立ち上がる隙すきを与えず、容よう赦しやなく腹の上に足を乗せると、体重をかけて踏みつけた。悶もん絶ぜつする男をちらりとも見ず、次に襲いかかる輩を鮮あざやかな剣技で倒していく。

　さすがは王子の護衛だ。いつもにこにこしているが、剣技は鬼き神しんの如ごとく凄すさまじい。

「姉様、大丈夫ですか……！」

　戦闘はティムに任せ、シエラは倒れ込んでいるファニスタに駆け寄った。

「大、丈夫。……痛っ」

　身を起こし、立ち上がろうとしたファニスタだが、足首を押さえて座り込んでしまった。

「姉様、動かないで」

　無理に動こうとするファニスタをそう言って止めるシエラの前に、いつやって来たのか、別の黒衣の暴漢が立っていた。

「──」

　ファニスタを支ささえながら、シエラはハッと息を吞んだ。

　目元だけが見える。シエラはどこかで会ったような気がして、じっと視線を据えた。するとその男はシエラの腕を強ごう引いんに摑むと、無理やり立ち上がらせようとする。

「は、離して！」

「シエラ！」

　力いっぱい腕を振り上げても、男の手はびくともしなかった。

「あなたたちは誰!?　エアリアは持ってきたわ。交こう渉しようをすると言ったのはあなたたちでしょう。おばあ様はどこにいるの……！」

　訊いても答えてはくれまい。わかっているけれど、叫ばずにはいられなかった。

　すると男は、キッとシエラを睨み下ろした。まるで憎んでいるかのような眼差しで、シエラは瞠どう目もくする。

　──なぜ、こんな目を向けられるの……？

　やはり会ったことのある人物なのか。だが思い出せない。

　いったい誰、と記憶の底を掘り起こす。

　どこかで会っている。どこで……。

　必死になって考えていると、握られた手首に、恐ろしいほどの力が加わった。

　痛みに顔が歪む。

　強引に引き摺ずっていこうとする男に抵抗して足を踏ふん張ばっていると、苛いら立だった相手は拳こぶしを振り上げた。

　──……！

　叩たたかれる、と思わずぎゅっと目を閉じたシエラだったが、衝撃は訪おとずれなかった。

　そろりと視界を開くのと、食い込む指が離れたのは、ほとんど同時だった。さらに強いが優しい腕に引き寄せられたシエラは、その人物──キースを見上げた。

「ずいぶん手荒なことをする。我々は取引のためにここに来たというのに、そちらはまったくそのつもりはなかったというわけか」

　険けん吞のんな声音でそう言ったキースと相対する間もなく、男は背を向け脱だつ兎との如く駆け出した。

　何か、合あい図ずでもあったのだろうか。

　ティムが戦っていた複数の相手や、辺りに散らばっていた暴漢たちも皆揃って走っていく──無人となった、シャーリーン号へと。

「うわ、まさか……！」

　ティムが頓とん狂きような声をあげた。

　全員が暴漢らの意図に、同時に気づいた。

　だが脚あしを怪我したファニスタは動けず、座り込んでいるシエラも、シエラを抱き留とめるキースも出で遅おくれた。

　そんな中、レジンに眠り薬を盛られながらも復活を遂とげたティムの足は、驚くほど速かった。

「待て──ッ!!」

　叫びながら暴漢らを追いかけていく。

「マドック、無茶はするな！」

　動けないファニスタが叫ぶが、ティムが足を止めることはなかった。

　そのまま暴漢らは次々にシャーリーン号に乗り込んでいってしまい、格納庫が無情にも閉められようとした。

　その寸すん前ぜんで、ティムが単たん身しん、シャーリーン号に滑すべり込んでしまったのだ。

「ティムさん……！」

　悲ひ鳴めいがシエラの喉から逬ほとばしった。

　キースとシエラで動けないファニスタを支えてシャーリーン号へ急ぐ。だがシャーリーン号はシエラたちを残して浮ふ上じようし──あっという間に飛んでいってしまった。
















「ああ……」

　脚から力が抜け、がくりと座り込む。

　シエラたちは、シャーリーン号を……ソラフネを奪われてしまった。
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　キースもファニスタも、言葉もない。だがそんな三人へとレジンが近づいてきた。

「あの者たちの目的はエアリアとそれを運んできたソラフネだったというわけか」

「……」

　確かにレジンの言うとおりだ。一味は最初から取引などするつもりはなく、エアリアとシャーリーン号を奪うばう手て筈はずを整えていたのだろう。

　キースは、仲間に置いていかれた暴漢のひとりの襟えり元もとをぐいと摑つかんで引き上げる。フードもマスクも外したが、シエラには見覚えのない顔だった。

「フローレンスとディーン・ワイズはどこにいる。無事なのか」

「……」

　相手は無言だった。キースは一いつ拍ぱく黙だまり込んだが、すぐに滑なめらかに唇くちびるを開いた。

「カッツェ・ディファインド。生まれはクラウザー王国だが十年前サハリア王国に移住、現地で妻をめとり一子を儲もうけ、以来サハリア王国侯こう爵しやくの息子である、ファドル・イン・ナジの下で働くようになる。──おまえの主あるじがこの件に関わっていると判はん断だんしてもいいんだな」

「──ッ！」

　あまりにも滑らかな口く調ちようで、相手の素す性じようをあっさりと看かん破ぱしたキースに、シエラだけでなくファニスタも、そしてレジンまでもが驚いて瞠どう目もくする。当然、暴漢本人は、ぎょっとして目を剝むいた。

「な……」

　キースはふっと息をつく。

「ヴァネッサ号をジャックした輩やからについて、こちらが調べないはずがないだろう。加えて、脅されたとはいえ、ジャックに加か担たんしたファドル・イン・ナジの周辺も。そんなに甘く見られては困る」

　──そうだわ、さっきの暴漢は……。

　やっと思い出した。あの暴漢は、ヴァネッサ号で何度か顔を合わせたことのある、サハリア王国侯爵の息子、ファドル・イン・ナジだったのだ。

「……」

　カッツェと呼ばれた暴漢は、ゾッとしたように身を震わせた。

「妻さい子しの今後を少しでも考えているなら、ここですべてを吐け。そうすればおまえの顔は見なかったことにしてやる」

　さながら悪役のような口調のキースに、シエラは固かた唾ずを吞んで事の推すい移いを見守った。

　暴漢はすぐに折れた。

「お、俺は先にこの島に来て待ち伏せしてたから、詳しいことは聞いていないんだ、本当だ！」

　確かにこの男はヴァネッサ号にも乗船していなかったから、仲間として深く関わってはいないのだろう。

　カッツェは怯えたように、震える声で己が知り得る限りのことを口にした。

　ここにはフローレンスもディーンも連れてきていないこと、そして、

「……あのふたりは、〝神眼下の庭園〟に連れて行かれたはずだ。今後はクラウザー王国でもブラックフォード家でもなく、我々のみでエアリアの取引をする。その確約を取り付けるために」

　そう、掠れた声で言ったのだった。







「かなり難しいと思いますが……、飛びます！」

　本来ふたり乗りのはずのペップちゃん２号に、四人が乗船するという無茶をする前に、いくばくかのやりとりがあった。

　まず、ファニスタは２号機から落ちた際に足首を捻ひねってしまい、走ることはおろか、歩くのも辛いという状じよう況きようだ。そのためこの島に置いていけと本人は言うのだが、キースやティムにより倒された暴漢が数人取り残されているために、ひとり残すわけにはいかない。

　一味はここまで海路を来たが、逃走はシエラたちの空遊船を奪うという計画を立てていたため、船は引き返したのだという。

　キースもレジンも、当然共に行くと言って聞かず、絶対に耐たい荷か重じゆうを超えているはずだが、２号機に四人が乗って出発したのだった。

　すでに薄うす闇やみが迫せまっている。この２号機では夜間飛行は難しい。シエラは極きよく限げんまで集中して、操そう縦じゆうに臨のぞんだ。

「ペップちゃん、がんばって……！」

　自身がつくったソラフネを励はげましながら、シエラは慎しん重ちようかつ最大限の速さで、ペップちゃん２号を操あやつる。

　途と中ちゆう、ほんの微かだが、ザリザリと耳触りな音がして、シエラはヒヤリとする。

　試乗をしないままいきなり飛ばせたのだ。そのうえ本来の耐荷重の倍ほども載せての飛行だから、かなり負ふ荷かがかかっているに違ちがいない。

　──がんばって、がんばって……！

　陸地が見えてきた。もうすぐだ。

　ふらふらしながら、ペップちゃん２号は、ようやく陸おかへと着く。

　シエラは港にある沿えん岸がん警けい備び隊たいの建物に、一旦着陸した。

　警備隊の責任者は、突然の王族──キースと、大貴族であるファニスタとシエラの来訪に驚いていたが、すぐに対応してくれた。

　怪我をしたファニスタの保護と、そして、警備隊が使用する空遊船の予備の貸与を求める。

　シャーリーン号よりは小さいが、ペップちゃん２号機を積み込めるほどには大きい空遊船を手配してもらった。２号機も速度は出せるがなにぶん小さく、夜の飛行には向かないためだ。

　そうして再びシエラとキース、レジンを乗せた空遊船は浮上した。

　目指すは〝神眼下の庭園〟──。

　夜の操縦は緊きん張ちようを伴ともなう。

　シエラは針しん路ろを計算し、最短で〝神眼下の庭園〟に向かうべく、空遊船を飛ばしたのだった。

　寝ずの飛行を続ければ、明朝には目的地に到着できる。

　夜の中を飛びながら、ぐっと眉み間けんにしわを寄せ、唇くちびるをきつく引き結んだ。

「部下がひとり敵てき陣じんの中に取り残されているというのに、ずいぶん冷静だな」

　シエラの後ろで、そんなレジンの声がした。

　ぴくり、とシエラの肩が震ふるえる。

　──ティムさん……。

　暴漢らを追いかけ、シャーリーン号にひとり飛び乗ったティムのことを憂うれえずにはいられなかった。

「上に立つ者としては、部下ひとりの命より〝神眼下の庭園〟に眠るエアリアの方が大事というわけか」

　──そんなこと……！

　キースからはひと言もない。だから口出しすべきではないと思いながらも、シエラはレジンに反はん論ろんしたくてたまらなかった。

「サハリアの奴やつらが主犯なのだとしたら、クラウザー王家は空遊船を奪われたのも痛いんじゃないか？　技術の流失は免まぬかれないだろうし」

「そうだな。父上は他国への空遊船の売却には慎重だからな」

　意外にも平へい淡たんな声で、キースは返事をした。

「なるほど。では〝神眼下の庭園〟に来るのは、父親の意向を無視した行動というわけか。今からでも遅くない。おまえはサハリアまで空遊船を取り返しに行った方がいいんじゃないか？」

　からかうような、ひどく意い地じ悪わるに聞こえる声で、レジンはそう言う。

　シエラは堪たまらず振り返ろうとし──、

「僕はこのソラフネを下りないよ。シエラをひとりにはしない」

「──」

　なんの気き負おいもなく、キースはそう返した。

　その返事に、動きかけた身が、ピクリと震える。

　そしてレジンはといえば、キースの返事が咄とつ嗟さには理解できなかったようで、一いつ拍ぱく黙だまり込んだ。だが突然、耳みみ障ざわりな笑い声をあげる。

「おまえそれは、国より父親より部下より、女を取ると言っているのか！」

　なんて奴だ、と嘲ちよう笑しようするレジンだったが、いきなりその笑いを止めた。

「おまえは国を背せ負おう王族失しつ格かくだ」

　低い、唸うなるような声だった。

「僕はティムを信じている。僕の護衛であり親友だからね。たとえひとりであっても、シャーリーン号を取り戻してくれると思うよ」

「はっ、バカバカしい」

「父上は息子たちが親の言うとおりに生きて、同じ考えを持てとは仰おつしやらない。価か値ち観かんが異ことなったとしても、父は僕の判はん断だんを尊そん重ちようしてくれるだろう。叱しつ責せきは受けるだろうがね」

「……」

「君と君の父親だって、考えが違うだろう？」

　今度はキースの方がからかうような口調で、そう言う。対するレジンに反応はなかった。

「国は大事だが、そこに生きる人間はもっと大事だ。人がいなければ国は成なり立たない。そこで暮らし、生きていく、愛する人すら守れないなんて、それこそ王族失格だと、僕は思うよ」

「子どもの都つ合ごうのいい言い分だ。国がなければ人はよりどころを失い、流る浪ろうの民たみとしてさすらうしかなくなる」

「それでも生きていける」

　キースははっきりとそう言い切った。それから、幾いく分ぶん口調を緩ゆるめる。

「国も人も、簡かん単たんには諦あきらめないよ。ただ国と人の命、どちらを取るかと言われれば、僕は後者を取ると言っているだけだ」

「……綺き麗れい事ごとだ」

「そうかな？」

「そうだ。国を失ったことのない奴の寝ね言ごとでしかない。女に現うつつを抜かす情けない王族を頂いただきに据すえるクラウザー王国の民は気の毒どくに」

「なんと言われても、シエラを想う気持ちを僕は簡単には捨てない。たとえほかをなげうったとしても、これだけは最後の最後まで持ち続けるし、シエラやシエラが大事にしているものを救いたい。もちろんその中──シエラが大事に思うものの中に、クラウザー王国も入っているだろう。だから僕は、そのための努ど力りよくは惜おしまないし諦めない」

　レジンは完全に押し黙った。そしてそれは、シエラも同様だった。

　キースはレジンだけではなく、シエラにも語って聞かせたのだ。

　キースがこんなふうに考えていたなんて、思いも寄らなかった。

　口にするのは簡単だろう。絵空事だと嗤わらう人間もいるかもしれない。

　けれど彼は、本気でそう思い、実行しようとしている。諦めないと、言ってくれた。

　胸が熱い。

　胸だけではない。操縦桿を握る手も、頰も、熱い。目元にじわじわと熱が灯ともり、何かが溢あふれ出しそうになる。

　──キース様……。

　目め尻じりに滲にじむのは、なんだろう。しっかり視界を保たもたなければと自分を叱しつ咤たするのに、どんどんぼやけてくる。

　シエラは一瞬だけ、ぎゅっと目を閉じて、溢れそうになる熱を辛かろうじてやり過ごした。

　──キース様。……キース様。

　すぐ後ろにいる。けれど今は振り返れない。

　こんな時に、そんなことを聞かせるなんて。

　キースの言葉が、心の中をめちゃくちゃにかき回す。痛みと、とろとろに蕩とけてしまいそうな甘い感情を差し出されて、もうどうしていいのかわからない。

　──しっかりしなきゃ。

　こんなにもシエラのことを考えて、想ってくれるキースに相応ふさわしい人間になりたい。

　真っ直ぐに前を向いて、支えられるだけではなく支えたい。共に、──生きていきたい。

　シエラは今、改めて、そして一いつ層そう強く、そう思った。
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　日が昇のぼって少しすると、見覚えのある稜りよう線せんが目に入った。

「……来たわ」

　あの時はジャックされ、しかも制せい御ぎよの利きかないヴァネッサ号を操縦した。荒こう天てんで、あわや墜つい落らくするのではないかと、ギリギリの状態だった。

　だが今回の空は、まるでシエラたちがやってくるのを歓迎するかのような晴せい天てんだ。シエラはそれでも慎しん重ちように操縦をし、やがて青い霧きりが見えてくる。

「〝神眼下の庭園〟」

　いつからいたのだろう。操縦に集中していたから、席の背後にレジンが立っていたことにまったく気づかなかった。

　レジンの声は複雑な感情を内ない包ほうしていた。

　ぴくりと肩が震ふるえたが、レジンの方へ顔を向けず、真っ直ぐ前を見て操縦桿を握りしめる。

　シエラは青霧が濛もう々もうと立ち込める〝神眼下の庭園〟に、そして辺りの集落に目を落とした。

　以前見た時にも、様々な色の花が咲いていた。淡あわく儚はかなげで、シエラは目を奪われたものだ。季節も移り、今の花園は色濃く鮮やかさを増している。青い霧に、赤や黄色、紫、ピンクと、色とりどりの花たちは、なんだか地に空と虹にじが降おりたように見えた。

　青い霧と花園を避よけ、シエラはソラフネをゆっくり旋回させると、慎重に高度を下げていく。

　やがて無事にソラフネは着地した。

　ほっと安あん堵どの息をつくと、右側から労ねぎらうように軽く肩を叩かれた。

「お疲れさま」

「……キース様」

　レジンの反対側にキースが立っていたことに、今さらながら気づいて、シエラは小さく首を竦すくめると、ありがとうございます、と礼を言った。

「やはりおまえはソラヒメだな」

　レジンがぽつりと呟つぶやく。

「わたしは……」

「わたしと競きそい、島に着陸させたのはおまえだろう。それから耐荷重を超えた少人数乗じよう船せん用のソラフネの時も、そして中型のこのソラフネも、すべて見事に操縦しきった」

「それは、……」

　わたしがソラヒメだからというわけではない。シエラは自身の出しゆつ自じを知る前からソラフネを愛し、そうして技術を磨みがいてきた。

　言いかけた言葉は、レジンに遮さえぎられる。

「やはりおまえは〝神眼下の庭園〟にいるべき人間なのだ」

　はっきりと、そう言い切られた。

　その時、バラバラと黒い影が走り寄ってくるのが操縦席の窓まどから見えた。

　ハッと目を向けると、そこには十人を超える男たちがいた。中には見覚えのある顔もある。

「……あの人たちは」

　先日この〝神眼下の庭園〟にやってきた時に顔を合わせている、空の稀人たちだった。

　こくり、と喉のどが鳴る。

　レジンはそれ以上何も言わずに、操縦室を出ていく。

「キース様……」

　キースは双そう眸ぼうを眇すがめ、外を見ていたが、すぐに力を抜いた。そしてシエラの手を取ると、キースが贈おくってくれた空色の石のついた指輪の存在に気づいて、にこりと笑う。

「つけてくれて嬉しい」

　キースはひょい、とネックレスのチェーンを引き出す。親指の先ほどの小さな革袋が出てきて、その中を開けると、シエラが渡したお守りがコロンと出てきた。

「王都に戻ったらペンダントヘッドに加か工こうしようと思うんだけど、いい？」

「あ、ええ、もちろんです。もしよろしければ、わたしにさせてください」

　本当は装そう身しん具ぐにして贈りたかったので、もう一度預あずけてもらい、今度はきちんとした完成品を渡したい。

　シエラはただ不ふ便べんかと思ってそう言ったのだが、キースはそれ以上の意味を、シエラの言葉の中にくみ取ったのだろうか。

　ひと時口を噤つぐむと、静かに微笑ほほえんだ。そして、空色の指輪を嵌はめた方のシエラの手を優しく握にぎる。

「じゃあ、一いつ緒しよにやろう」

　約束。

　そう言われて、ようやく気づく。

　キースが、共に帰ろうと言っていることに。そしてシエラも、無む意い識しきのうちに同じことを口にしていたのだ、と。

「……はい」

　互いにうなずき合うのと、再びレジンが空の稀人たちを連れて戻ってきたのは、ほとんど同時だった。

「ソラヒメ」

　声をかけてきた老年の男性に見覚えがあった。

　フローレンスと旧きゆう知ちで、空の稀人たちに族長と呼ばれていた人物だ。

　シエラを『ソラヒメ』と呼び、シエラに『ソラヒメ』として生きてほしいと言っていた。その思いをまだ抱いだいているのだろう。

　あの日空の稀人たちの意見は割れて、ディーンのように、ワイズ人としてではなくほかの地で暮くらしていこうと考えている派と、この地でずっと暮らしていきたいと願っている派が混こん在ざいしていた。

　けれど今、シエラたちの前に並ぶ空の稀人たちに、迷いはないようだった。

　──この人たちは皆、ここで、『ワイズ人』として暮らしていくことを決めた人たち……。

　そしてシエラに、ソラヒメであってほしいと願う人たちである。

　ヒリヒリとした痛みを覚えるほどの緊きん張ちよう感かんが、この場を満たしている。

「ワイズ王たるディーン様は、空の稀人として生きていくのはやめようと仰おおせられた。だが儂わしらはこれからもワイズ王国民として、この地でこれまでと同じように暮らしていきたいと思っているのです」

　族長は静かな口く調ちようで語りかける。

「つまりシエラにソラヒメとして、この地で一生暮らせと、そう言っているわけですね」

　老年の族長は、じろりとキースを睨にらみつける。

「関係のない者は黙だまっていろ」

「関係ない？　大いに関係ありますよ」

　キースは一歩進むとシエラを己の背に隠かくす。その行こう為いで、勘かんの鈍にぶい者でも、キースの心情を察さつしたのだろう。族長はひどく苦く顔を歪ゆがめた。

「ところでこちらにフローレンスとディーン・ワイズ氏がおられると聞いたのですが」

「ディーン様とあの怪かい女じよが!?」

　族長だけでなく、背後にズラリと並ぶ空の稀人たちもざわめく。

「いらしていないのですか」

　シエラが急いで問うと、族長をはじめ、空の稀人たちは揃そろってうなずいた。

　──あの暴漢が言ったことは噓うそだったの？

　正体をあっさりキースに暴あばかれ、驚き追いつめられていた。妻さい子しのことまで出されて、とても噓をついていたようには見えなかった。だがもし本当にここに祖そ母ぼとディーンがいないというのであれば、ふたりと、それから護衛たちはどこに囚とらわれているのか……？

「ディーン様がいかがされたというのです」

　空の稀人たちは、本当に何も知らずにいたのだろう、不安そうに互いに顔を見合わせ、またシエラたちに視線を注そそぐ。

「誘ゆう拐かいされたのです」

「なんと……！　護衛がいたはずだ、あの者たちはどうしたというのだ！」

「あれらはその辺りの暴漢が束たばになっても敵かなわぬ腕自慢であるぞ。容易たやすく連れ攫さらわれるはずがない！」

　不安が空の稀人たちの声を大きくさせる。

「静かにしろ」

　だがその時、これまで黙っていたレジンがゆっくりとした声で彼らを諫いさめた。途と端たんにぴたりと喧けん噪そうはやむ。

「今は大叔父ではなくソラヒメの話が先だ」

「ですがレジン様……！」

「ここにいるわたしたちが大叔父のなんの役に立てるというのか。冷静になれ」

　冷たくすら聞こえるレジンの声だった。彼の背後に並ぶ空の稀人たちは、無念そうに口を噤んだ。

「ここにフローレンスがいないというのであれば、僕たちは退たい散さんしようと思うんだが」

「おまえだけが帰ればいい」

「だから、そんなことするはずがないだろう。君、耳が悪いの？」

　呆あきれたようにため息交じりで揶や揄ゆするキースだったが、レジンは挑ちよう発はつには乗らず、無言を通す。

「レジン様に対し、なんという言い草……！　クラウザー王家の王子よ、即そつ刻こく去いね！」

　言われた本人ではなく周りが騒ぐ中、キースは彼らを無視する。

「おまえをソラヒメにと望む者がたくさんいる。この者たちだけではない、やむなくこの地を離れていった者たちも、おまえの帰りを待ちわびているのだ。それでもおまえは、ここから去ると言うのか」

「シエラを追いつめるような言い方はやめてくれないか。大の男たちがまだ十代の少女に、よってたかって縋すがりつくなんて、傍はたから見て非常に不ふ愉ゆ快かいだ」

　言葉だけではなく、本当に不快に思っているのだろう、キースはあまり見たことのない表情を浮かべた。

「貴様に訊いているのではない、ソラヒメに尋たずねているのだ」

　レジンの鋭するどい眼まな差ざしが、シエラを射い貫ぬく。

「わたしは」

　レジン以外の、この場にいる全員の目がシエラに向かった。

「……ひとつ、訊かせていただいてもよろしいですか？」

「なんだ？」

「なぜ、ソラヒメ以外の人が、エアリア……空の守り砂を採とってきてはいけないのでしょう」

　シエラの問いに、口を開く者はいなかった。だがシエラは待った。

　すると老年の族長が、おもむろに話しはじめた。

「我々ワイズ国民は、この地を治めていた当時、ソラフネを……エアリアを使って、空を飛んでいました」

　族長の声は滑なめらかだった。恐らくは、ここで生まれた子どもたちに、繰り返し話して聞かせてきたのだろう。

「空を飛ぶ時にはとても細かな作法がありました。その作法を守る国民のみが、空を飛ぶことを許されたのです」

「空を飛ぶための、作法……」

「晴はれ衣きぬを用意し、身なりを整え、十日間決められたごくわずかな量の食事しか摂とってはいけない。背筋が凍こおるほど厳しい寒さの中、日に十回冷水を浴びて身を清める。まあ、そういったことです」

「なぜ、そんな作法が？」

　族長はひとつ息をついた。

「我々にとって、空は神の領りよう域いきであり、神の庭であり、神と対話する場なのです。それゆえ神に対し、最高の礼を尽くさねばならない。そう考えられていました。常に心正しく身を慎つつしみ、高貴かつ無む垢くなる存在のみが、空を飛ぶことを許されました」

　空は神の領域。

　だからワイズ人は、『空の稀人』と呼ばれているのだろうか。

「空は神聖な場なのです。実際、どういうことか我々には考えも及およびませんが、当時その作法を守らずに空を飛んだ者は皆、落下の憂うき目に遭あったと言われています」

「……」

　それは単なる偶ぐう然ぜんなのではないか。だがそういった作法を守らずに飛んだ人に事故が続いたとしたら、畏い怖ふを感じたかもしれないと、シエラは思う。

「ソラフネを飛ばすことができるエアリアは神からの授かりもの。だからエアリアが眠る〝神眼下の庭園〟も神聖なもの。しかし王族といえども作法を守りきれず、結けつ果かとしていつしか姫のみが伝統を受け継がれることとなったのです」

「ソラヒメのみが」

　はい、と族長がうなずく。

「以来、空と神から授かったエアリアは、ソラヒメのものになりました。そしてエアリアの採さい掘くつもまた、ソラヒメのみが許される特別な行こう為いとされたのです」

　二百年前には、確かにソラヒメのみが採りに行けたのだろう。けれど、

　──空は神様だけではなく、人のものでもある……。

　それでも、今ここにいる空の稀人たちは、それを認めはしないのだろう。頑かたくなに、エアリアに触れられるのは、ソラヒメしかいないと、そう思っているのだから。

　シエラは唇の内側を嚙かんだ。

　なるほどソラヒメとエアリアの関係についてはよくわかった。だが説明を受けても、それでもシエラだけがエアリアを採ってこなければならない、という結けつ論ろんには至らない。

　納なつ得とくしてもらえるとは思えない。彼らはシエラをソラヒメとしてしか見ない。

　それを一いち概がいに悪いと言い捨てることは、シエラにはできなかった。

　自分だって、自分が育ってきたブラックフォード家から離れたくないのだから。望んで故郷を出る人はともかく、親しんできた場所を離れるのは辛い。

　──それでも、わたしは。

　ソラヒメとしてではなく、シエラ・ブラックフォードとして生きていきたい。

　そう決意を込めて族長へ真っ直ぐに視線を据えた、その時。キースが懐ふところから革袋を取り出した。

「……なんだ、それは」

　訝いぶかしげに問うレジンに答えず、キースは革袋の紐ひもを緩めると、掌てのひらにさらさらと何かを出す。

「それは」

「この前シエラと一緒に〝神眼下の庭園〟に下りて、エアリアを採ってきた。これはその時のものだ」

　それまであくまでも丁寧に話していたキースだったが、面めん倒どうになったのか、普段と同じ口調になった。

　無む造ぞう作さな手の動きのため、砂のようなエアリアは掌から零れ、床へと落ちていく。

「……！」

　族長のほか数人は、あの場にいたために、ひどく苦い顔をしたが、そのことを知らなかった人々は、驚きよう愕がくして言葉を失っていた。その中のひとりに、レジンがいた。

　レジンはそれまで冷たくすら見えた表情を急変させた。

「貴様……！」

　キースへと腕を伸ばし、襟えり元もとを摑み寄せる。それは恐ろしいほどの力で、キースはレジンにぶつかりそうになるほど引き寄せられた。その動きで、エアリアはすべて床にぶちまけられてしまう。

「なんということを──！」

「言っておくが、僕はサハリアの暴漢らに追いつめられ、〝神眼下の庭園〟に突つき落おとされそうになりながら、誰からも救いの手を差し伸べられなかった〝クラウザー王国の国民〟であるシエラ・ブラックフォードを助けただけだ」

「──」

「ここにも、その時のことを目もく撃げきした者はいるだろう。族長もいたかと思うが？」

「……っ」

　レジンがハッと瞠どう目もくし、族長を振り返る。老年の男は、弱々しく顔を伏せた。

「現在この国を治めているクラウザー王家の者として、ひとつ提てい案あんがある」

「……なんだ」

「君たちがどれほどソラヒメを欲しているのか、なるほど理解した。主であるディーン・ワイズ氏の言葉も、願いも、君らの心には届かないんだろう」

　たっぷり揶や揄ゆを含ふくみながらも、キースの声にからかう音は含まれていない。だから空の稀人たちの中で、キースの言葉を遮さえぎる者はいなかった。

　キースの提案がなんなのか、皆興味があるのだろう。

「君たちがどうしてもソラヒメとしてシエラを一生この地に縛しばりつけておきたいと言うのであれば、僕は君に決けつ闘とうを申し込もう！」

　キースはレジンの胸元を指すと、高らかにそう言い放ったのだった。
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　決けつ闘とう。

　キースの口から発せられた物ぶつ騒そうな言葉を、シエラの頭は理解できなかった。

　──え、っと……決闘、って……。

　すう、と顔から血の気が引く。

「決闘ですって……ッ!?」

「君が指定する方法で競きそい、もし僕が勝ったら望みを叶かなえてもらう」

「キ、キース様、キース様……！」

　なんて無む謀ぼうなことを、とシエラはキースの腕を両手で摑つかんで、ぐいぐい引っ張る。

「わたしが決めていいのか」

「提案したのは僕だからね。任せる」

「ならばソラフネでスピード対決だ」

　レジンはよほど自信があるのだろう。考える間もなく、即そく座ざにそう言い切った。

　ソラフネでスピード対決！

　シエラはその場に座り込みそうになる。実際膝ひざから力が抜けてしまったため、キースの腕にすがるように抱きついた。

「無茶です。キース様、おやめください」

「やめない」

　キースははっきりそう言った。

「僕はもううんざりなんだ。君の意思を無む視しして、関係ない者たちが君の人生を決めようとすることに」

　キースはシエラとそのすぐ近くにいるレジンにのみ聞こえるほどの、小声の早口で言い切る。

「止めても無む駄だだ」

　厳きびしい表情だったが、すぐににこりといつものように笑う。

「で、ですが……っ、ソラフネですよ……!?」

　キース様、そもそも乗れるんですか？　操そう縦じゆうは？　口早に囁ささやく。

「どうにかする」

「どうにかするって……！」

　シエラは悲ひ鳴めいめいた声をあげた。

「小型のソラフネはあるか」

「この機に載せたソラフネと、それから以前預あずけたものがあるはずだ」

　ペップちゃん１号と２号のことだ。

「どちらに乗る？　選ばせてやろう」

「……では僕は、単身用の１号機にする」

「まあ単身用の方がスピードは出るからな。いいぞ、そちらに乗れ」

　男たちの気持ちはすっかり勝負に向いていて、もうシエラがいくら言っても聞きそうにない。

　自分の人生が、というより、高所恐きよう怖ふ症しようでソラフネの操縦なんてしたことがないというキースの身の安全の方が心配で、シエラの顔は青ざめるのを通り越してほとんど白く見えるほどだった。このまま少し肩に触れられたら、ばったり後ろに倒れてしまいそうだ。

　だがシエラは大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、気を強く持って、ふたりのもとへ歩を進めた。

「お待ちください。キース様の代わりに、わたしが勝負を致いたします！」

「……シエラ」

「却きやつ下か」

「わたしの人生を決めるのでしょう。わたしが闘たたかわずしてどうするというのです」

　シエラはレジンになおも詰つめ寄よる。

「この男から勝負を挑いどまれたのだ。この者が相手でなければ、わたしは飛ばない。勝負をしないということは、この者の望みは叶わないということだ」

　つまりシエラを拘こう束そくして、もう帰さない、と言っているのだ。

「……」

　──キース様……！

　キースは彼らを説得できないと考えたのだろうが、その方法がソラフネ勝負だと、提案する前から察していたのではないか？

　それなのに……。

　キースの考えていることがわからない。ファニスタと競争をしていた時の、レジンのソラフネの操縦は、少々乱暴ながら確かだった。きっと腕に自信があるのだろう。

　自分のことなのに、何もできない。

　それがシエラには悔くやしくて悲しくて仕し方かたがなかった。

　唇を嚙んで目を伏せるシエラに、キースがそっと腕を伸ばしてくる気配がする。だが触れられる寸すん前ぜん、キッと顔を上げた。

「では、わたしにサポートをさせてください。キース様が乗船するペップちゃん１号のメンテナンス、わたしがいたします！」

　それしか自分にはできない。

　シエラは周しゆう囲いの者たちが目を瞠みはるほどはっきりした声で、そう宣せん言げんした。







　シエラが以前置いていったペップちゃん１号は、空の稀人たちが大切に保管していた。

　空の守しゆ護ご鳥ちようと言われている幻まぼろしの鳥、『ラシェリェーヌ』を模もしたカラーリングは、キースの手によるものだ。

「……一度も乗った気配がないわ」

　空の稀人の中には、ソラヒメではなくとも〝神眼下の庭園〟に降りよう、という意見を持つ者もいたはずだ。けれど今、ここにいる人たちは全員が反対だという考えなのだろう。

　シエラは久しぶりの再会となった１号機の機体を優しく撫なで、そして不ふ具ぐ合あいはないか、念ねん入いりに確認をした。シエラが長い時間をかけてつくりあげた１号機は、手放した時とほとんど変わらず、整備の必要はないほどだった。

　ボルトが緩んでいないか一カ所ずつ確認し、部品の間に油を差す。

　一番大事な操縦桿と後部に据えられているエアリアもすべて点てん検けんして、故こ障しようも不具合もないことをしっかり確認する。

「ラシェリェーヌ……」

　空の守護鳥。

　美しいソラフネをじっと見つめ、そしてシエラは、己の手首に触れた。

　そこには祖母から贈られた、バングルがある。

　一瞬目を閉じ、そしてバングルを外すと、十字形の操縦桿に、そっと嵌はめた。

「……お願い。キース様を守って」

　祈るようにそう囁いた。







　日も中天まで来た頃、キースとレジンが乗るソラフネが外へと運ばれた。

　大きさはレジンが乗る２号機の方が一回り大きく、その分重さがある。

　風に乗れば１号機の方がスピードが出るが、スペックは２号機の方が高い。ここに、操縦する者のテクニックが加われば、キースの勝利は、相手のアクシデントがない限り絶ぜつ望ぼう的てきだと思えた。

　勝負は、〝神眼下の庭園〟から見える一ひと際きわ鋭するどく切り立った峰みねまで行き、旋せん回かいして戻ってくる。それを二往復するのだという。

　──おばあ様を助けにきたはずなのに……。

　どうしてこんなことになってしまったのか。

　ワイズ王家のこと、空の稀人のこと、もっともっと考えるべきだった。

　自分の思いをはっきり伝えたけれど、彼らの一部は納なつ得とくしてくれなかったのだから、そのまま放っておいてはいけなかったのだ。

　だが自らの未み熟じゆくさを悔くやんでも遅い。これからのこと、──自分のこと、空の稀人たちのことを、きちんと考えよう。

　シエラは手を組んで、唇を引きしめる。

　天気は、朝方の上天気から変化しつつあった。

　流れの速い薄い雲と、分厚い雲が徐じよ々じよに広がっていき、太陽は出たり引っ込んだり忙しい。風も吹いてきた。

　それぞれソラフネに乗り込む。キースはその前に、シエラの前に立つと、行ってくるよ、と笑顔を見せた。

　高所恐怖症なのに、笑っている余裕なんてないだろうに……。

　シエラは自ら手を伸ばすと、そっとキースの背に回す。一いつ瞬しゆんだけぎゅっと抱きついて、そして離れた。

「ここでお待ちしています。絶対に無茶はなさらないで」

　シエラからの抱ほう擁ように、目を丸くしたキースだったが、すぐにうなずいた。

「ありがとう、待ってて。でも無茶は多分すると思うから、それはごめんね」

「……ッ」

　キースはペップちゃん１号に飛び乗った。

　スタートの合図は、族長が買って出た。

　雲が空を覆おおう。陽ひ射ざしが陰かげって、昼日中であるのに、辺りが急に暗くなる。

　雲が晴れた。一筋の日の光が射し込んだ次の瞬間、族長の野太い声が、スタートを告げた。

　わずかな空白の時間のあとで、最初にレジンの乗るソラフネが浮上した。そのまま実に滑らかな動きで上じよう昇しようし、そして一気に加速する──！

　あっという間に遠方まで進んでいくレジンに対し、キースの動きは非常に緩かん慢まんだった。

　ゆっくり、ゆっくり、浮上する。人の目線ほどの高さまで来たところで、わずかながら進んだ。

「キース様……！」

　シエラの声に発はつ奮ぷんしたのか、突然凄すさまじい速度で飛んでいってしまった。

「……ああ」

　あれは、まずい。きっとキースは目を閉じてしまっているだろう。

　以前シエラを乗せた時だって、ずっと目を閉じて操縦していたのだ。

　案の定、目標となるはずの峰とはかなり離れた方へと、どんどん進んでいく。

「なんだあの飛び方は」

　勝負の行方を見守っていた空の稀人たちの呆あきれ声が聞こえてくる。

「キース様、もっと右です──！」

　もちろん、もうシエラの声は聞こえないだろう。だが叫さけばずにはいられなかった。すると、完全に偶ぐう然ぜんだろうが、わずかながら針しん路ろが修正された。

　その間にも、突然スピードが出たり、ふらふら蛇だ行こうしたり、その操縦たるやひどい。

　ドキドキしすぎて、見ていられない、と正直顔を覆おおってしまいたくなる。だがもちろん、シエラが目を閉じることは決してなかった。

　徐々に小さくなっていくキースのソラフネを、必死に視線で追う。

　だがキースが峰へと至る前に、レジンが折り返してすでにこちらに戻ってきた。あっという間に一往復を飛び、さらに速度をほとんど落とさずに再び峰に向かう。

　大たい差さだ。このままでは絶対にキースが敗やぶれる。だがそんなことより、キースが無事に飛び終える方が、シエラにとっては大事だった。

「キース様……！」

　一定の速そく度どで飛ぶレジンと異ことなり、キースは、とんでもない速さで飛ぶ時と、ほとんど止まっているのではないかというくらい遅い時があって、シエラはハラハラしどおしだった。

　ようやく峰からこちらに戻ってきたキースは、案の定旋回する寸すん前ぜんまで目を閉じてしまっている。

「キース様！」

　目を閉じているからスピードにムラがあるのはわかる。蛇行して無駄な動きも多い。それでも、ほとんどソラフネを操縦したことがないであろうキースが、一往復とはいえ無事戻ってきたことに、シエラは心の底から安あん堵どする。

　シエラの呼ぶ声に、キースは瞼まぶたを開けた。一瞬だけ、目と目が合う。次の瞬間、キースが乗る１号機は、恐ろしいほどの勢いで峰へと突進した。あまりの速さに、機体がぶれるほどだ。

　心なしか、１号機の機体が、やわらかな光を帯おびているように見える。

「……あれは」

　あの光は、一度だけ見たことがある。

　吹雪ふぶきの中でヴァネッサ号を操縦している時、機体を七色の光が包み込んで、風の衝しよう撃げきを払ってくれたのだ。

『いつもは見えないが、ソラフネはいつだってあの七色の光に包まれて飛んでいるのさ』

　フローレンスがそう言ったことを思い出す。

　ラシェリェーヌを模もした１号機が七色の光に包まれる姿は、まるでそれが天上の神の乗り物であるかのように思える。

　キースはどんどん加速していく。一周目はとんでもない方へ飛んでいったが、今回は一直線に峰まで向かった。

「キース様」

　突とつ如じよとして強風が辺りに吹き、雲がどんどん分ぶ厚あつく重なっていく。急に夕刻になったのではないかと思うほど薄うす暗ぐらくなった。雨が降ってきそうな天気だ。

　レジンは峰まで到とう達たつし、折り返す寸前だった。一瞬、峰に隠かくれて機体が見えなくなる。

　その時だ。雲間から何かがが見えた。

「……な、に……？」

　濃い灰色のそれは、雨雲を切り取ったかのような色合いだったが、質しつ感かんがまるで違った。

「あれは、……シャーリーン号!?」

　サハリアの暴漢たちに奪われたシャーリーン号が、こちらに向かって飛んでくる。

「レジン様のソラフネはどうした!?」

　ざわめく空の稀人たちの声に、シエラは目を凝こらした。

　シャーリーン号の陰に隠れて見えない。

「レジン様！」

　気流とシャーリーン号の風圧に煽あおられて、揺ゆらめく２号機の姿が見えた。だが様子がおかしい。こちらに向かってくるのではなく、ふらふらとあらぬ方へと飛んでいく。

　その間にキースは、シャーリーン号をギリギリ避けて峰まで到とう達たつすると、速度を落とさず、それどころかますますグンとスピードアップして戻ってくる。

　シャーリーン号もまた、着陸する場所を探して上空で旋回する。その下をキースのソラフネが突っ切ってくるものだから、シエラは生きた心地がしなかった。

　大きな空遊船は風を纏まとって飛んでいる。その風は、小型のソラフネの操縦を不能にするほど強い時もあるのだ。

　レジンのソラフネもそうだったのだろう。だがそこは抜ばつ群ぐんの技術を持つレジンだ。ぶれながらもキースを追いかけ、そして並んだ。

　空の稀人もシエラも、大声でふたりを呼んだ。

　あともう少し、もう少しで決着する。誰もが固かた唾ずを吞んで、勝負の行く末を見守った。ところがその時、レジンの乗った２号機から、異い音おんが聞こえた。そして突とつ如じよとしてガクン、と沈しずみ、そのまま失速してしまった。

「レジン様──!!」

　空の稀人たちの絶ぜつ叫きようと、あまりの出来事に、シエラも口を押さえてぎゅっと身を強こわ張ばらせる。

　レジンは懸けん命めいに操縦桿を握って操作しようとするが、旋回しながらどんどんあらぬ方向へと行ってしまう。あらぬ方──青霧が湧わく〝神眼下の庭園〟へと。

「ああ……！」

　ゴールまであともう少しというところで、キースは２号機を追った。

　共に青霧の中に突っ込んでいったきり、出てこない。

　──キース様……。

　シエラは堪たまらずゴール付近から〝神眼下の庭園〟に向かって走った。

　青霧が、キラキラとした光を纏まとう。

「……七色の光」

　光を帯びた青い霧は、勢いよく天に向かって噴ふき上がった。その青い霧の中から、ソラフネが一機飛び出してきた。

　ペップちゃん１号機だ。キースは片方の手で操縦桿を握り、もう片方の手でレジンの襟えり首くびをがっちり摑んでいる。レジンは上半身だけ１号機に乗り上がっているという、非常に危なっかしい格好だった。

　キースはシエラにちらりと視線を向けてきた。ちゃんと目を開けている。

　そのまま１号機はゴールに飛び込んだのだった──。






















「キース様！」

「レジン様!!」

　それぞれが１号機に走り寄る。キースが襟首を離すと、レジンはずるりと地面に座り込んだ。その周りに、空の稀人たちが駆け寄る。

　キースもまた、ソラフネから下り立った。次の瞬しゆん間かん、シエラはキースの胸元に、ドンと飛び込んだ。

「お、わ……ッ！」

　慣れない操縦で、身体がガチガチだったのだろう、シエラを支ささえることができず、キースは背中を機体にしたたか打ちつけた。痛い、と呟つぶやくキースに構かまわず、拳こぶしを作って胸を何度も叩く。

「キース様、……キース様！」

　キースが無事で嬉しい。同じくらい、自分はただただ見守ることしかできなかったことが悔しくて、でも心からホッとして、胸のうちにいろんな感情が渦巻き、キースの名を呼ぶことしかできなかった。

　堪えきれずに涙が零れてくる。シエラは拳を解くと背に回し、両腕で力いっぱいキースに抱きついた。

「シエラ。……わりと力、強いね」

　困ったように、けれど笑みを滲ませて、キースが優しく言う。

　その声に、ますます涙が止まらない。赤ん坊の頃以来ではないかというくらい、シエラは身も世もなく泣き続けた。

「シエラ」

　やわらかな手の動きで、キースはシエラの髪を撫なでる。

　ようやく涙が引いたものの、でもきっとくしゃくしゃの顔をしているに違いない。シエラはキースの胸元から面おもてを上げることができなかった。

　──で、でも、これも、恥はずかしい……。

　前後を忘れて抱きついてしまったから今さらなのに、急に我に返ったものだから、頰ほおがカッカと熱を持ってたまらない。

　どうしよう、ともじもじしていると、それに気づいたキースが、おかしそうに笑い声をあげた。

　いいよ、気が済むまで俯うつむいていて、というように、シエラの肩を抱くと、軽く身を捻ひねった。

「シエラは連れていく。シエラの気持ちを無視するような真ま似ねをしても、僕が必ず取り返す。シエラの人生はシエラのものだ」

「……」

　シエラはきゅっと唇を引き結ぶと、覚かく悟ごして顔を上げる。目元と顔を擦こすると、レジンと空の稀人たちに視線を据すえた。唇を開きかけた時、

「まったく変わり映えしない顔が並んでいるね」

　呆れたような声が、一帯に響き渡った。

　懐なつかしくすら聞こえる、だがまさかここで聞けるとは思っていなかった声──フローレンス・ブラックフォードの姿を認め、シエラは大きく目を見開いた。

「おばあ様……！」

　祖母の後ろにはディーン・ワイズとその護衛たちもいる。さらには、

「ティム」

「はーい殿下、シエラ嬢！　僕もいますよ～！」

　ウインクして、ティムはいつものように笑った。

　全員が無事であることに、シエラは心の底からホッとする。

「おばあ様、ご無事で……」

「シエラ、おまえもね」

　フローレンスはいつものようににやりと笑う。

　ディーンも元気そうだ。だが、この場に集まった空の稀人たちの総意に気づいているのだろう、苦い顔をしていた。

　フローレンスとディーンの後ろから、ひとりの男が進み入ってきた。

　なんとなく顔に見覚えがあって、じっと見つめ……、シエラが、あ、と小さく呟いたのと、キースが口を開いたのはほとんど同時だった。

「マイルズ・プロバートか？」

　なぜ、と訝いぶかしく首を傾げるキースの隣で、シエラもまたわけがわからず、祖母へと目を向けた。

　マイルズ・プロバートは、実業家であるプロバート家の次期当主と目もくされている人物である。プロバート家は、前回のヴァネッサ号の旅で、空遊船の秘密を探ろうと一家で乗り込んできた。だがその中に、マイルズの姿はなかったと記き憶おくしている。

　──そういえば、一度おばあ様の別べつ荘そうですれ違ったわ。

　あの時なぜマイルズはフローレンスを訪ねてきたのか、そのことを知る機会はなかった。

　長身瘦そう軀くのマイルズはキースに向けて恭うやうやしく礼をした。

「あの、……これは、どういう取り合わせなのでしょう」

　そもそも盗まれたシャーリーン号に、ティムが乗っているのは理解できるが、そこにどうして誘拐されたはずのフローレンスやディーン、護衛のふたりばかりか、マイルズ・プロバートまで乗船しているのか？　加えて、シエラたちがこの地にいることをどうして知っているのか。さらには、なぜこの場に、プロバート家のひとりまでいるのか？

　わけがわからず混こん乱らんして、思わず立て続けにフローレンスに問う。隣となりのキースも、今回は事情を知らないようで、深くうなずいているが、

「そんなのは些さ細さいなことさ」

　フローレンスは、あっけらかんとそんなことを言う。

　──さ、些細なこと？

　いやいや、全然些細なことではない。

「それより、ほら、プロバート」

「はい」

　穏やかだがどこか胡う散さん臭くささが漂う笑みを張りつかせ、マイルズが一歩前に進んだ。

「今後エアリアの売買についてはわたしが窓口になります。どうぞお見知りおきを」

「売買、だと？」

「この前来た時に殿下が言っていただろう。クラウザー王国と元ワイズ国民とでエアリアの取引をする、と。こいつはこっちの窓口だ」

「売買などするはずがないだろう！」

　いきり立ったのはレジンだった。

「大叔父上、六十年前にこれまで歴代のソラヒメが集め、空の稀人らが大切に保管してきたエアリアをフローレンス・ブラックフォードにすべて与えたばかりか、この者たちとエアリアの売買をすると言うのですか!?」

　ディーンはうなずいた。

「わたしは反対です！」

　ディーンを、そしてフローレンスを睨にらみつける。その双そう眸ぼうには強い苛いら立だちが滲んでいた。

「反対も何も、大多数の空の稀人たちはそれを望んでいる」

「そんなことはない！」

「反対しているのは、今この場にいるおまえさんたちだけだよ。ほかの者の意思はあらかた確認済みだ。しばらくしたら、そいつらがやってくる」

「そいつら!?」

「おまえの父親もいる」

「──」

　レジンはそう言い添えたディーンに、驚きの顔を向けた。

「おや、おまえ」

　隣のフローレンスが、マジマジとレジンを見据える。

「……なんだ」

「ああ、思い出した。おまえさん、シエラを預けるために家にやってきた子どもだ」

「──」

「え」

　そのことを初めて知ったシエラは、目を瞬しばたたかせた。レジンはちらりとシエラを見たが、すぐに顔を背け、フローレンスを睨みつけた。

「今はそんなことを言っている場合ではない。わたしは反対だ」

「なぜだい？」

「空を……神の意い思しを、エアリアを、容易たやすく使ってはいけないからだ！」

　逬ほとばしるるように、レジンは叫んだ。

「そうだろう、大叔父上。わたしたちの祖先は、空は神の領りよう域いきであり、神と対話をする場所として崇あがめた。だから必ず作法を守って飛行してきた。わたしとて空を飛ぶ時は必ず遵じゆん守しゆしている。だからそんなことも知らず、エアリアをただの便利な道具として空を我が物にしようとする者たちを、わたしは許さない」

　その声こわ音ねには、激しい感情が滲んでいた。

　どうしてそこまで、とシエラは言葉もなく、レジンの背を見つめた。

「それは、ディーンの姉とおまえの母、シエラの両親を、空で亡くしたからかい」

「──」

　常とは異なるフローレンスの静かな声に、シエラは知らず、息を止めていた。

　──……亡くなった……。

　ふら、と身体からだが揺れ、後ろに倒れかかる。そんなシエラの背を、キースがしっかりと支ささえてくれた。

　ぎゅっと拳を握るシエラの手を、キースの掌てのひらが包み込んでくれる。そうしてくれたから、シエラは少しだけ落ち着くことができた。

「ソラヒメをすら、空は奪う。ならばこのままエアリアを使って飛び続けたら、大だい惨さん事じになるに違いない。だからわたしは」

　レジンはそこまで言って、きつく唇を嚙みしめた。

「空を飛ぶのには少なからず危険が伴ともなう。どれだけ用心しても事故はなくならない。それは神のせいじゃあないよ」

　フローレンスの言葉は非常に冷静だったが、どこかぬくもりを感じさせた。それが、レジンにも伝わったのかもしれない。微かに肩が揺れた。

「レジン様」

　俯うつむくレジンを、族長が支えるように隣に立つ。ほかの空の稀人たちも同様だった。

「……わたしは、ソラヒメがこの地にいれば、また家族が戻ってくる、と……」

　低く、聞き取りづらい声だったが、確かにそう聞こえた。

「父に連れられ、ソラヒメをブラックフォード家に預けた時、わたしは何も知らなかった。だが、ワイズ人がバラバラとなって、もうこの地では暮らせないとわかった時、ソラヒメがいれば、再び皆集つどうことができる、と──」

　歯を食いしばるように、そう言ったレジンが、なんだかとても小さく見える。

　ああ、とシエラは嘆たん息そくした。

　レジンはきっと、ずっと悔くいていたのだ。

　まだ幼かったとはいえ、彼の父とシエラを……たったひとりのソラヒメを、〝神眼下の庭園〟から連れ出し、ブラックフォード家に預けたことを。

　ソラヒメがいないことで、空の稀人たちはバラバラにならざるを得なかったこと。そして自分たちも、生まれ育った場所を離れなければならなかったこと。

　自分と父親がソラヒメを連れて行かなければ、もしかしたら今も、『家』はあったのかもしれない──と。

「暮くらしていけばいいじゃないか、ここで。別にクラウザー王家は元ワイズ国民がどこに住もうが強制はしないはずだよ？」

「ええ、それはこの前にも申し上げました」

　キースはさらりと告つげる。

「レジン」

　それまで会話をすべてフローレンスに任せていたディーンが、静かな声でレジンを呼んだ。

　彼らの背丈はほとんど変わらない。ディーンはレジンを軽く引き寄せると、ぽんぽん、と背を叩いた。それはまるで、レジンが幼おさな子ごであるかのような、慈いつくしみに満ちた行こう為いであった。

「大叔父上、わたしはもう子どもではありません」

　くぐもった声で呟いたレジンは、すぐに身を離し、少しだけ顔を背けた。

「姪めいの息子だ。可か愛わいがってもいいだろう」

　ごく軽い口調ながら、それでも十分愛情を感じさせる声に、レジンはひどく苦い顔をした。だがそれがどうやら照れらしいことに気づいて、シエラはそっと息をついた。

「レジンさん」

「……なんだ」

「生まれた場所はここですが、……やはりわたしは、この地をわたしの『家』と、思うことはできません」

「──」

　即そく座ざに渋しぶい顔をするレジンに、シエラはなおも言葉を重ねる。

　以前はそれでおしまいだった。それ以上思考せずに、自分の気持ちでいっぱいだった。

　もし、自分の家がなくなって別のところへ住まなければならず、家族とも別れ別れになってしまったら……。

「辛いです。どうにかして家に戻りたいと思うでしょう。あなたにとっての『家』がここであるように、わたしにとっての『家』がクラウザー王国の、ブラックフォード家なんです」

　それから、と心の中で呟く。

　シエラはそっとキースを見る。すぐに外したが、その一瞬の間に、キースと視線が結むすばれた。

　──これからも共に在ありたい方……。

　一いつ緒しよに過すごしてきた。シエラが生きてきた十七年の中に、キースはどの場面にもいてくれた。

　そばにいてほしい人。そばにいたい人。ずっと、ずっと、シエラはキースと共にいたい。

　キースと一いつ緒しよだったら、きっとどこにでも行ける。

「わたしは、……ソラヒメにはなれないけれど、ここにも住めないけれど、──また、来ます、ここに」

「来て、どうする」

「この地を、自分が生まれた故こ郷きようだと、思ってはいけませんか？」

「……」

　レジンの表情は変わらない。けれどシエラは、口を噤つぐまなかった。

「この生まれた地に、ソラフネで、参りますから」
















「甘やかすんじゃないよ。こういう手合いは優しくするとどんどんつけ上がる」

　フローレンスが毒づくが、シエラは小さく首を横に、振った。そして、

「そういうのではなくて……。わたしは、クラウザー王国の人々とも、空の稀人たちとも、共に生きていきたいのです」

　はっきりと、言ったのだった。
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　父と大おお叔お父じ、そしてまだ生まれたばかりの従妹いとこを残し、彼女たちは亡くなった。

　レジンが四歳の頃だ。

　かつてワイズ王家と呼ばれた一族の末まつ裔えいである自分たちにとって、空は神と繫つながる神聖な場所であり、エアリアを使ってソラフネを飛ばす時、様々な作法を守らなければならない。

　ソラヒメと呼ばれていた母も、叔お母ばも、ずっとそうやって空を飛んでいたはずだった。

　事故の日のことは、今でも覚えている。

〝神しん眼がん下かの庭園〟からエアリアを採さい掘くつする日は、青い靄もやが空を覆い尽くさんばかりに噴出する時と厳密に決められていた。これは、古くから神の言葉とされ、必ずソラヒメが行わなければならなかった。

　だがその日、生まれたばかりの赤子を抱いた叔母は、

『ソラヒメはわたしの代で終わりにします』

　腕に抱く娘は、ソラヒメにはしません──そう宣言したのだ。

　以前から空の稀まれ人ひとたちの間でも、このままでいいのだろうか、という意見が出ていたという。大叔父であるディーンも、亡国ワイズの幻に囚とらわれていてはいけないと考えていた。

　叔母──シエラの母──は、同じ意見の夫と、己と同じソラヒメであるレジンの母と共に、神にその意を伝えようと〝神眼下の庭園〟に降りた。その時に事故に遭ったのだ。

　ソラフネは空の稀人たちから大事にされていたが、とても古かった。だから、機体自体が寿命だったのかもしれない。だが神の意思に逆らったからではないかと、多くの者は恐れたという。

　そんな空の稀人たちに対し、代表であった大叔父──ディーン・ワイズは、この地を離れるようにと言ったのだ。

　父は、まだよく事の次第を理解していなかったレジンを連れ、従妹をブラックフォード家に預けた。その後レジンは、大叔父と父と、それから数人の供とで、様々な国を旅した。

　その日々が楽しくなかったといえば噓になるが、故郷を懐かしく思う気持ちを失ったわけではなかった。むしろ、放浪の先々で見る、地域に根ざして家族を得、そこで一生を終える人々の生活を羨うらやましく思っていた。

　たまに大叔父を訪ねてくる同どう胞ほうたちの話を聞くに連れ、〝神眼下の庭園〟に戻りたい気持ちはどんどん膨ふくらんでいく。

『ソラヒメ様がおられれば……』

　そんな嘆なげきを耳にすると、知らなかったとはいえ、ブラックフォード家にソラヒメを預けた自分に憤りを感じた。同時に、クラウザー王家、そしてエアリアを使い、空遊船業界を牛耳るブラックフォード家に対する、恨うらみにも似た気持ちが増していった。

　──わたしたちこそが空の民。作法を守り、決してソラフネに乗らずにいるのに。

　レジンがそんな思いでいたというのに、ディーンは三年前、空遊船の機関士になる──ソラフネに乗る──と言いだした。

　──大叔父と父、そしてわたしとでは、あまりにも考えが違う……。

　その時、レジンは大叔父との決別を決意したのだ。

　レジンは、共にディーンから離れた空の稀人たちとも別れ、バラバラになったワイズ人をひとり訪ね歩いた。再び〝神眼下の庭園〟にワイズ人が再来し、そこで暮らす日を夢みて。

　レジンは、決して大叔父や彼と同じ考えの父と会おうとしなかった。だが時折同志たちがやってきて、ディーンやブラックフォード家の動向を教えてくれたために、時間差はあったが、彼らが今どこにいて、何をしているのかを把は握あくしていた。

　ディーンがブラックフォード家に預けられたソラヒメと再会したことも知ったし、〝神眼下の庭園〟で騒ぎがあったことも、族長に聞いていた。

　実は大叔父と決別したのち、レジンは一度だけ〝神眼下の庭園〟に足を運んだ。そこに人はおらず、母や叔母が乗っていた、半壊したソラフネのみがあった。

　ぞっとするほど静かだった。ここで暮らした日々が楽しかったからこそ、あまりの変わりように、背筋が震え、言葉もない。

　レジンは漆黒のボディのソラフネを修理して再び乗れるようにした。そして亡き母が教えてくれた作法を守り、ソラフネに乗った。

　母を奪ったソラフネ。だがレジンは、空も、ソラフネも、神も憎まなかった。本当はずっと、ずっと乗りたかった。ソラヒメである母が経験したことを、レジンも知りたかった。母はソラフネに乗る時、どんなことを思ったのか、どんなふうに感じたのか？

　上空から見る〝神眼下の庭園〟は美しかった。以前はこの下でレジンの同胞たちが仲なか睦むつまじく暮らしてきた。──だが今は、誰もいない。

　レジンは唇を引き結んだ。

「空は、……神は、わたしを拒こばんでいない。わたしは空を飛ぶことを、神に許された……！」

　風を切って空を飛ぶソラフネを初めて操縦したレジンは、その時決意したのだ。

「再びソラヒメをこの地に招き、またここで皆と暮らそう」

　ワイズ王国の象徴であるソラヒメ──。

　彼女の存在こそが、ワイズ人にとっての〝指し針しん〟なのだと、空に向かって叫んだ。
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「なるほど、そうか」

　脚あしを怪け我がしてしばらく安静が必要との診しん断だんを受けた姉の部屋で、シエラは事の顚てん末まつを話して聞かせる。

「いきなりティムさんばかりか、おばあ様やディーンさん、それにマイルズ・プロバート氏までシャーリーン号で〝神眼下の庭園〟にやってきたので、本当に驚おどろきました」

　フローレンスたちが、シエラとキース、レジンが、〝神眼下の庭園〟に行ったと知ったのは、取引をするはずだった島に残されていた暴ぼう漢かん──キースが脅おどした人物だ──を締しめ上げて聞き出したからだそうだ。

　その、フローレンスとディーンが、どうしてティムとシャーリーン号に乗ってやってきたのか。

　サハリアの暴漢らに奪われたシャーリーン号に単身乗り込むことになってしまったティムだが、船内での彼の活かつ躍やくは素す晴ばらしいものだった。十人は下らない暴漢らを、たったひとりで倒し、操そう縦じゆう士しと一名を除のぞく全員を縛いましめて格かく納のう庫こに閉じ込めたのだという。操縦士以外のひとりとは、くだんのファドル・イン・ナジ。ヴァネッサ号をジャックした暴漢らに利用された、サハリア王国侯こう爵しやくの息子である。

『なんかですね、殿でん下かはこのことを先方のお父上には報ほう告こくしなかったんですけど、どうやらばれちゃったようで、ものすごぉぉぉぉく怒おこられたそうですよ。で、親でも子でもない、国から出て行けと勘かん当どうされちゃったんですって』

　もともとは賭かけ事をネタに脅きよう迫はくされ、利用されたという経けい緯いだったために、ますますファドルの父親は怒り狂ったそうだ。

　そこで反はん省せいすればいいものを、ファドルはブラックフォード家、ことにフローレンスを逆さか恨うらみ。仲間を募って拉ら致ちを計画、エアリアと空遊船を盗み、さらに今後エアリアの取引をサハリア王国で仕切れるように、ワイズ人と交渉をするつもりでいたのだ。そのためファドルは、空の稀人たちへの切り札として、フローレンスだけでなくワイズ王国の元代表であるディーンも連れ、〝神眼下の庭園〟に向かう予定だったのだが──。

『ところが誘拐したはずのフローレンス氏がまた強いこと強いこと。ファドル一味はフローレンス氏たちの監禁場所として新たに無人島を用意していたんですが、そこに到着した途端、叩きのめされてしまったそうですよ。おまけに一度は離れ離れになった護衛たちが、マイルズ・プロバート氏の空遊船に乗って合流したものだから、烏う合ごうの衆しゆうは自分たちが乗ってきた船を使ってほうほうの体ていで逃げ出してしまった、と』

　その間フローレンス氏ったら、「ちょうどいい、ここで少しのんびりしようじゃないか」って、無人島でバカンスを楽しんでいたんですって！

　そう言ってティムは感心しきりだった。

　ファドルたちは一か八か、エアリアと空遊船の奪だつ取しゆだけでももくろんだのだろう。それは一いつ旦たん成功したのだが──、

『僕が乗り込んで暴れちゃったもんで、計画はおじゃんになったというわけですねえ』

　それからティムは、クラウザー王国一速いシャーリーン号でバカンス中のフローレンスたちをピックアップし、取引のあった島に急ぎ戻ったのだが、すでにシエラたちはいなかった。そこで取り残されていた暴漢を締しめ上あげて、〝神眼下の庭園〟に向かったと知り、追いかけてきた──というのだ。

　誘拐されたはずのフローレンスたちが、まさか追いかけてきているとは……。

　それを知った時、シエラとキースは互いに顔を見合わせ苦笑してしまった。

「マイルズ・プロバートはなぜやってきたんだい？」

　姉の問いに、シエラは小さく息をつく。

「今後マイルズ氏が窓口となって、空の稀人の皆さんとエアリアの取引をする際窓口になると、おばあ様たちと話し合いをしていたそうです。それで、おばあ様たちが拉致されたと独自の情報力で聞きつけてやってきた、と」

「なるほど、彼はプロバート家の中では切れ者と噂があるからな」

　敵にしておくより懐に入れた方がいいと、フローレンスは判断したのだろう。

「ところでレジン・ワイズとディーン氏は和解したのかい？　父親もその時、〝神眼下の庭園〟にやってきたのだろう？」

「和解というか、もっとちゃんと話し合う、と仰おつしやっていました」

　レジンがソラヒメにこだわったのは、ソラヒメがいれば、再び父や大叔父だけでなく、散り散りになったワイズ人たちも集つどうだろうと思ったからだ。過去の幸せな時間を取り戻したかったのだろう。

　母も、祖母も、そしてシエラの母であり、レジンにとっては叔お母ばをも、空の事じ故こで亡くした。ソラヒメでさえも、空は奪う──。

　レジンには、空を我が物顔で占せん有ゆうするクラウザー王国や国民、ことに空くう遊ゆう船せん業界を牛耳るブラックフォード家の存在が、耐え難かったのかもしれない。

〝神眼下の庭園〟を去さる時、少しだけレジンと話す機会があった。もちろん隣となりにはキースがついていてくれた。

「勝負は勝負だ、今回はソラヒメを諦あきらめる」

　そう低い声で告げたレジンに、キースは呆あきれ顔でため息をついた。

「今回は、か。君しつこいよ」

「ソラヒメ、また来ると言っていたが、次回はいつだ」

「え、っと……、そうですね、学校がお休みの時、……でしょうか」

「休みはいつだ」

「えと、長期休みですよ。それだと、百日後くらいです」

「百日後！」

　カッと目を見開いたレジンに、

「その時に空あいているソラフネがあったら、ですが」

「そんなものはおまえがつくればいいだろう」

「え、そんな簡かん単たんにおっしゃらないでください」

「あれをすべて自分の手でつくるとは、見事な腕うでだ。乗り心地も悪くなかった。さすがソラヒメだ」

　──いろいろ言っても、この人もソラフネを愛しているのね……。

　だが、

「ソラフネを大事に思っていらっしゃるのでしたら、無謀な操縦はおやめください」

　最初に出会った時、煽あおるような操縦をしていた。あんな危険なことはもうやめてほしい。するとレジンは一いつ拍ぱく黙り込んだが、素す直なおにうなずいた。

「ソラヒメと共に空を飛んでいると思うと、わたしも冷静ではいられなかった」

　すまなかった、と潔いさぎよく謝られ、シエラは戸と惑まどいながらも、はい、とうなずいた。

「あの、ソラヒメではなく、シエラと呼んでください」

　従兄いとこなのですから。だがレジンは、

「……考えておく」

　そうとだけ言って、名を呼んでくれることはなかった。

　レジンは踵を返し、だが途と中ちゆうでキースの方を向いた。

「一応礼は言っておく。あの時は助かった」

　きっちり頭を下げるレジンは、ずいぶんと律りち儀ぎな性格らしい。

　キースはにっこり笑った。

「貸しにしておく。いつか返してもらうから覚えておいて」

　それを聞いて、レジンは本当に嫌いやそうに顔を歪めたが、やはり真ま面じ目めな気き質しつらしい。わかった、と確かにうなずいた。

「実は２号機の調子が悪いことになんとなく気づいていたから１号機にしたんだけど」

　レジンが去ってから、キースは悪びれずそう言った。

「えっ!?」

「ほら、四人で乗った時、ヘンな音がしていただろう？」

「……？　あっ！」

　ファニスタが負ふ傷しようした時か、と思い出す。

　確かに、本当に微かすかだが異い音おんがしていた。だがシエラは別の空遊船を寝ずに操縦していたから、メンテナンスをする暇ひまはなく、そのことをすっかり忘れ去っていた。

　ソラフネ好きとしてあるまじきことだ。

　ペップちゃんごめんね、と心の中で謝りつつ、キースをチラリと睨にらむ。

「キース様ったら……」

「いや、なんとなく、だ。僕も忘れていたし。……まあ、高所が苦手だから、ソラフネのトラブルには人一倍勘かんが働くんだよね」

　はは、と笑うキースに、シエラはため息をついた。

「もちろんそんなことがなくても勝つつもりだったけど」

「……高所恐きよう怖ふ症しようで、ソラフネをほとんど操縦なさったことがなかったのに？」

　あの時シエラは、本当に生きた心地ここちがしなかったのだ。

「まあ、負けたら僕もここで暮らすつもりだったし」

「……は？」

「君がいるところで生きていきたいからね」

　キースはそう言って、目を細めた。

「……あの、わたし、大変なことを思い出しました」

「大変なこと？」

　はい、とうなずくと、キースはなんだろう、と顔を覗のぞき込こんでくる。

「レースの間は、気が気ではありませんでしたが、……本当に嬉しかったです。あの、ありがとうございます」

　レース直後は泣いてしまって、礼も言っていなかった。

　高所恐怖症で、ソラフネの操縦桿を握にぎれても飛ばすことができなかったと言っていたキースは、このレースに臨のぞむ時、どれほど勇気を振り絞しぼったことだろう。

　すべてはシエラのために。

　そう思うと胸がぎゅっと痛くなる。嬉しくて、嬉しくて、あれほど泣いたのに、また涙が溢あふれてしまいそうになった。

　実じつ際さい涙ぐんだシエラに、キースはちょっと困ったような笑みを浮かべた。だがすぐに、とても、とても優しく目を細め、うん、とうなずいたのだった。







　──そんなことを思い出し、ふっつりと黙だまり込んだシエラの頭を、ファニスタが撫なでる。

「……姉様？」

「実のご両親は残ざん念ねんだったね」

　シエラは、一いつ拍ぱく黙だまり込み、はい、と小さくうなずいた。

　もしかしたら、とは思っていた。けれど突とつ然ぜん聞かされて、まだ少し、気持ちの整理がつかない。

　落ち着いたら、ディーンやレジンに、どんな父と母だったのか、話を聞かせてもらえたらいいなと思う。

「次の機会に、お墓参まいりをしてこようと思っています」

「うん」

　ファニスタは静かにうなずいた。

　しばらくの間無言で、シエラは実の両親へと思いを馳はせる。

「わたしも殿でん下かとあの男のレースを見たかったな。というか、参さん加かしたかった！」

　しんみりした空気を払ふつしょくしたかったのか、ファニスタが突とつ然ぜん明るい声でそう言った。

「ええ!?　姉様ったら……！」

　どうもスピード狂きようらしい姉の、本気で残念そうな顔に、シエラは駄だ目めですよ、と釘を刺さす。

「わかっているよ。あの殿下でもわりと頼りになるのだなあと思っただけだ」

「わりと、って……。とっても頼りになるお方ですよ」

「それはシエラにとってだろう？　まあ、今の殿下だったら、わたしの可か愛わいい妹を託たくしてもいいかな」

　ぽつりと呟つぶやいたファニスタの最後の言葉が聞こえなくて、シエラは首を傾かしげた。だがファニスタは、なんでもないよ、と笑う。

「ところでシエラ」

「はい？」

「今日は殿下とマドックが出しゆつ立たつする日だが、見送りはしなくていいのかい？」

「……はい？」

「昨日見舞いに来てくれたマドックがそう言っていたが、殿下から聞いていないのか？」

「伺うかがっておりません……」

　──え……？　ほ、本当に？

「おやおや、もうそろそろフライトの時間だと思うが」

　確かに極ごく秘ひ公こう務むの途中でこんなことになってしまったのだから、急いで出発しなければならないのだろう。だがシエラに何も言わないなんて、と急にドキドキと胸が早はや鐘がねを打つ。

　無意識のうちに立ち上がっていた。

「あの、わたし」

「うん」

「ちょっと、行って参ります……！」

「よろしく伝えてくれ」

「は？　え、はい……！」

　シエラはうなずきながら、ファニスタの部屋をあとにする。廊ろう下かに出るなり、シエラは走った。







　メンテナンスを終え、塗と装そうも済ませたペップちゃん２号を納おさめる倉庫に向かう。

　扉を全開にすると、シエラは２号機に飛び乗った。

　気持ちが急くが、落ち着いて、と深呼吸を三回。

　操縦桿を握ると、ゆっくり前に倒した。

　ポットの中のエアリアが、ふぅわりと浮かぶ。その動きに合わせ、ソラフネは前進。

　倉庫から外に出るや、一気に上昇した。

　冷静に操縦をしなければと思いながらも、速度はどんどん増していく。

　空遊船の離着陸場は、目と鼻の先だ。そこには定期船のほか、豪華客船も停船していた。

　見送りであろう、ちらほらと人がいる。

　シエラは空の上から、懸命に目を凝らした。

　──キース様……。

　見当たらない。もしかして、乗船するのはこの離着陸場からではないのだろうか。あるいは、もう出発してしまったのか……？

　焦あせる気持ちと、どうして何も言わずに旅立ってしまったのかという、怒りにも似た落らく胆たんとが、シエラの心を席せつ巻けんする。

　上空を何度も旋回する。

　すると、客船から下りてくる、金髪の男性が目に入った。

「キース様……！」

　シエラは七色に彩いろどられたソラフネを下降させる。そしてキースの隣となりへと、着地したのだった。







　２号機から飛び降りたシエラは、人目もはばからずキースに駆かけ寄った。そのままキースへと抱きつこうとし──だがハッと我に返って、寸すん前ぜんで足を止める。

　キースはおかしそうに笑うと、両手を広げてみせた。

「……え、遠えん慮りよしておきます」

「そう？　残念」

「あの、今日がご出立と聞きましたので、見送りに……あっ」

　そう言っている間に、なんと客船がゆるりと動き始めたものだから、シエラは驚いた上にうろたえて、キースと空遊船を交こう互ごに見やる。

「うん、あとで君に次の離り着ちやく陸りく場じようまで送ってもらおう」

「えっ、え、と……、あの、すみません……」

　こんなぎりぎりにやって来て、旅の門かど出でを邪じや魔ましてしまうなんて、とシエラは消しよう沈ちんする。

「いいよ。それで、どうしたの？」

　そんなふうに問われて、シエラは口ごもる。

　どうしたのと言われて、自分だってどうしたのだろう、と思ってしまったのだ。

　キースの極秘公務はいつものことだし、毎回見送りにきているわけではない。──ただ、……ただ、今日ばかりは、何も知らないまま旅立たれることが、どうしても嫌だったのだ。

　──どうして？

　シエラは自らの心の底を覗のぞき込む。

　答えは容易たやすく見えた。

「わたし、……逃げていたんです」

「……うん？」

　キースはきちんと想いを告つげてくれたのに、王族である彼に今の自分ではまだそぐわないとか、覚かく悟ごが足りないとか、彼に相応ふさわしい人間になるまでとか、いろんなことを心に詰め込んで、返事をずっと保留にしてきた。

　──あんなにも真しん摯しに、わたしを想ってくださっているキース様から、逃げていた。

　卑ひ怯きようだと思った。キースが甘やかしてくれるのをいいことに、自分は居心地のいい場所から出たくなかったのではないか。

　想いを告げたら、今のままではいられない。だからこのままがいい、と。

　そんなふうに思うことこそ、キースに相応しくないと気づいた。

　シエラは今こそ、キースの隣に立てる人間になりたい。

　だから。

「まだ本当に未み熟じゆくなわたしで……。でもわたしも、キース様と共にいたいから。これからも、ずっと、どこにいても、たとえ距離が隔へだてられていても、心は必ずキース様と添そっていたいのです」

　だから、おそばにいさせてください。

　震えてしまう。声も、身体も、心も。

　けれど思いのたけを、キースへと打ち明ける。

　そのままシエラは、前を向いていられず、俯うつむいてしまった。

　キースからの返事はなかった。

　その沈黙が恐おそろしくて、この場から逃げ出したくなる。

　実じつ際さい、じり、と後方に退しりぞきかけたその時、突然強い力で腕を引き寄せられ、抱き寄せられた。

「……ッ！」

「シエラ、……シエラ」

「キ、キース、様……。あの、ここは、外……」

　見送りをしていた人々が、遠目に眺めている。だがキースはシエラの言葉を無視した。

　そればかりかいきなりシエラを抱き上げると、２号機の後方に座すわらせた。

「え、あの、キース様!?」

　キースはといえば、なんと操縦席に飛び込むと、一気にソラフネを上昇させた。

「キース様……!!」

　まさか高所恐怖症のキースが自ら進んで操縦するなんて、とシエラは仰ぎよう天てんする。

「キース様、目を閉じていませんよね？」

「さあ、どうだろう？」

「ええっ!?」

　シエラは身を乗り出して、操縦席に座るキースを覗き込んだ。──と、

　軽かろやかな音を立てて、シエラの唇に、何かが触れた。

「……、──ぇ？」

　大きな瞳をなお一いつ層そう見開いて、シエラは目の前のキースを見つめる。

　悪戯いたずらっぽく笑うキースの顔が、さらに近づいてきて、再び、唇に、触れた。

「──」

　キスをされている、と気づいたのは、唇が離れた時だった。

「キ……」

　近くシエラを覗き込んでくる瞳は優しい色を帯び……けれどそれだけではなく、熱っぽくもあって、シエラは束つかの間ま、ここが空の上であることを忘れた。

　額ひたいが触れ合う。頰ほおと頰が、息が触れるほど近くに、キースがいる。

　胸いっぱいにいとおしさが広がって、溢あふれてしまいそうになる。その想いは知らず涙となってシエラの瞳を潤うるませた。

　キースが、微かに眉間にしわを寄せる。

「そんな、可愛い顔をして」

「……え？」

　近すぎて聞こえなかった。

　次の瞬間、先の二度のキスより、長く唇が触れ合う。

　やわらかく下唇を食はまれて、肩が震える。

　触れ合ったところから微かすかに小さな音が零こぼれて、頭の中が真っ白になった。
















　肩ばかりか、全身が震えるような感覚が怖い。

　シエラはキースの腕に強く縋すがった。

「シエラ……」

「……はい」

　返事は掠かすれるほど細く、小さい。

「僕と一いつ緒しよに旅をしようか」

「は……？」

「このまま君を攫さらってしまおうと思っているんだけど」

　その言葉を聞いた途と端たん、シエラはハッと目を見開いた。

「はい!?」

「だって待ちに待った、君からの返事が聞けたんだから、すぐに別れるなんて、とてもじゃないけど僕にはできない」

　──もしかして、だから、返事を聞かずに、旅立とうとされた……？

　だって、シエラだってこのまま距離が隔へだてられるのはとても辛い。手と手が触れ合うほど近くに、言葉を交わせるほどそばにいたい。──だが、

「ねえシエラ？」

　甘い声で囁ささやくキースの誘さそいに、シエラは大げさなほど大きく首を横に振った。

「ダ、ダメですよ……！　わたし明日学校があるんですから」

「修学のために他国巡めぐりをしましたと言えばいいんじゃない？」

「そんな言い訳通用するわけないじゃないですか……！　冗談はおやめください」

　もう、と頰を膨ふくらませる。

「冗談なんて言ってないよ。だって君と相思相愛だってはっきり言ってもらったんだから、もう二度と君を離すつもりはないし」

「……二度と、って……あの、キース様」

「この公務を終えて、戻ってきたら、君をめとると両親に言おう。それで、出来るだけ早く式を挙げて、それから君と旅をする」

　そんな夢のようなことを、実に滑なめらかに告げる。いつだってそれを思い描いていたかのような口く調ちようだった。

「キース様って、ロマンティストだったのですね」

「ロマンティストじゃなくてリアリストだよ。だって今言ったことは必ず実行するから」

「──」

　にっこり笑った稀き代たいのモテ王子は、実はとても一いち途ずで──、シエラはそんな彼の、ロマンティストでリアリストなところが大好きなのだと、そっと心の中で呟つぶやいた。


〈ＥＮＤ〉
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　こんにちは、香こう月づき沙さ耶やです。このたびは、『ヒメコイ！　天そらに架かかる七色の恋』をお手に取っていただき、まことにありがとうございます！

　前巻をお手に取っていただいた皆さん、心よりお礼を申し上げます。今巻も楽しんでいただけたら嬉しいです。




　一巻では主人公のシエラががんばる話でしたが、今回は稀き代たいのモテ王子キースががんばっています。むしろ二巻はキースが主人公かなあ、と思いながら執しつ筆ぴついたしました。

　キース視点がありますので、読んでくださった方には「この時のキースはこんなことを考えていたのね～」と、にやりとしていただけたらいいなと思っています。わたしも書いていてにまにましていました。




　それではこの辺りでお世話になった皆さんへ謝しや辞じを。

　表紙・挿さし絵えを担当していただきました藤ふじ未み都つ也や先生、現段階でカバーと一部挿絵を拝見しているのですが、表紙のふたりの幸福感あふれる表情に、わたしも幸せな気持ちになりました。また、新キャラのレジン、挿絵に初登場のファニスタ、ふたりとも本当にカッコよかったです！　お忙いそがしい中、本当にありがとうございました。

　前巻より担当していただいております、編集のＮさん、ご迷めい惑わくをお掛けしてしまい、本当にすみませんでした……。これからこのようなことがないように、しっかりがんばりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　また、今回も校正さんには本当にお世せ話わになりました。いたらぬ自分に猛もう省せいしつつ、とても心強かったです。ありがとうございました。

　今作に携たずさわっていただいた皆様、御礼申し上げます。

　最後に読者の皆様へ。

　前巻はおばあちゃんカップルに美お味いしいところを持っていかれたので、今巻はシエラとキースの恋を期待しています、と感想をいただきました。今回、キースのベタ惚ぼれっぷりをすごく楽しんで書けましたので、読者様も楽しんでいただけたらいいなぁと思っています。

　また次回お会いできますよう、願っています。

　それでは。


香月　沙耶　拝










著者

香月沙耶

Saya Kohzuki




６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

ヒメコイ！　２巻です。前巻をお手に取っていただいた読者の皆様、本当にありがとうございました。

今回はキースがすごくがんばっています。

シエラとモテ王子の恋の行方を楽しんでいただけたら嬉しいです♪

【弥涼暮月】http://s-kohzuki.jugem.jp/










イラスト

藤未都也

Mitsuya Fuji




はじめましてこんにちは、藤未都也です。

文庫では初めての続刊作品のイラストを担当させて頂きました！

かっこいいキースをまた描くことが出来て楽しかったです。私もファニスタみたいなお姉さんが欲しかったです。
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